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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■ 警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をを全に正しくお使いいただき、 
あなたや化の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目巧となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご a 解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り极いをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意ホがあります。 


記号 

意口未 

巧重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT , 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—» 

参照ページや参照 マニュアルを 示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例：【如1】キ ー 、 Enter 】 キ ー 、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例：に川+ [ F 3] キー、 【 Shift 】 +【 t 】キーなど 
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■ コマンド 入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a: a: 

T t 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

い。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力しても 
かまいません。 

• CD/DVD ドライブなどのドライブをを、 [CD/DVD ドライブ]で表記しています。入力の隙 
は、お使いの環境に合わせて、ドライブタを入力してください。 

例： [ CD/DVD ドライブ] ：¥ setup . exe 

■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、 「 FMV マ 
ニュアル」をクリックする操作 
丄 

「スタート」ボタン^「すべてのプログラム」一 「 FMV マニュアル」の順にクリック 
します。 



(画面は Windows Vista の例です） 


■ BK ) S 七ットアップの表記 

本文中の BIOS 七ットアップの設定手順において、をメニューやサブメニューまたは項目を、 
「一」 （ハイフン）でつなげて記述する場合があります。また、設定値を「：」（コロン）の後 
に記述する場合があります。 

例： 「システム」メニュ ■ 一 の 「言語 （ Language )」 の 項目を「日本語 （ JP )」 に 設定します。 
「システム」一 「言語 （ Language )」 ： 日本語 （ JP ) 
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■ ウィンドウ名の表記について 

Windows Vista の場合、本文中のウインドウ《は、アドレスバ- 
で表記しています。 


-の最後に表示されているを称 


例： 


CG | i ^'< コンピコータ 


’ || 1 任去 



各前 腺 fifty •イス 

八ードディスクドライブロ） 

□-力 J レデイスク （C;) 

企:^ ■ 


丄 

「コンピュータ」 ウインドウ 


1 ~° |1 


巧 U ， 巧 • 


つント □— ルバホル > システムとメンテナンス 



《システム厂 


コンピユータの宜本内な■巧巧のま5 
Windows Edition 

Windows Vista™ Business 

Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All right 


丄 

「システム」 ウインドウ 


■ 画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実隙に表示 
される画面やイラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、 このマニ ュア 
ルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略している 
ことがあります。 


■ FMV バリユーシリーズについて 

本文中の説明は、お使いのモデルの仕様とは異なる情報が記載されている場合があります。 
FMV バリューシリーズで選択したモデルの仕様に読み替えてご覧ください。 
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■ 製品名の表記 

本文中では、製品ぶ称を次のように略して表記します。 

なお、本書にはお使いの機種、または 0 S な外の情報もあります。お{吏いの機種、または 0 S 
のところをお読みください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV-D3240 

D3240 

FMV バリュー 

シリーズ 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-K5240 

K5240 

FMV-K3240 

K3240 

FMV バリューシリーズ 

Windows Vista^^ Business 

Windows Vista 

Business 

Windows Vista 

Windows 

Windows Vista"^ Home Basic 

Windows Vista 

Home Basic 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 

Professional 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

Windows XP 

Home Edition 

Microsoft® Windows® XP 日本語版 Service Pack 

SP 

Windows® Internet Explorer® 7 

Internet Explorer 7 

Microsoft® Office Professional 2007 

Office Professional 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 with 

Microsoft® Office PowerPoint® 2007 

0 街 ce Personal 2007 with PowerPoint 2007 

Microsoft® Office Personal 2007 

Office Personal 2007 

Norton AntiVirus™ 2007 

Norton AntiVirus 

Microsoft® Office Professional Enterprise Edition 2003 

Office Professional Enterprise 2003 

Microsoft® Office Personal Edition 2003 

Office Personal 2003 

Roxio Easy Media Creator 

Easy Media Creator 

InterVideo WinDVD™ 8 

WinDVD 

InterVideo WinDVD™ 5 

Adobe® Reader™ 8.0 

Adobe Reader 

Adobe® Shockwave® Player 

Shockwave Player 

Adobe® Flash™ Player 

Flash Player 


■ お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問レ、合わせ先やインターネットの URL アドレスは2007年4月現在 
のものです。を更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」へ お問 
い合わせください『取な説明書』)。 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の、ホ:国およびその他の国にお 
ける登録商標または商標です。 

インテル、 Inte し Intel Core 、 Pentium 、 Celeron および Intel SpeedStep は、アメリカ合ま国およびその他の国における 
Intel Corporation またはその子会なの商標またはを録商標です。 

Macromedia 、 Shockwave 、 ならびに Flash は、 Macromedia,Inc. の米国およびその他の国における商標です。 

その他の各製品名は、を社の商標、または登録商標です。 

その他のを製品は、を社の著作物です。 

All Rights Reserved, Copyrigh 惚 FUJITSU LIMITED 2007 
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第 1 章 

各部を砍 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名巧と働き 


14 
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1各部の名汾と働き 


ここでは、パソコン本体、メインボードの各部の名称と働きを説明します。 

P POINT 

► これが降の記述については、縦置きを前提としています。横置きにする場合は、読み替え 
て〈ださい。 


パソコン本体前面 


各番号をタリックすると説明箇所へジャンプします。 
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1 通風孔 

パソコン 本体内部の熱を外部に逃す ための 開孔部があります。物を載せるなどしてふさ 
がないようにご注意ください。横置きにする場合は、通風孔のある面を、壁などから 10 cm 
な 上 離して設置してください。 

2 電源ボタン （ CD ) 

次の場合に押します。 

. パソコン本体の電源を入れるとき 

•スリープが態 （Windows Vis ね）またはスタンバイが態 （Windows XP ) にするとき 
「電源オプション」ウィンドウまたは「電源オプションのプロパティ」ウィンドウの設 
定をを更してください。 

「機能」一「省電力 （Windows Vista の場合）」卜 P .90) 

「機能」一「省電力 （Windows XP の場合)」 P .97) 

•スリープ状態 （Windows Vis は）またはスタンバイが態 （Windows XP ) から復帰（レジュー 
ム）するとき 

3電源ランプ（①） 

パソコン 本体の電源の状態を表しています。 

緑色に点げしているときは、電源が入っています。 

オレンジ色に点げしているときは、スリープ状態 （Windows Vis は）またはスタンバイ状 
態 （Windows XP ) です。 

4ディスクアクセスランプ（己） 

ハードディスクにデータを書き込んだり、ハードディスクからデータを読み出したりし 
ているときに点げします。また、 CD - ROM ドライブによっては、 CD にアクセスしてい 
るときに点げする場合があります。 

5 USB コネクタ（ーミ f ) 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

6マィク端子（グ ') 

ホ版のコンデンサマイクを接続します。 

7へッドホン端子 （0) 

お版のへッドホンを接続します。 

ヘッドホンを接続している間は、パソコン本体のラインアウト端子からは、音が出ませ 
ん。 

8 CD/DVD 取り出しボタン 

CD - ROM やを楽 CD を七ットするときや取り出すときに押します。パソコン本体の電源 
が入っているときにお使いになれます。 

CD アクセスランプが点げしているときは、押さないでください。 

9 CD-ROM ドライブ 

CD - ROM のデータやプログラムを読み出したり、音楽 CD を再生したりします。 

FMV バリューシリーズの選択によって、次のドライブが取り付けられています。 

. CD - ROM ドラィブ 

.ス' — パ I — マルチ ドライブ 

「ハードウェア」一 「 CD / DVD について」（一 P '31) 

10 CD アクセスランプ 

CD - ROM からデータを読み込んでいるときや音楽 CD を再生しているときに点げします。 
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11フット 

本 パソコンを お使ぃになるときに取り付ける台座ですい『取扱説明書』)。 
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パソコン本体背面 

各番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 



1アウトレット 

ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

2インレット 

電源ケーブルを接続します。 

3セキュリティ 施錠金具 

ボ販の鍵を取り付けます。 

レ、ードウエア」一「管体のセキュリティ」（一 P .56) 
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4拡張力ードスロット 

本パソコンの機能をあ張する各種あ張力ードを取り付けます。 PCI に対応したあ張カード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや光磁気ディスクド 
ライブなどが巧えるようになります。 

「増設」一「あ張カードを取り付ける」（一 P .66) 

5盜難防止用ロック取り付け穴 

お販の盗難防止用ケーブルを接続します。 

6 メインスイッチ 

パソコン本体の電源を完全に切る場合に「オフ」にします。 「 I 」 側が「オン」で「〇」 
側が「オフ」です。 

「オフ」にすると、電源ボタンを押しても、パソコン本体の電源は入りません。通常は 
「オン」のままお{吏いください。 

ただし、長»間お使いにならない場合は、「オフ」にしてください『取あ説明書』)。 

7パラレルコネクタ（昼） 

プリンタやスキャナなどを接続します。 

8シリアルコネクタ（区國） 

RS -232 C 規格に対応した機器を接続します。 

9ディスプレイコネクタ （ D ) 

ディスプレイを接続します。アナログ RGB 規格のディスプレイケーブルが使用できます。 

10 LAN コネクタ （ S ) 

LAN ケーブルを接続します。 



LED の意ホは、次のとおりです。 



下部 LED ( Link / Act ) 

上部 LED ( Speed ) 

1000 Mbps で LINK を確立 

緑色お灯'^ 

オレンジ点灯 

100 Mbps で LINK を確立 

緑色点灯& 

緑色お灯 

10 Mbps で LINK を確立 

緑色点、灯'^ 

消灯 


を : データ転を中：緑色点;域 


11マウスコネクタ（か 

PS /2 マウスを接続します。 

レ、 ードウエア」一「マウスについて」 （^ M 6) 

12キーボードコネクタ ( I 王 I ) 

PS /2 キーボードを接続します。 

「ハ' —ドウ エア」一「キ ■ —ボ'—ドに ついて」（一 P .28) 

13 USB コネクタ（一^) 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

14ラインイン端子（《《み） 

サウンド入力用端子です。オーディオ機器の出力端子と接続します。 
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15ラインアウト端子（(((■か） 

サウンド出力用端子です。オーディオ機器の入力端子と接続します。 

スピーカーを直接接続する場合は、アンプ機能内蔵のものをお使いください。 

なお、ヘッドホン端子にヘッドホンを接続している場合、ラインアウト端子からは音が 
出ません。 
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パソコン本体内部 


を番号をクリックすると說巧箇所へジャンプします。 



1拡張力ードスロット 

本 パソコ ンの機能をあ張するを種あ張カードを取り付けます。 PCI に対応 したあ張力ード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや光磁気ディスクド 
ライブなどが{まえるようになります。 

「増設」一「あ張カードを取り付ける」い P .66) 

2電源ユニット 
3内蔵ハードディスク 

SerialATA 規格のハードデ ィス クです。 
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メインボード 


を番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


(背面) 



1 シリアル ATA コネクタ 

標準のハードディスクドライブが接続されてぃます。 

2 IDE コネクタ （ IDE 1) 

FMV バリューシリーズで選択した CD - ROM ドライブが接続されてぃます。 

3 CPU / ヒートシンク（フアンの下にあります） 

4 内蔵バッテリ 

本 パソコンの 時計機能と BIOS セットアップで設をした設を値を保存するためのバッテリ 
です。標準の使用状態 （1 日狗8時間）で狗5年間お使ぃになれます。 

5 DIMM スロット 

メモリを取り付けます。 

パソコン 本体の前面から見て右から、 DIMM し DIMM 2 と並んでぃます。 DIMM 1 には、 
標準のメモリが搭載されてぃます。 

「増設」一「メモリを取り付ける」い P .61) 
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第 2 章 


八ードウエア 

本パソコンをお使いになるうえで必要となる基 
本操作や基本事項を説明しています。 


1 疲れにくい巧い方 . 24 

2マウスにつし、て . 26 

3キーボードについて . 28 

4 CD / DVD について . 31 

5ハードディスクじついて . 43 

6 CPU について . 44 

7ハードウエアのお手入れ . 46 

8 憧体のセキュリティ . 56 
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1おれにくい使い方 


パソコンを長時間巧い続けていると、目が疲れ、首や肩や腰が痛くなることがあり 
ます。その主な原因は、長い時間同じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキーボー 
ドを見続けることです。パソコンをお使いの際は姿勢や環境に;'主意して、疲れにく 
い状態で操作しましょう。 


使巧中に休憩をとる 
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ディスプレイ 


• 外光が直接目に入ったり画面に映り込んだりしないように、をにブラインドやカーテンを 
取り付けたり、画面の向きやちまを調整しましょう。 

• 画面の輝度や文字の大きさなども見やすく調整しましょう。 

• ディスプレイの上端が目の位置と同じかやや低くなるようにしましょう。 

• ディスプレイの画面は、顔の正面にくるように調整しましょう。 

• 目と画面の距離は、 40 cm な上離すようにしましょう。 


使用時間 


• 1時間な上続けて作業しないようにしましょう。続けて作業をする場合には、1時間に10〜 
15分程度の休憩時間をとりましょう。また、休憩時間までの間に！〜2分程度の小休止を 
1—2 回取り入れましよう。 


入力機器 


• キーボードやマウスは、肘のち度が90をな上になるようにして使い、手首や肘は机、椅子 
の肘かけなどで支えるようにしましよう。 


♦几と椅子 


■高さが調節できる机や椅子を巧いましょう。調節できない場合は、次のように工夫しましょ 
ラ。 

•机が高すぎる場合は、椅子を高く調節しましょう。 

•椅子が高すぎる場合は、足置き台を使用し、低すぎる場合は、座面にクッションを敷き 
ましよう。 

■椅子は、背もたれ、肘かけ付きを{吏用しましょう。 


作業スペース 


• キ几上のパソコンの配置スペースと作業領域は、充分確保しましよう。 

スペースが 狭く、腕の置き場がない場合は、梳子の肘かけなどを利用して腕を支えましよ 
う。 
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2マウスについて 



P POINT' 

► マウスは，を期的にクリーニングしてください (一 P'54)。 


マウスの使い方 


■ マウスの動かし方 

マウスの左ちのボタンに指がかかるように手をのせ、机の上などの平らな場巧で滑らせるよう 
に動かします。マウスの動きに合わせて、画面上の矢印（これを「マウスポインタ」といいま 
す）が同じように動きます。画面を見ながら、マウスを動かしてみてください。 




■ ボタンの操作 

•クリック 

マウスの 左ボタンをカチッと1回押して、すぐ離すことです。 
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• ちクリック 

マウスの 右ボタンをカチッと1回押して、すぐ離すことです。 



• ダブルクリック 

マウスの 左ボタンを2回連続してカチカチッと押します。 



• ポイント 

マウス ポインタを メニュー などに合わせます。 マウス ポインタを合わせた メニューの 下に 
階層がある場合 （メニュ'—の 右端に►が表示されています）、 そのメニュ ■ 一が表示されます。 



• ドラッグ 

マウスの左ボタンを押したままマウスを移動し、希望の位置でボタンを離します。 



• スク ロール 

•スクロ ' ー ル ホイ ' ー ルを前後に操作することで、ウインドウ内の表示を スクロ ■ ー ルさせる 
ことができます。また、第3のボタンとして、押して使うこともできます。 

. スクロール 機能は、対応した ソフ トウエアで使うことができます。 


P POINT 

► 上記のボタン操作は、「マウスのプロパティ」ウィンドウでち利き用（主な機能に左側のボ 
タンを使用）に誤をした場合の操作です。 
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3キーボードについて 


キーボード (109 A 日本語キーボード）のキーの役割を説明します。 


P POINT 

► お使いになる ソフトウェア により、 キーの 役割が変わることがあります。 
ソフトウエアのマニュアルを ご賣〈ださい。 


各番号をクリックすると説明箇所へジャンプします。 


12 3 


4 5 6 7 8 9 
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23 4 


1 [Esc ] キー 

ソフトウェアの実行中の操作を取り消します。また、 【 Qrl 】 + 【 Shift 】 キーと一緒に押 
すと、 「 Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示され、ソフトウェアを強制終了で 
きます。 

2 【半角/全角】キー 

文字の入力時に、半角と全ちを切り替えます。 

3 [F1] - の 2 】キー 

ソフトウェアごとにいろいろな役割が割り当てられています。 

4 [Enter ] キー 

入力した文字を確定したり、文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

リターンキー、または改行キーとも呼ばれます。 

5 【 Backspace 】 キー 

力 ー ソルの左にある文字や選択した範囲の文字を削除します。 

6 [Insert ] キー 

文字の入力時に、「挿入モード」と「上書きモード」を切り替えます。 

7 【Print Screen 】 キー 

画面のコピーをクリップボードに取り込みます。また、 【 Alt 】 キーと一緒に押すと、アク 
ティブになっているウィンドウのコピーをとることができます。 
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8 [ Home ] キー 

力ーソルを行の最初に一まに移動します。 

【 Ctrl 】 キーを一緒に押すと、文章の最初に一まに移動します。 

9 [Page Up ] キー 

前の画面に切り替えます。 

10インジケータ 

【Num Lock 】 キー、 【 Sh 出】+に aps Lock 英数】キー、 【Scroll Lock 】 キーを押すと点げ 
し、をキーが機能するが態になります。再び押すと消え、各キーの機能が解除されます。 

11 [Num Lock 】 キー 

テンキーの機能を切り替えます。再ま押すと、解除されます。 

12に apsLock 英数】キー 

【 Shift 】 キーと一緒に押して、アルファベットの大文字/小文字の入カモードを切り替え 
ます。 

Caps Lock を ON にすると大文字、 OFF にすると小文字を入力できます。 

13に川キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

14 [ Shift ] キ ー 

化のキーと組み合わせて巧います。 

15【感】 ( Windows ) キー 

「スタート」メニューを表示します。 

16 [ Alt ] キ ー 

化のキーと組み合わせて使います。 

17に pace 】 キー 

空白を入力します（キーボード手前中央にある、何も書かれていない横長のキーです)。 
18【旨】（アプリケーシヨン）キー 

選択した項目のショートカットメニューを表示します。 

マウスの 右クリックと同じ役割をします。 

19 [ Delete ] キー 

力 ーソルの 右にある文字や選択した範囲の文字、または選択した アイ コンや ファイルな 
どを削除します。 

また、 【 Ctrl 】 + [ Alt ] キーと一緒に押すと、応答しなくなったソフトウェアを終了した 
り、 パソコンを 強制的に終了したりできます。 

20 End 】 キー 

カーソルを行の最後に移動します。 

にじ I 】 キーと一緒に押すと、文章の最後に移動します。 

21力ーソルキー 

力ーソルを移動します。 

22 [Page Down ] キー 

次の画面に切り替えます。 

23テンキー 

「NumLockj インジケータ点げ時に数字が入力できます。 

「Num Lock j インジケータ消げ時にキー下段に刻印された機能が有効になります。 
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P POINT 

► キーボード底面にあるチルトフットを起こすと、キーボードに角度をつけることができます。 



チルトフット 
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4 CD/DVD について 


CD / DVD の取りあいやセツト方法、取り出し方まについて説明します。 

が重要 

► ここでは、 CD - ROM 、 音楽 CD および CD - R / RW ディスクをまとめて CD 、 DVD - ROM や DVD - 
Video などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD をまとめてディスクと呼 
びます。 

► FMV バリューシリーズで選択したドライブによって、使巧できるディスクは異なります。 

► 「 WinDVD」、「Easy Media Creator 」、「 DVD - RAM ドライバーソフト」については「ソフト 
ウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .120) をご覧〈ださい。 


取り扱い上のを意 


■ディスクご使用時のを意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでくだ 
さい。 

• データ面をさわったり、傷をつけたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 巧れたり、水滴がついたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かって巧いた 
後、乾いた布で巧き取ってください。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 

• パソコン本体の CD アクセスランプが点げ中は、振動や衝撃を与えないでください。 

■ CD 自動挿入機能（オートラン）が有効に設をされていると、正しく書き込みができないラ 
イティングソフトウェアがあります。ソフトウェアの指示に従って CD 自動挿入機能を設 
ちしてください。 

• ディスクに書き込み中は、パソコン本体の電源を切ったり、再起動したり、 CD / DVD 取り 
出しボタンを押したりしないでください。また、 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キーを押す 
操作もしないでください。 

• 書き込み中にディスクのディスク面に傷を検出した場合、書き込みを中断することがあり 
ます。 

■ディスクへの書き込みを行うときは、自動的にスリープ （Windows Vis は）またはスタンバ 
ィ （ WindowsXP ) または休止状態にならないように、省電力の設をを'変更してください。 

■ディスクへの書き込み中は、化のソフトウェアを起動しないでください。化のソフトウェ 
アを起動している場合は、そのソフトウェアを終了させてください。 
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■ DVD-Video ご使用時のま意事項 

• 次の DVD - Video がお使いになれます。 

. DVD - Video に記録されているリージョンコードに「2」が含まれているか、 「 ALL 」 と書か 
れているディスク 

•ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 「 WinDVD 」 での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトについても、弊社では保証いたしません。 

• リージョンけ也域）コードについて 

. リージョン（地域）コードのを更は4回までです。 

リージョン（地域）コードを4回を更すると、最後に設をしたリージョンけ也域）コー 
ドに固をされ、その化のリージョンけ也域）コードの DVD - Video は再生できなくなりま 
す。固定されたリージョンけ也域）コードを変更するホ法はありませんのでご注意くだ 
さい。 

•前回再生した DVD-Video と、リージョンけ也域）コードが異なる DVD-Video を再生しよ 
うとすると、リージョン地孤コードを更を確認するメッセージ画面が表示されます。 
この メッセージ画面で 「0 K 」 をクリックすると、リージョンけ也域）コードの設をがを 
更されます。 

. ご購入時のリージョンけ也域）コードは「2」です。 

• DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 「 WinDVD 」 では、著作権保護として、デスクランブル機能および相互認 
証 （ Authentication ) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、 
再生しても、巧互認証エラ ■ — (Authentication Error ) となり、再生できません （This DVD 
can't be played in this 民 egion . と表示されます）。 

■ DVD ディスク再生時のま意事項 

• 再生する DVD - Video によっては、コマ落ちをする場合があります。 

• rwinDVDJ の設定を'変更した直後は、 DVD - Video の再生が不ををになる場合があります。 
• キャプション表示とサブタイトル表示を、同時に表示することはできません。 

• MPEG 1 のデータによっては再生できないものがあります。 

• 巿版されているウイルス巧策ソフトと 「 WinDVDJ を同時に起動することはできません。 
自動検索の機能を持つウイルス巧策ソフトに関しては、 「 WinDVD 」 を起動する前に一時的 
に起動しないようにしてください。なお、本パソコンに添付のアンチウイルスソフトは問 
題ありません。 

• DVD - Video の再生中に化のソフトウェアを起動すると、コマ落ち/音飛びする場合があり 
ます。コマ落ち/音飛びを防ぐために、起動しているソフトウェアはすべて終了してくだ 
さい。 

なお、を巧的に自動起動して、ウイルスチェック、ディスクメンテナンス、データベース 
更新およびデータ送受信処 a などを行うソフトウェアについても、その頻度により音や映 
像の再生に影響が出ますので、必要に応じて終 T してください。 

• DVD ディスクおよびビデオ CD によっては、再生される映像データが表示エリア全体に表示 
されないものがあります。この場合は、表示の一部が黒くなります。 

• マウスカーソルの デザインによっては、 DVD 再生画面の上に移動したときに マウスカーソ 
ルが点滅することがあります。このような時は、 「マウスのプロパティ」の 「ポインタ」夕 
ブで、「デザイン」の設をを「なし」にを更してください。 

• 縦横比が16:9で録画されている DVD - Video をフルスクリーン表示をさせた場合、ズーム機能 
が{吏用できないことがあります。 
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■ ドライブのを意事項 

■本パソコンは、円形のディスクのみお使いになれます。円形な外の異形ディスクは、お使 
いにならないでください。か障の原因となることがあります。異形ディスクをお使いにな 
りか障した場合は、保証の巧象外となります。 

• 「ディスクご使用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れた 
ディスク、ヒビの入ったディスクはお使いにならないでください。故障の原因となること 
があります。これらのディスクをお使いになりホ障した場合は、保証の対象外となります。 
• DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜 1.5 mm と規をしています。 

記録面が薄 V 、媒体など、一部でもこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故 
障する場合があります。 

規格外の DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 市販の CD - ROM クリーニングディスクを使ってクリーニングを行うと、レンズにゴミなどが 
付着することがあります。 CD - ROM クリーニングディスクはお使いにならないでください。 
• コピーコントロール CD は、現状の音楽 CD の規格に準拠していない特殊なディスクのため、 
本 パソコンでの 再生および動作保証はできません。 コピーコントロール CD のご使用中に 
不具合が生じた場合は、各 コピーコントロール CD の発売元にお問い合わせください。 

なお、正式な音楽 CD 規格に準拠した CD には、次のようなロゴが表示されています。 


团□昼陌肺目旧な 


P POINT 

► スーパーマルチドライブをお使いの場合は、：欠の点にごを意ください。 

-不正コピー防止の仕巧に準拠していない DVD ディスクやビデオ CD は、正常に再生で 
きない場合があります。 

-本パソコンでは DVD - Audio など「巧用できるディスク J (一 P .34) に記載されていない 
ディスクの再生および動作な証はできません。 

► 「 WinDVDj では DVD - Video および DVD - VR /+ VR フホーマツトのデータ（スーパーマルチド 
ライブの場合）のみ再生できます。その化のおまでフホーマットされたデータの再生およ 
び動作な証はできません。 
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使用できるディスク 


本パソコンで使用できるディスクは、 FMV バリューシリーズの選択によって異なります。お 
使いのドライブの表をご覧ください。 

P POINT 

► Windows Vista では 8 cm の CD および 12 cm の CD や DVD をお使いになれます。 

► Windows XP では 8 cm および 12 cm のディスクをお使いになれます。 

► FMV バリューシリーズで CD - ROM ドライブ (40 倍を）を選巧した場合に 8 cm のディスクを 
お使いになるときは、パソコン本体を横置きにして〈ださし、。 


□ CD-ROM ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

曲離 


o 

X 

X 

音楽 CD 

团眶屈 

DIGITAL AUDIO 

曲目 陌な 

D に ITAL AUDIO 

o 

X 

X 

ビデホ CD 

nCOMPACT 

曲離 

fD に ITAL VIDEOl 


o 

X 

X 

CD - 民 

jnCOMPACT 

面腹歷 

f Recordable 1 


o 

X 

X 

CD-RW 

jnCOMPACT 

团旧陌 

[_ Rewritable J 

が W 當 fP 

山 JU 目山 : 2 

〔 Rewritable .] ぎ 

o 

X 

X 
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□ スー パーマルチドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 


团恒因 


o 

X 

X 

音楽 CD 


团腹區 

DIGITAL AUDIO 

曲目 陌な 

D に ITAL AUDIO 

o 

X 

X 

ビデオ CD 


nCOMPACT 

由旧歴 

fo 位 TAL video! 


o 

X 

X 

CD-R 


nCOMPACT 

团眶歴 

f Recordable 1 


o 

o む 

X 

CD-RW 注 2 


nCOMPACT 

师目旧 

riCOMPACT-g 

け昭旧 1 

o 

Q 注 1 注 3 

〇む 

1 Rewritable 1 

1 Rewritable :す 

DVD-ROM 


ROM 


o 

X 

X 

DVD-Video 


o 

X 

X 

DVD-R 

(for Authoring) 
(3.95GB/4.7GB) 




o 

X 

X 

DVD-R 

(for General) 

(4.7GB) 




o 

〇を 1 

X 

DVD-R DL 

(8.5GB) 


o 

〇を 4 

X 

DVD-RW 


RW 


o 

Q 注 1 注 3 

〇む 

DVD+R (4.7GB) 

1 

皿 

DVD + R 

o 

〇む 

X 

DVD+R DL 

(8.5GB) 


o 

〇 &1 

X 

DVD+RW (4.7GB) 

QQI 

DVD + Rewritable 

o 

Q 注 1 注 3 

〇む 

DVD-RAM 注 5 
(4.7GB / 9.4GB) 


USfi> 

RAM 


o 

〇 

〇 

DVD-RAM2 注 6 


O を 7 

〇を 7 

〇を 7 
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ま1:データの追記が可能な CD や DVD への追記は 「Easy Media Creatorj で巧います。なお、データの追記を行うた 
めには、 「Easy Media Creatorj を使って CD/DVD にデータの書き込みを巧う際に、 CD/DVD を追記可能の状態に 
してお〈必要があります。 

詳し〈は、 「Easy Media Creatorj のヘルプをご覧〈ださい。 

ま2 :書き換え速度については、最大10倍速までを保証します。 

ま3 : CD-RW、DVD-RW、DVD+RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべ 
て消去する必要があります。 

ま4 : DVD-RDL には追記はできません。 

を5 : ■ DVD-RAM は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入〈ださ 
い。 

力ートリツジに入れた状態で使用するタイブ （Typel) は使巧できません。また、無理に取り出して使わない 
で〈ださい。 

- 2.6GB および 5.2GB のディスクは、使巧できません。 

ま6 :. DVD-RAM2 は、5倍速までのお来規格の DVD-RAM と異なり、6、8、12、16倍速に対応した DVD-RAM です。 

- DVD-RAM2 は、力ートリツジなしタイプまたは力ートリツジからディスクが取り出せるタイプをご購入くだ 
さし、。 

カートリツジに入れた状態で使巧するタイプは使巧できません。また、無理に取り出して使わないで〈ださし、。 
ま7 : FMV バリューシリーズでスーパーマルチドライブ （40 倍速）を選択した場合のみ使巧できます。 
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推奨ディスク 


本 パソコンで 書き込み、書き換えを行う場合は、次のディスクをお使いになることをお勧めし 
ます。なお、 f ま用できるディスクは、 FMV バリューシリーズの選択によって異なります。 


ディスク 

メーカー 

メーカー型名 

CD - 民 

太陽誘電 

CD 民 80 WTY 、 CDR 80 WPY 、 CD 民- 74 WPY 

CD-RW 

=羞化学メディア 

SW 74 QU し SW 74 EU し SW 80 QU し SW 80 EU 1 

富±通サプライ 

CD - RW 74/0241410 

DVD-R 

=菱化学メディア 

DHR 47 JP 

太陽誘電 

DR -47 WTY 

DVD-R DL 

=羞化学メディア 

DH 民 85 YP し DHR 85 H 1 

DVD-RW 

=羞化学メディア 

DHW 47 民1 

DVD+R 

=羞化学メディア 

DTR 47 JP 

太陽誘電 

DR +47 WTY 

DVD+R DL 

=羞化学メディア 

DTR 85 H 1 

DVD+RW 

リコー 

D 8 RWD - S 1 CW 

DVD-RAM 

松下電器 

LM - HC 47 M (4.7 G 巨、カートリッジ無）、 

LM - HB 47 MA (4.7 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
LM - HB 94 M (9.4 G 巨、カートリッジ有、取り出し可） 

日立マクセル 

DRM 47 C .1 P (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 

DRMC 47 C .1 P (4.7 GB 、 カートリッジ有、取り出し可）、 
DRMC 94 C .1 P (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可)、 
DRM 口 0 C .1 PA (4.7 GB 、 カートリッジ無）、 
DRMC 240 C .1 P A (9.4 GB 、 カートリッジ有、取り出し可） 

DVD - RAM 2 

日立マクセル 

DRM 47 D .1 P (4.7 GB 、 カートリッジ無） 


富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式会社の取り极い品です。お問い合わせ先にっいて 
は、『取な説明書』をご覧ください。 

上記な外の記録型ディスクをお使いの場合は、書き込み、書き換え速まの低下や正常に書き込 
み、書き換えができない場合があります。 

P POINT 

► FMV バリユーシリーズでスーパーマルチドライブを選巧した場合は、次のことにご;主意〈 
ださい。 

-本 パソコンで 作成した CD-R/RW は、お使いになる CD プレーヤーによっては再生でき 
ない場合があります。 

-本/く ソコンで 作成した DVD-RAM 、 DVD-R/RW 、 DVD-R DL 、 DVD+R/RW および DVD+R 
DL は、お使いになる DVD プ レーヤーに よっては、再生できない場合があります。 

また、再生に対応した DVD プレーヤーをお使いの場合でも、ディスクの記録状態によっ 
ては再生できない場合があります。 

-ウイルス対策ソフトなどを常駐し、ファイルアクセスの監巧を巧ったが態でディスクに 
書き込むと、書き込みま度がほ下する場合があります。 
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DVD - RAM への書き込み/書き換えについて (Windows Vista 
の場合） 


本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM を作成する場合には、あらかじめ DVD - 
RAM ディスクをフォーマット（初期化）する必要があります。 

9.4 GB の両面タイプの DVD - RAM ディスクについては、斤面ごとにフォーマットしてください。 
2.6/5.2 GB の DVD - RAM ディスクについては使用できません。 

■ DVD-RAM のフォーマツトお式 

ここでは、代表的な DVD - RAM ディスクのフォーマット形式を紹介します。 

□ FAT お式 

Windows の標準フォーマットで、ハードディスクなどでも使用されています。 

• FAT 32 

Windows の標準フォーマットです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の統一標準フォーマットです。 

• UDF 1.5 

DVD - RAM ディスクの標準フォーマットです。 

• UDF 2.0 

DVD フォーラム策定の「ビデホレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマットで 
す。 

P POINT 

► フホーマットサさまは、 DVD - RAM に書き込み、書き換えするソフトウ X アによって異なり 
ます。お使いになるソフトウェアのマニュアルやヘルプなどをご賣になり、フホーマット 
おまを選巧してください。 
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DVD - RAM への書き込み/書き換えについて （Windows XP の 
場合） 


本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM を作成する場合には、あらかじめ DVD - 
RAM ディスクをフォーマット（初期化）する必要があります。 

9.4 GB の両面タイプの DVD - RAM ディスクについては、斤面ごとにフォーマットしてください。 
2.6/5.2 GB の DVD - RAM ディスクについては巧用できません。 

■ DVD-RAM の フオーマツトお式 

DVD - RAM ディスクの フォー マットには、次のものがあります。 

□ FAT お式 

Windows の標準フォーマットで、ハードディスクなどでも使用されています。 

• FAT 32 

Windows の標準フオーマットです。 


□ UDF (Universal Disk Format ) お式 

DVD の 統一標準 フォーマッ トです。 UDF 形式で フォーマッ トした DVD-RAM メディアでは、 
エラーチェックツールや 最適化（デフラグ） ツールは 実行できません。 

• UDF 1.5 

DVD - RAM ディスクの標準フォーマットです。 

• UDF 2.0 (「 DVD - RAM ドライバーソフト」のみ選択可能） 

DVD フォーラム策定の「ビデオレコーディングフォーマット規格」準拠のフォーマットで 
す。 


■ ソフトウエアについて 

本パソコンのスーパーマルチドライブで DVD - RAM に書き込み、書き換えする場合は、次の 
ソフトウェアがお使いになれます。 

• Windows 標準のドライノく 

Windows が標準でサポートしているドライバで DVD - RAM の書き込み、書き換えを行うこ 
とができます。 

DVD - RAM のフォーマット形式は、 FAT 32 に対応しています。 

「 DVD - RAM ドライバーソフト」をインストールすると、機能が強化されます。 

• DVD - RAM ドライバーソフト 

ハードディスクと同様の操作で DVD - RAM に書き込み、書き換えを行う場合は、 「 DVD - 
RAM ドライバーソフト」をインストールしてください。インストールずる場合は、 「 DVD - 
RAM ドライバーソフト」 CD - 民 OM を用意してください。 

インストール方法は、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」（一 P .120) をご覧ください。 
DVD - RAM のフォーマット形式は、 FAT 32、 UDF 1.5 および UDF 2.0 に対応しています。 
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■ DVD - RAM ディスクに書き込むための準備 

DVD-RAM ディスクに書き込む前に、ドライブの設ををを更し、 DVD-RAM ディスクをフォー 
マットしてください。 

• 初めて DVD-RAM ディスクに書き込む場合は、次の手順でドライブの設ををを更してくださ 

い。 

1. 「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. DVD-RAM を割り当てているドライブを右クリックし、 「プロパティ」 をクリックしま 
す。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. 「OKJ をクリックします。 

• DVD-RAM ディスクを フォーマッ トする場合は、お{まいになる目的にあわせて、 フォーマッ 
卜形式を選んでください。 
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ディスクを七ットする/取り出す 


A ミ主意 

A * CD や DVD をセツトするとき、および取り出すときには、 CD / DVD ドライブのトレーに指など 
を入れないでください。 

けがの原因になることがあります。 

■ディスクを七ツトする 

1 CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

CD / DVD ボタンを押すと、ディスクを七ットするトレーが出てきます。 


CD / DVD 取り出しボタン 


クディスクをセットします。 

ディスクのレーベル 面を左にしてト レーの 中央に置き、 ディスクの 落下を防止するため 
のツメ （4 ヶ所）で固定します。 
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3 CD / DVD 取り出しボタンを巧します。 

トレーがパソコン本体に入り、ディスクが七ットされます。 



P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点なします。 CD アクセスランプがミ肖えた 
ことを確認してから、次の操作に進んでください。 

► トレーが入っている途中で CD / DVD 取り出しボタンを押すと，トレーが正し < セットされ 
ません。 

► ディスクをセットしてから使用可能となるまでしばら<時間がかかります。また、マルチ 
セッションディスクの場合、通常のディスクをお使いになるときと比べ、セットしてから 
使用可能となるまで、多少時間がかかることがあります。 


■ディスクを取り出す 

ディスクを取り出す場合は、 CD アクセスランプが消えていることを確認してから、 CD/DVD 
取り出しボタンを押してください。 




















5 ハードディスクについて 
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ハードディスクの取り扱いについて、気をつけていただきたいことを説明します。 


ミ主意事項 


故障の原因となりますので、次の点に注意してください。 

•ハードディスクの 内部では、情報を記録する ディスクが 高速に回転しながら、情報の読み 
書きをしています。非常にデリケートな装置ですので、電源が入ったままの状態で本パソ 
コンを持ち運んだり、衝撃やお動を与えたりしないでください。 

• 極端に温ま'変化が激しい場所でのご使用および保管は避けてください。 

■直お日光のあたる場巧や発熱器具のそばには近づけないでください。 

• 衝撃や振動の加わる場所でのご巧用および保管は避けてください。 

• 湿気やほこりの多い場所でのご使用および保管は避けてください。 

• 磁石や強い磁界を発生する装置の近くでのご使用および保管は避けてください。 

• 分解したり、解体したりしないでください。 

• 結露させたり、濡らしたりしないようにしてください。 

P POINT 

► 取り扱い方まによっては、ディスク内のデータが破壊される場合があります。重要なデー 
夕は必ず/くックアップを取っておいて〈ださい。 

► 同ータイプのハードディスクでもを干の容量差があります。ハードディスク単位ではな< 
ファイル単位、または区画単位でのバックアップをお割めします。 
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6 CPU について 


本パソコンに搭載されている CPU で使用できる機能は、次のとおりです。 


が重要 

► ここで説明する CPU の各機能は、 Windows Vis ねモデルの場合、および Windows XP モデル 
で、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化磯能搭載（が降、 Windows 
XPSP 2) をインストールした場合のみお使いになれます。その他の OS をお使いになる場 
合の動作保証はいたしません。 

なお、 WindowsXP モデルには、あらかじめ WindowsXPSP 2 がインス I ルされています。 

お使いのパソコンに搭載されている CPU をご覧ください。 



Intel ® 

Intel ⑥ 

Intel ⑥ 


Core ™2 Duo 

Pentium ® 4 

Celeron ® D 


プロセッサ ー E 4300 

プロセッサー 531 

プロセッサー 347 

エダゼキュート.ディスエーブル.ビット機能 

〇 

〇 

〇 

ハイパースレッディング.テクノロジー機能 

X 

〇 

X 

拡張版 Intel ® SpeedStep ® テクノロジ ■ —機能 
( EIST ) 

〇 

X 

X 

デュアルコア.テクノロジー機能 

〇 

X 

X 


■ エグゼキユート-ディスエーブル•ビット 機能 

エグゼ キュート.ディ スエ ーブル.ビット機能は、 Microsoft ® Windows Vista ™ のデータ実行 
防止 （ D 邸）機能、および Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載 
(な降 、 Windows XP SP 2) のデータ実行防止 （ D 邸）機能と連動し、悪意のあるプログラムが 
不正なメモリ領域を使用することを防ぎます。 

この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設ちします。ご購入時は、有 
効に設をされています。 

この機能を有効にした場合は、次のようになります。 

■「システムのプロパティ」ウィンドウの「全般」タブに、「物 a アドレスあ張」というメッ 
七'ージが表示されます。 

• データ実行防止め邸）機能がウィルスやその化の脅威を検出した場合、「データ実行防止」 
ウィンドウに「コンピュータの保護のため、このプログラムは Windows により終了されま 
した。」というメッセージが表示されます。 

この場合は、「データ実行防止」ウィンドウの「その化の詳細情報を表示します。」をクリッ 
クして表示される対処方法に従ってください。 
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■ハイパースレツディング-テクノロジー機能 

ハイパースレッデイング.テクノ ロジー 機能は、1 つの CPU を2 つ あるかのように見せかけ 
ることによってソフトウェアの複数処理の性能を高め、作業効率を上げることができます。 
この機能を有効にするか無効にするかは、 BIOS セットアップで設をします。ご購入時は、無 
効に設定されてぃます。設定を'変更する方法などは、『取极説明書』をご覧くださぃ。 

■ 拡張版 Intel ® SpeedStep ® テクノ □ ジー機能 （ E ほ T ) 

あ張版 Intel ® SpeedStep ® テクノロジー機能は、実行中のソフトウェアの CPU 負荷に合わせて、 
Windows がプロセッサーの動作周波数および動作電圧を自動的に低下させる機能です。 

この機能を有効にするか無効にするかは、「電源 オプション」 ウィンドウまたは「電源 オプショ 
ンの プロパティ」 ウィンドウで設定します。ご購入時の設ををを更する方法などは、「機能」 
-「省電力の設定 （Windows Vis ねの場合 ）」 H P .93) 、または「機能」一「省電力の設定 
(Windows XP の場合)」い P . 1 00) をご覧くださぃ。 

■デュアルコア.テクノ□ジー機能 

デュアルコア.テクノロジー機能は、 1 つの CPU に 2 つのコアを実装する技術でソフトウェ 
アの 複数が 理の 性能を高め、作業効率を 上げることがで きます。 
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7八ードウエアのお手入れ 


パソコ ン本体のお手入れ 


本 パソコンを 長期間お使いになると、 パソコン 本体に汚れが付着したり、ほこりがたまること 
があります。そのままお使いになると、 パソコンが 故障しやすくなります。 パソコン 本体は、 
定期的に清掃してください。 


A 警告 


お手入れをする場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いた後に行うようにして〈ださい。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火災または故障の原因となります。 



■ 清掃方法 

パソコン本体に付着した巧れは、乾いた柔らかい布でおき取ってください。 

•からおきで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固くしぼったホでおきます。巧れが落 
ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤をおき取ります。おき取りのときは、パ 
ソコン本体に水が入らないようにご注意ください。 

• 中性洗剤な外の洗剤や溶剤などをお使いにならないでください。パソコン本体を損傷する 
原因となります。 

■ほこりがたまりやす t \箇所 

•パソコン本体前面や通風孔 

次の図の〇が付いている箇所、および通風孔にほこりがたまらないように気を付けてくだ 
さい。 































S 品ガイド FMV - D 3240 


• パソコン本体内部 

アッパーカバーの通気孔の内側、電源 FAN 吸気口、ファン、ヒートシンクおよび通風孔に 
ほこりがたまらないように気を付けてください。 

また、ヒートシンクにたまったほこりは、ファンを取り外して清掃します。清掃する場合 
は、「ヒートシンクのお手入れ」（一 P .48) をご覧になり清掃してください。 



が重要 

► パソコン本体内部の突起物には牠れないでください。 

異音や故障の原因となりますので、ファンの羽根およびその他のパソコン本体内部の突起 
物には、極力手を巧もれないでください。 

► 清掃時には、お分に換気してください。 

清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回し 
たりするなどして、お分に換気してください。 
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ヒートシンクのお手入れ 


■ 用意するもの 

• 掃除機 
• 綿手袋 

■ 清掃方法 


が重要 

► 感電の恐れがありますので、清掃前には必ずパソコン本体や周辺機器の電源を切り、コン 
セントから電源プラグを抜いてください。 

► パソコン本体内部の突起物にはちもれないでください。 

異音や故障の原因となりますので、ファンの羽根およびそのほかの パソコン 本体内部の突 
起物には、極力手を触れないでください。 

► パソコン本体内部は静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引口や 
人体にたまった静電気によって破壊される場合があります。 

パソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属費のものに手を邮れたり金属費のもの 
に掃除機の吸引口先端を邮れさせたりして、静電気を放電して〈ださい。 

► 清掃時には、お分に換気して〈ださい。 

清掃時には、ほこりなどを口や鼻から吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇をまわ 
したりするなどして、お分に換気してください。 

► 故障の原因となりますので、洗剤を使巧しないでください。 

► 清掃時に破損した場合は、保障期間にかかわらず修理は有償となります。取り扱いついて 
は、お分にご注意〈ださい。 

f 「本体カバーを取り外ず」（一 P .60) をご覧になり、アツパーカバーを取り外し 
ます。 


クフアンの両側のレバー （2 ケ所）を外します。 

レバーを下に押してツメから外し、上に持ち上げます。 



(これが降のイラストは機種や状況により異なります) 
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3 フアンの外巧のフレームを持って、フアンをヒートシンクから取り外します。 



が重要 

► ファンを持つときは、ファンの羽根に触れないようにしてください。 

4 取り外したファンを、ファイルラック部に載せます。 

フアンのケーブルコネクタが抜けないように注意してください。強く引っ張るとケーブ 
ルコネクタが抜ける場合があります。 


電源 ユーット ファイルラック 
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5掃除機でヒートシンク上のほこりを直接吸い取ります。 



続いて、電源ュニットやヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取ります。 



が重要 

► ヒートシンクに掃除機の吸引口を強くぶつけたり、綿棒やの楊枝を使巧してほこりを取つ 
たりしないでください。ヒートシンクが変おする場合があります。 

► 故障の原因となりますので、ヒートシンク周辺の電気部品には邮れないようにご ミ 主意〈だ 
さい。 
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6 CPU フアンのラベルがある面を表側に向け、 CPU フアンのケーブルが切り欠け 
部分から外れていないことを確認します。 




ケーブルが切り义け部分に入っている ケーブルが切リタけ部分からかれている 

少しでも外れている場合は、外れているケーブルを切り欠けの中に入れてください。 



7 フアンを、ヒートシンクの上に起きます。 

ラベルの ない面を上側に向け、 ヒートシンクの ツメ （2 ケ巧） に フアンのフレームを差 
し込んでから下に降ろしてください。 



が重要 

► ファンを降ろすときにケーブルをはさまないように気をつけてくださし、。 
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タフアンの両側のレバーを下に倒し、フアンを固定します。 

レバーでフアンをしっかり と固をしてから、 レバーをツメ にかけます。 



タ フアンのケーブルコネクタが外れていないことを確認してください。 

ケーブル コネクタが 外れていない場合は、手順13へ進んでください。少しでも外れて 
いた場合は、しっかりと取り付けます。手順10へ進んでください。 


ケーブルコネクタ 
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10 拡張カード取り付け金具を取り外します。 

あ張カード取り付け金具は真上に引き上げてください。 

すでにあ張力ードが増設されている場合は、増設されたあ張カードに接続されている 
ケーブルを抜いてから、取り外してください。 



ブ/ケーブルコネクタを取り付けます。 

ケーブルコネクタを取り付けるときは、形状を確認し、形を互いに合わせてまっすぐに 
差し込んでください。 
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12 拡張カード取り付け金具を取り付けます。 

ツメがきちんと背面にかかるように、垂直に取り付けてください。 



マウスのお手入れ 


表面の巧れは、柔らかい布でから拭きします。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き取って 
ください。また、拭き取りの際は、マウス内部に水が入らないよう充分に注意してください。 
なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶対に使わないでくださ 

い。 

また、 PS /2 マウスのボールがスムーズに回転しないときは、ボールを取り外してクリーニン 
ダしまず。ボールのクリーニング方法は、次のとおりです。 

ブマウスの裏ブタを取り外します。 

マウス底面にある裏ブタを、矢巧のホ向に回して取り外します。 
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クボールを取り出して、水洗いします。 

マウスをひっくり返し、ボールを取り出します。その後、ボールを水洗いします。 



3 マウス内部をクリーニングします。 

マウス内部、および裏ブタを、水に浸して固くしぼった布でおきます。 
口 I —ラ ■ 一は、綿棒でおきます。 



4 ボール、裏ブタを取り付けます。 

ボールとマウスの 内部をホ分乾燥させたら、 ボールと 裏ブタを取り付けます。 



キーボードのお手入れ 


キーボードの汚れは、をいた柔らかいホで怪くおき取ってください。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤をさませたホを、固く絞っておき取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して巧いた場合は、水に浸したホを固く絞って中性洗剤を巧き取って 
ください。また、おき取りの際は、キーボード内部に水が入らないようホ分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶巧に使わないでく 
ださい。 

キーボードのキーとキーの間のほこりなどを取る場合は、圧縮空気などを巧ってゴミを吹き飛 
ばしてください。なお、掃除機などを巧って、キーを強い力で引っ張らないでください。 
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8售体の七キュリテイ 


パソコン内部のデバイス（ハードディスクや CPU など）をを難から守るため、本パ 
ソコンに施錠できます。 


パソコン本体の施錠方法 


ブアッパーカバーがきちんと取り付けられていることを確認します。 



P POINT 

► セキュリティ施錠金具の巧径は、ホ 8mm です。 

クセキュリティ施錠金具に、市販の鍵を取り付けます。 



P POINT 

► セキュリティ施錠金具には、ホのセキュリティワイヤも使用できます。 

商品名：セキュリティロックワイヤ. TOP 
商品番号：1690290 

セキュリティロックワイヤ. TOP は，富±ほサプライ品です。お問い合わせ先については、 
『取扱説明書 J1 をご覧ください。 


































第 3 章 

増設 

本パソコンに取り付けられている（取り付け可 
能な）周辺機器について、基本的な取り扱いち 
などを説明しています。 

1周辺機器を取り付ける前に . 58 

2本体 カバーを 取り外す . 60 

3 メモリを取り付ける . 61 

4拡張カードを取り付ける . 66 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 


本パソコンは、さまざまな周辺機器を接続または内蔵して、機能を拡張できまず。 

/ K 警告 

© • 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよ〈読み、正し〈接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体およ 
び周辺機器が故障する原因となります。 

A ミ主意 

• 周辺機器などの取り付け、取り外しを行う際は、指をされた場所が外のネジは外さないでく 
ださい。 

指定された場所レ:>1外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 

• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後お分に待ってから作業を始めてください。 

火傷の原因となることがあります。 


取り扱い上のま意 


0 

A 


周辺機器を取り付けるときは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器の中には、お使いになれないものがあります 

ご購入の前に富±通製品情報ページ内に&る FMV - ESP 民 IMO の「システム構成図」 （ http :// 
www . fmworld . net / biz / fmv / product / syskou /) をご覧になり、その周辺機器がお使いになれるか 
どうかを確認してください。 

• 周辺機器は、葬社純正品をお使いいただくことをお勧めします 

純正品が外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソコンが故障しても、保証の対象外 
となります。 

純正品が用意されていない機器については、本パソコンに対応しているかどうかをお使い 
の周辺機器メーカーにご確認ください。 

弊社純正品が外の動作については、サポートしておりません。 

• 一度に取り付ける周辺機器は1つだけにしてください 

一度に樓數の周辺機器を取りイ寸けると、ドライバのインストールなどが正常に行われない 
おそれがあります。1つの周辺機器の取り付けが終了して、動作確認を行った後、別の周辺 
機器を取り付けてください。 

•パソコンおよび接続されている機器の電源を切ってください 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントからおいて〈ださい。パソコンの電源を切った 
が態でも、パソコン本体内部には電流が流れています。 

• 内蔵の周辺機器について 

標準搭載または FMV バリューシリーズの選択によって搭載された機撒ま、ご購入時の状態 
から搭載位置やケーブルの接続先などを変更することをサポートしておりません（マニュ 
アルなどに指示がある場合を除く）。 
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• 電源ユニットは分解しないでください 

電源ユニットは、パソコン本体内部の背面側にある箱形の部品です。 

詳しくは、「各部夕称」ーレくソコン本体内部」 （^ P .20) をご覧ください。 

• 内部のケーブル類や装置の扱いに;'主意してください 

傷つけたり、加工したりしないでください。 

• 柔らかい布の上などで作業してください 

固いものの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

• 静電気に;'主意してください 

内蔵周辺機器は、プリント基板や電子部品がむきだしになっています。これらは、人体に 
発生する静電気によって損傷を受ける場合があります。取り极う前に、一度大きな金属質 
のものに手を触れるなどして静電気を放電してください。 

• プリント基板表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでください 

金具の部分や、プリント基板のふちを持つようにしてください。 

• 周迈機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるものが一般的ですが、パソコン 
本体より後に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

• ACPM こ対応した周边機器をお使いください 

本パソコンは、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）に巧応しています。 

ACPI 巧応の 0 S で周辺機器をお使いになる場合、周辺機器が ACPI に対応しているか周辺 
機器の製造元にお問い合わせください。 ACPI に対応していない周辺機器を使うと 、バソコ 
ンおよび周辺機器が正常に動作しないおそれがあります。 

• ドライバーを用意してください 

周辺機器の取り付けや取り外しには、プラスのドライバーが必要な場合があります。 

ネジの頭をつぶさないように、ネジのサイズに合ったドライバーをご用意ください。 
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2本体カバーを巧り外す 


周辺機器を取り付けるときは、アッパーカバーを取り外して、内部が見える状態に 
します。 


A 警告 


0 


本体カバーの取り付けや取り外しを巧うときは、 パソコン 本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-义災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• 本体カバーの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ:I外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指定された場所レ:>1外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 


本体 カバーの 取り外し方 


フット （^ P .16) を取り付けている場合は、パソコン本体からフットを取り外し、横置きにし 
てから アッパーカバーを 取り外してください。 

f パソコン本体両側の ロック ボタンを巧しながら、 アッ パーカバーを取り外しま 
す。 

パソコン本体前面側にスライドさせてから、上に持ち上げて取り外します。 

お使いの機種により、アッパーカバーの取り外しが硬く感じる場合があります。 



P POINT 

► アツパーカバーを取り付ける場合は、アツパーカバーをパソコン本体の上に下ろし、パソ 
コン本体背面側に、突き当たるまでしっかりとスライドさせてください。 









ゾモリを巧り付ける 
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本 パソコンのメモリを 増やす と、一 度に読み込める データの 量が増え、 パソコンの 
処理能力があがります。 

P POINT 

► ご購入後、メモリを取り付ける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電源を 
切った後に取り付けて < ださい『取极説明書 J 1)。 


A 警告 


Q 


• メモリの取り付けや取り外しを行うときは、パソコン本体および接綿されている機器の電源 
を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-火おまたは故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• メモリの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくださし、。 
指をされた場所レ:>1外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指定されたスイッチJ^>l外には、手を舶れないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


Q 


メモリは何度も抜き差ししないでくださし、。 
故障の原因となることがあります。 


A 


電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱〈なっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後あ分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 
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メモリ9取り付け場所 


メモリは、 パソコン 本体内部のメモリ スロッ トに取り付けます C 
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取り付けられるメモリ 


本 パソコンに メモリを増設する場合は、弊社純正品の「あ張 RAM モジュール DDR 2 SDRAM 
PC 2-5300 対■応 （ ECC なし）」をお使いください。 

■ メモリの組み合わせ表 

本 パソコンには、 最大で 2 GB のメモリを取り付けることができます。 

メモリを増設するときは、次の表でメモリの容量と スロッ トの組み合わせを確認し、正しく取 
り付けてください。 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

256 MB 

- 

256 MB 注 

512 MB 

- 

512 MB 注 

256 MB 

256 MB 

512 MB 

256 MB 

512 MB 

768 MB 

1 GB 

- 

1 GB 注 

512 MB 

512 MB 

1 GB 

256 MB 

1 GB 

1.25 GB 

512 MB 

1 GB 

1.5 GB 

1 GB 

1 GB 

2 GB 


ま ：ご 購入時に選がしたメモリが取 y 巧けられています。 


が重要 

► この表の組み合わせなかで、メモリを巧り付けないで〈ださし、。 
















製品ガイド FMV-D3240 


メモリを取り付ける 


が重要 

► メモリは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によ 
り破壊される場合があります。メモリを取り巧う前に、一度金属質のものに手を牠れて、 
静電気を放電してください。 

► メモリは次図のようにんちを持ってください。金色の線が入っている部分（端子）には、 
雑対に手を巧もれないでください。 

この部分には手を触れないで〈ださい。 



► メモリの取り付け/取り外しを巧う場合は、メモリが補助金具などに触れないようにミ主意 
してください。 

ブ パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 

ク アツパーカバーを 取り外します （一 P.60)。 

3 スロットの両側のフックを外側に開きます。 



(これな降のイラストは機種やが況により異なります) 
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4 メモリをスロットに差し込みます。 

メモリの切り欠け部分と スロッ トの切り欠け部分を合わせるようにして、 スロッ トに垂 
直に差し込みます。 

正しく差し込まれると、スロットの両側のフックが起きます。このとき、フックがメモ 
リをしっかり固定しているか確認してください。 



タアッパーカバーを取り付けます。 

P POINT 

► メモリが正し<取り付けられているかどうかは、ホの手順で確認して<ださい。 

1. BIOS セットアップを超動します。 

超動の手順については、 「BIOS」一「BIOS セットアップを起動する」（一 P.141) を 
ご覧〈ださい。 

2. 「情報」一「全メモリ容量」でメモリの容量を確認します。 

メモリの容量が正し〈ない場合は、取り付けたメモリが本パソコンで使用できることを確 
認後、もう一度やり直して〈ださい。 

► メモリを巧りかす場合は、取り付ける手順を参照.してください。なお、取りかしたメモリ 
は、静電気防止袋に入れて大切にな管して〈ださい。 

► スロットの雨側のフックを外側に開〈ときは、勢いよ〈開かないようにミ主意してください。 
フックを勢いよ〈外側に開〈と、メモリが飛び抜け、故障の原因となることがあります。 
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4拡張カードを巧り付ける 


拡張力ードは、本パソコンの機能を拡張します。 

P POINT 

► ご購入後、拡張力ードを取り付ける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電 
源を切った後に巧り付けてください『取扱説明書 J1)。 


A 警告 


0 


• 扼張カードの取り付けや取り外しを巧うときは、パソコン本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に巧うようにしてください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電-义災または故障の原因となります。 


A ミ主意 


0 


• 拡張カードの取り付け、取り外しを巧う際は、指定された場所レ:>1外のネジは外さないでくだ 
さい。 

指をされた場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 



• パソコン本体内部の突起物、および指定されたスイッチが外には、手を角もれないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


A 


• 電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱〈なっています。電源を切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いた後あ分に待ってから作業を始めて〈ださい。 

火傷の原因となることがあります。 
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拡張カードの取り付け場所 


技:張カードは、パソコン本体内部のあ張カード スロッ トに取り付けます。 



取り付けられる拡張カード 


本 パソコンには、 PCI 規格の拡張 カー ドを取り付けられます。 

PCI 1 〜2のスロットには、最大長 176 mm の拡張カード（ハーフサイズ）を取り付けることが 
できます。 


P POINT 

► 増設する PCI カードが起動 ROM (BIOS) を搭載している場合、その種類や増設数により、 
システム起動時に rError loading operating system 」 等の エラー メ ツセー ジが表示され、起 
動できない場合があります。この場合は、増設する PCI カードの BIOS を無効にすること 
により、現象を回避できることがあります。増設する PCI カードの BIOS を無効にする方 
法は、 PCI 力ードの マニュアルを ご賣〈ださい。 
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拡張カードを取り付ける 


P POINT 

► この手順で説明しているイラストは、 FMV バリューシリーズで CD-ROM ドライブ （40 ち 
连）を選巧した場合です。お使いの機種にあわせて読み替えてください。 

f パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜からおきます。 

クアツパーカバーを 取り外します （一 P.60)。 

3 拡張カード取り付け金具を取り外します。 

あ張力ード取り付け金具は真上に引き上げてください。 

すでにあ張力ードが増設されている場合は、増設されたあ張カードに接続されている 
ケーブルを抜いてから、取り外してください。 



(これな降のイラストは機種やが況により異なります) 


4 スロットカバーロックを 巧し上げます。 
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5 スロットカバーを 取り外します。 



P POINT 


► 取り外したス□ットカバーは大切に保管してください。 

化張力ードを取りかしてお使いになる際、パソコン内部にゴミが入らないよう取り付けま 
す。 


6 拡張力ードをコネクタに差し込みます。 

お張力ードをコネクタにしっかりと差し込み、手順4で押し上げたロックを戻して固定 
します。 




7 拡張カード取り付け金具を取り付けます。 

ツメがきちんと背面にかかるように、垂直に取り付けてください。 





























製品ガイド FMV-D 3240 


8 アッ/く一力/く一を取り付けます。 

9 電源プラグをコンセントに差し込み、本パソコンの電源を入れます。 

デバイスドライバとリソースが自動的に設定され、拡張カードが使えるようになります。 

P POINT 

► 扼張カードを取り外す場合は、取り付ける手順を参照して〈ださい。 

► 扼張カードの取り付け後に画面にメッセージが表示された場合は、メッセージに従って操 
作してください。詳しくは、扼張力ードや周辺機器のマニュアルをご覧〈ださい。 

► 施張カードを使巧する前に、デバイスマネージャに正し〈登録されていることを確認して 
〈ださい。詳しくは、施張カードや周辺機器のマニュアルをご賣〈ださい。 



第 4 章 


化が 
が化 

本パソコンでお使いになれる機能について説明 
しています。 


1ディスプレイ関連 . 72 

2音量の設定 （ WindowsVis ねの場合） . 79 

3音量の設定 （Windows XP の場合） . 82 

4 ills . 86 

5ドライブ関連 . 88 

6省電力 （ WindowsVis ねの場合） . 90 

7省電力 （Windows XP の場合） . 97 
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ディスプレイ関連 


解像度と色数について 


Windows Vista では「画面の設定」ウィンドウで、 WindowsXP では「画面の プロパティ」 ウィ 
ンドウの「設定」タブで、次の解像度と色數を選択/変更できます。 

なお 、 Windows XP の色數は「中」が6万5千色、「最高」が1677万色です。 

•「 K 5240、 K 3240 の場合」 (一た 72) 

•「 D 3240 の場合」（一 P .73) 

■ K5240 、 K3240 の 場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇注 

〇注 

最高 （32 ビット） 


を： K 5240 で15インチのディスプレイ搭載の場合は選ができません。 

P POINT 

► 列■部ディスプレイのみに表示する場合は、そのディスプレイのサポートしている解像度に 
依ちします。 

► 必ず化のソフトウIアや常駐しているソフトウIアをすべて終了してから、解像度や色数 
を変更して〈ださい。また、変更後は必ず Windows を再起動してください。再起動しな 
い場合、本パソコンの動作が不ままになる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕様を確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの設を機能を使用して調整して〈ださい。 

► ディスプレイによって、設をできる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 

























製品ガイド 


■ D3240 の場合 


解像度（ピクセル） 

色数 

Windows Vista 

Windows XP 

800 X 600 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1024 X 768 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1280 X 1024 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 

1600 X 1200 

中 （16 ビット） 

〇 

〇 

最高 （32 ビット） 


P POINT 

► 必ず化のソフトウ王アガイドや常駐しているソフトウ王アをすベて終了してから、解像度 
や色数を変更して〈ださい。また、変更後は必ず Windows を再超動してください。再桓 
動しない場合、本パソコンの動作が不ままになる場合があります。 

► 色数やリフレッシュレートを変更すると、画面がディスプレイ中央に表示されない場合が 
あります。この場合は、ディスプレイの仕巧を確認して適切なリフレッシュレートを設を 
するか、ディスプレイの設を機能を使巧して調整してください。 

► ディスプレイによって、設をできる解像度が異なります。詳細はディスプレイのマニュア 
ルをご覧ください。 
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全画面表示と通常表示の切り替え 


画面の解像度をご購入時の設を （15 インチのディスプレイ搭載の場合は1024 X 768、17イン 
チのディスプレイ搭載の場合は口80 X 1024)より低く設をすると、ディスプレイ全体にあ大 
して表示する全画面表示と、ディスプレイ中央に表示する通常表示を切り替えることができま 
す。 

■ K5240 、 K3240 の場合 

が重要 

► 本パソコンを営利目的、または公衆に視聴させることを目自勺として喫茶店、ホテルなどに 
置く場合、全画面表示機能を使って画面の扼大、圧縮、または映像の一部カットをした状 
態で使巧すると、著作権法上で保護されている著作権の権利を侵害するおそれがあります。 

P POINT 

► ご購入時の設をは、画面が拡大して表示される全画面表示です。 

f 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設を J ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「プラグアンドプレイモニタと Mobile Intel ( R ) 945 GM Express Chipset Family のプロパ 
ティ」ウィンドウが表示されます。 

ク「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイ設定」をクリックします。 

4 「ディスプレイの拡張」の設定を変更します。 

「全画面表示（枠なし）」にチェックが付いている場合は、画面があ大して表示される全 
画面表示になります。「デスクトップの中央」にチェックが付いている場合は、画面が 
中央に表示される通常表示になります。 

5 「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

6 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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表示装置の切り替え 


■ K5240 、 K3240 の 場合 

標準搭載液晶ディスプレイとは別に接続したディスプレイに、画面を表示するホ法を説明しま 
す。 


□ ま意事項 

• 「2っのディスプレイに画面を表示する」、または「標準搭載の液晶ディスプレイにのみ画面 
を表示する」設を時に使用できる最大の解像度は、15インチのディスプレイ搭載の場合は 
1024 X %8、17インチのディスプレイ搭載の場合は1280 X 1024です。 

• 「外部ディスプレイにのみ画面を表示する」設をから「2っのディスプレイに画面を表示す 
る」設をにを更する場合は、あらかじめ画面の解像度、画面のリフレッシュレートを1024 
X 768、 60 Hz にを更してください。画面が正常に表示されない場合があります。 

■本 パソコンの 電源を入れる前に、外部 ディスプレイの 電源を入れてください。本 パソコン 
の 電源を入れてから外部 ディスプレイの 電源を入れた場合、外部 ディスプレイ に画面が表 
示されない場合があります。 

□ 用意するもの 

アナログディスプレイ1台 

□ディスプレイを接続する 

ブディスプレイを「ディスプレイコネクタ」に接続します。 

接続ホをにっいては、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

クディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続ホをにっいては、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4 パソコン本体の電源を入れます。 

5 管理者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

続けて「2っのディスプレイに画面を表示する（同時表示）」 P .75). 「1っのディスプレイ 

に画面を表示する」 （^ P .76) をご覧になり、設定してください。 


□ 2 つのディスプレイに画面を表示する（同時表示） 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設ま」をクリックします。 
「個人設定」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 
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2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「[お使いのデ イス プレイを]と Mobile Intel ( R ) 945 GM Express Chipset Family のプロパ 
ティ」ウィンドウが表示されます。 

ク「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel (民） Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 

4 nntel ( R ) デュアル■ディスプレイ■クローン」にチェックを付けます。 

5 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 

P POINT 

► ネ刀期設をのままお使いいただいて問題ありません。必要に応じて変更してください。 

6 左の一覧から「ディスプレイ設定」をクリックします。 

7 「LCD Panel 」 タブまたは 「 PC モニタ」タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解像度 

• リフレッシュレ ■ —卜 

P POINT 

► 「画面の色」、「画面の解像度 J が設をできるのは、プライマリモニタのみです。 

セカンダリモニタでは、「リフレッシュレート」のみ設をできます。 

夕「適用」をクリックします。 

「デスクトップの'変更を確認」ウィンドウが表示されます。 

夕 「0 K 」 をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


□ 1つのディスプレイに画面を表示する 

標準搭載の液晶ディスプレイ、または外部ディスプレイにのみ表示する方法について説明しま 
す。 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設定」をクリックします。 

「個人設を」ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 
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2. 「設ま」タブをクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

「[お使いのデ イス プレイあ]と Mobile Intel (民） 945 GM Express Chipset Family のプロパ 
ティ」ウィンドウが表示されます。 

ク「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックのプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 

4 「シングルディスプレイ」の 「LCD Panel 」 または 「 PC モニタ」にチェックを 
付けます。 

標準搭載の液晶ディスプレイにのみ表示させる場合は 「LCD Panel 」 にチェックを付け 
ます。 

外部ディスプレイにのみ表示させる場合は 「 PC モニタ」にチェックを付けます。 

5 「適用 J をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

6 roKj をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 


マルチモニタ機能 


■ K 5240、 K 3240 の場合 

□ 用意するもの 

• アナログディスプレイ1を 

□ディスプレイを接続する 

ブディスプレイを「ディスプレイコネクタ」に接続します。 

接続方法に ついては、ディスプレイのマニュアルを ご覧く ださい。 

クディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

接続方法に ついては、ディスプレイのマニュアルを ご覧く ださい。 

3 ディスプレイの電源を入れます。 

4 本パソコンの電源を入れます。 

5 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 


続けて 「マルチ モニタ機能を設定する」 （一 P .78) をご覧になり、設をしてください。 
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□ マルチモニタ機能を設定する 

ブ次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「個人設ま」をクリックします。 

「個人設を J ウィンドウが表示されます。 

2. 「画面の設定」をクリックし、「詳細設定」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

2. 「設定」タブをクリックし、「詳細設ま」をクリックします。 

「[お {吏いのディスプレイ名！]と Mobile Intel ( R ) 945 GM Express Chipset Family のプロパ 
ティ」ウィンドウが表示されます。 

ク「 Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 タブをクリックし、「グ 
ラフィックプロパティ」をクリックします。 

「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile J が表示されます。 

3 左の一覧から「ディスプレイデバイス」をクリックします。 

4 「拡張デスクトップ」にチェックを付けます。 

5 「プライマリデバイス」でプライマリモニタとして使用するモニタを選択しま 
す。 

6 左の一覧から「ディスプレィ設定」をクリックします。 

7 「LCD Panel 」 タブまたは 「 PC モニタ」タブをクリックし、次の項目を設定し 
ます。 

• 画面の色 
-画面の解像度 

• リフレッシュレ ■ —卜 

夕「適用」をクリックします。 

「デスクトップのを更を確認」ウィンドウが表示されます。 

夕 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 



製品ガイド 


2 音量の設を （Windows Vista の場合 ) 


Windows XP の場合は、「音量の設定 (Windows XP の場合）」（一 P .82) をご覧ください。 
スピーカーやへッドホンの音量は、画面の音量つまみで調節します。 

が重要 

► スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音 
がひずまない範囲に設まや調整をしてください。 

画面上の音量つまみで設定する (Windows Vista の場合） 


■ スピーカーの 音量を調節する 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

P POINT 

► 通知領域に「音量」アイコンが表示されない場合は、ホの手順を実行してください。 

1. 「スタート」ボタンをちクリックし、表示されるメニューから、「プ□パティ」をク 
リックします。 

「タスクバーと[スター ト] メニユーのプ □パティ J ウィンドウが表示されます。 

2. 「通知領域」タブをクリックします。 

3. 「システムアイコン J の「ボリユーム」のチェックを付けます。 

4. roKj をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」アイコンをクリックすると音が消え、画面右下の通知領虹での表示も'変わり 
ます。 

3デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったんを量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 

■ソフトウェアごと I こ音量を調節する 

音が出るソフトウェアごとに音量を調節することができます。 

ブ音量を調節したいソフトウェアを起動します。 
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ク画面ち下の通失□領域にある「音量」アイコンをちクリックし、表示されるメ 
ニューから、「音量ミキサを開く」をクリックします。 

「音量ミキサ」ウィンドウが表示されます。 

「デバイス」に設をされているを量が、「画面上の音量っまみで設をする」で設定した音 
量です。 

3 「アプリケーシヨン」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェアの音量 
つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 

• デノくイス 

本 パソコンのスピーカーから 出る音量です。「画面の音量つまみ」で選択した音量と 
同じです。 

-アプリケーション 

起動しているソフトウェアごとに音量を調節できます。「デバイス」で設定した音量 
が最大値になります。 

4 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックします。 

「音量ミキサ」ウィンドウが閉じます。 

■ 再生や録音をする機器ごとに音量を調節する 

本 パソコンで 再生や録音をする機器（スピーカーやマイクなど）ごとに、音量を調節すること 
ができます。 

「サウンド」ウィンドウの「録音」タブに何も表示されない場合は、 パソコン 本体のマイク. 
ラインイン兼用端子に外部機器を接続してください。 

P POINT 

► 録音する機器は、パソコン本体のラインイン端子や、マイク端子に、それぞれ機器が接続 
されている場合にのみ、選択することができます。これらの端子に機器が接続されていな 
い場合は、「サウンド」ウィンドウの「録音」タブには何も表示されません。 

1 画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをちクリックし、表示されるメ 
ニューから、「再生デバイス」または「録音デバイス」をクリックします。 

「サウンド」ウィンドウが表示されます。 

ク音量を調節したい機器を右クリックし、表示されるメニューから「プロパティ」 
をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが表示されます。 

P POINT 

► 音量デバイスが複数表示されている場合、表示されているアイコンの下にチェックのつい 
ている音量デバイスがち効になっています。音量を調節したい機器がち効になっていない 
ときは、音量を設定したい機器をクリックし、「既定値に設定」をクリックしてくださし、。 

3 「レベル」タブをクリックします。 
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4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左ちにドラッグして、適切な音量に調 
節します。 

•「ミュート」アイコン： 音を出力したり、消したりできます。 

• 「バランス」： 左右の音量の バランスを 調節できます。 

5 「0 K 」 をクリックします。 

音量を調節したい機器のプロパティが閉じます。 

6 「0 K 」 をクリックします。 

「サウンド」ウインドウが閉じます。 


ご購入時に音量を調節できる項目について ( WindowsVis ねの 
場合) ___ 

再生や録音する機器ごとに調節できる項目について説明します。 

■ 再生するときに調節できる項目 

再生するときの音量を調節する場合は、「サウンド」ウィンドウの「再生」タブで設定を変更 
します。音声を出力したい機器を選択し、 「プロパティ」 をクリックして表示される設を画面 
の 「レベル」 タブで設定することができます。本パソコンご購入時に調節できる項目は、次の 
とおりです。 

□ K5240、K3240、D3240 の場合 

■スピーカー 

• Realtek HD Audio output 

スピーカーから 出力されるをの再生音量を調節できます。 

• マイク 

マイク端子から入力されるをの再生を量を調節できます。 

-ライン入力 

ラインイン端子から入力される音の再生音量を調節できます。 

■ 録音するときに調節できる項目 

録音するときの音量を調節する場合は、「サウンド」ウィンドウの「録音」タブで設定をを更 
します。本パソコンご購入時に調節できる項目は、次のとおりです。 

□ K5240、K3240、D3240 の場合 

• FrontMic 

• FrontMic 

マイク端子から入力される音の録音音量を調節することができます。 

-マイタブースト 

マイクブーストのレベルを調節することができます。 

• ライン入力 
-ライン入力 

ラインイン端子から入力される音の録音音量を調節することができます。 
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3 音量の設定 （Windows XP の場合 ) 



Windows Vista の場合は、「音量の設定 （Windows Vista の場合）」（一 P .79) をご覧 
ください。 

スピーカーやへッドホンの音量は、画面の音量つまみで調節します。 

また、音声入出力時のバランスや音量の設定は、音量を設定するウィンドウで行い 
ます。 


が重要 

► スピーカーが故障する原因となる場合がありますので、音量はスピーカーから聞こえる音 
がひずまない範囲に設まや調整をして〈ださい。 

画面上の音量つまみで設定する （Windows XP の場合） 


1 画面右下の通知領域にある「音量」アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

P POINT 

► 通知領域に「音量 J アイコンが表示されない場合は、ホの手順を実行して< ださい。 

1. 「スタート」ボタンー「コント□—ルパネル」の順にクリックします。 

2. 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」をクリックします。 

3. 「サウンドと才ーディナデバイス」をクリックします。 

「サウンドと才ーディオデバイスのプ□パティ」が表示されます。 

4. 「音量」タブをクリックします。 

5. 「デバイスの音量 J の「タスクバーに音量アイコンを配置する」 のチェ ックを付けます。 

6. roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

ク音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

「ミュート」をチェックすると音が消え、画面右下の通知領域の表示も変わります。 

3 デスクトッブの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 
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再生時/録音時の音量設定について ( WindowsXP の場合） 

「マスタ 音量」ウィンドウで再生時や録音時の音量設をができます。 

■ 再生時の音量設定方法 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

クバランスや音量などを調節します。 

3ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

■ 録音時の音量設定方法 

ブ画面ち下の通知領域にある「音量」アイコンをダブルクリックします。 

「マスタ 音量」ウィンドウが表示されます。 

ク「オプション」メニュ—— > 「プロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio Input 」 を選択します。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

5 バランスや音量などを調節します。 

6 ウィンドウのち上にある「閉じる」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

P POINT 

► バランスや音量を設をしても再生時/録音時の音量がかさい、または大きい場合は、次の 
手順で「マイクボリューム」または「マイク」の設定を変更してくださし、。「マイクボリュー 
ム」または「マイク」に「卜ーン」が表示されていない場合は「オプション」メニュ ーー » 
「卜ーン調整」の順にクリックし、「卜ーン」を表示します。 

1. 「マイクボリューム」または「マイク」の「卜ーン」をクリックします。 

2. 「そのほかの調整」で「マイクブースト」のチェックを確認してください。 

音量を大きくしたい場合はチ X ックを付けます。 

音量を小さ〈したい場合はチェックを外します。 
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■ ご購入時の音量設定 

•「 K 5240、 K 3240 の場合」（一 P .84) 

•「 D 3240 の場合」（一 P .85) 

P POINT 

► 各項目で表示される名称や順番は os により異なる場合があります。 

► 表示されていない項目を表示させる場合は、次のように設定します。 

1. 「オプション」メニュ ーー »「プ□パティ」の順にクリックします。 

2. 「ミキサーデバイス」から 「Realtek HD Audio output 」 、または 「Realtek HD Audio 
I 叩山」を選択します。 

3. 「表示するコントロール」で、項目をクリックしてチェックします。 

項目が表示されるようになります。 

□ K 5240、 K 3240の場合 

P POINT 

► ご購入時は、ラインアウト端子に才ーディオ機器の入力端子を接続すると、本パソコン内 
蔵のスピーカーからは音が出なくなる設定になっています。サウンドドライバを再インス 
トールした場合、音が出る設をになります。 

次の手順で音が出なくなる設をに変更できます。 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

2. 「サウンド、音声、および才ーディオデバイス」一 「 RealtekHD 才ーディオ設定」の 
順にクリックします。 

3. 「才ーディオ I / O 」タブをクリックします。 

4. 「アナ□グ」のち上にある「コネクタ誤を」ボタン（スパナの絵の丸いボタン）をク 
リックします。 

「コネクタ設定」ウィンドウが開きます。 

5. 「リアラインアウトを接続すると、内蔵スピーカをミュートします。」にチ X ックし、 
「 OK 」 をクリックします。 

日. roKj をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

• 再生時の音量設定 


— :ご購入時の設定はミュートではありません 


項目 

ご購入時の 
表示 状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

- 

パソコ ン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

— 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

— 

本 パソコ ン内蔵のソフトウェア MIDI の再 
生音量 

CD プレーヤー 

表示 

- 

音楽 CD のを量'注 

ライン音量 

表示 

— 

ライン入力の再生音量 

マイクボリューム 

表示 

ミュート 

マイク端子に接続したマイクの再生音量 


を ： rwindows Media Player J などの一部のソフトウェアでは、 「 WAVEJ で音楽 CD の音量を調整します。 













製品ガイド 


• 録音時の音量設定 

ご購入時、「録音 コントロール」 ウインドウの「選択」は「マイクボリューム」に設定され 
ています。 


項目 

ご購入時 
の表示の 
状態 

設定する音量 

ライン音量 

表示 

ライン入力の録音音量 

マイクボリューム 

表示 

マイク端子に接続したマイクの録音音量 

ステレオミキサー 

非表示 

ステレオ再生音全体の録音音量 


□ D 3240 の場合 

• 再生時の音量設定 

一：ご購入時の設定はミュートではありません 


項目 

ご購入時の 
表示状態 

ご購入時 
の設定 

設定する音量 

マスタ音量 

表示 

- 

パソコン全体の再生音量 

WAVE 

表示 

- 

Wave 音源の再生音量 

SW シンセサイザ 

表示 

- 

本パソコン内蔵のソフトウエア MIDI の再 
生音量 

CD プレーヤー 

表示 

- 

音楽 CD のを量を 

ライン音量 

表示 

- 

ライン入力の再生音量 

マイクボリューム 

非表示 

ミュート 

マイク端子に接続したマイクの再生音量 


ま ： 「Windows Media 円 ayerj などの一部のソフトウェアでは、 「 WAVEj で音楽 CD の音量を調整します。 

• 録音時の音量設定 

ご購入時、「録音コントロール」ウインドウの「選択」は「ステレオミキサー」に設定され 
ています。 


項目 

ご購入時 
の表示の 
状態 

設定する音量 

ライン音量 

表示 

ライン入力の録音音量 

マイクボリューム 

表示 

マイク端子に接続したマイクの録音音量 

ステレオミキサー 

非表示 

ステ レホ再生音全体の録音音量 
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4 通信 


通信機能をお使いになる場合は、ウイルスや不正アクセスからパソコンを守るため、セキュリ 
ティ対策を実行してください卜 P .103)。 


LAN について 


LAN の設定にっいては、ネットワーク管 a をに確認してください。 

■ LAN を接続する 

本 パソコンには、 下記に対応した LAN が内蔵されています。 

•10 BASE-T (IEEE 802.3 準拠） 

•100 BASE-TX (IEEE 802.3 U 準拠） 

• 1000 BASE-T (圧 EE 802.3 ab 準拠） 

/K 言口 

• 近くで落雷のおそれがある場合は、パソコン本体の電源を切り、電源コードをコンセントから 
0^ 抜き、 LAN ケーブルをコネクタから抜き、雷が止むまで取り付けないでください。 

そのまま使用すると、落雷による感電-火災の原因となります。 

A ミ主意 

LAN コネクタに指などを入れないでください。 

感電の原因となることがあります。 

© • LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してください。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることがあります。 

ブパソコン本体の電源を切ります『取扱説明書』）。 

2 パソコン本体の LAN コネクタとネットワークを、 LAN ケーブルで接続します。 

コネクタのおを互いに合わせ、まっすぐに差し込んでください。 

LAN コネクタにっいては、「各部を称」一「名'部のを称と働き」 HP .14) をご覧ください。 

が重要 

► ネットワークを使巧中に省電力機能が働いてしまうと、他の装置からアクセスできなく 
なったり、ソフトウ X アの不具合が発生したりする場合があります。 

その場合は、「省電力 （ WindowsVis ねの場合)」（一 P .90)、 または「省電力 （WindowsXP 
の場合)」 C - P .97) をご覧になり、省電力機能を解除してください。 
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P POINT 

► LAN コネクタからプラグを取り外すときは、ツメを巧さえながら引き抜いてください。ツ 
メを押さえずに無理に引き抜くと破損の原因となります。 



コネクタの向きは機種 
により異なります。 
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5ドライブ関連 


ドライブ構成 


ドライブ 

容量 

備考 

C 

全容量の約50% 

NTFS 

D 

全容量の的50% 

NTFS 

E 

CD - 民 OM をドライブ 

CD - ROM 搭載時 


ミ主：カスタムメイド、または FMV バリューシリーズの場合は、選択したドライブ （ CD - ROM 、 DVD - ROM 、 DVD - 
ROM & CD - R / RW 、 スーパーマルチ）になります。 

P POINT 

► ファイルシステムを NTFS 力、ら FAT 32 に変換することはできません。 

► Windows Vis ねの場合、ハードディスクは Windows RE 領域に約 0.5 G 巨の領域が占ちされて 
います。そのため、「コンピュータ」のハードディスクの総容量は、「仕様一覧」の記載よ 
りも約 0.5 GB 少なく表示されます。 

Windows RE 領域は、リカバリ時にハードディスクの領域設定を変更しても削除できませ 
ん。 


DMA の設定 （Windows XP の場合) 


「デバイスマネージャ」で DMA の設定を'変更することができます。 
Windows Vista をお使いの場合は、設定を変更する必要はありません。 


■ DMA 設定対応表 

DMA 設定巧応表をご覧になる前に、次の操作に従って「デバイスマネージャ」ウィンドウを 
「デバイス（接続別）」に'変更してください。 

ブ「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」を右クリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

ク「ハードウ エア」 タブの「デバイスマネー ジャ」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 












製品ガイド 


3 「表示 J メニュ ー- > 「デバイス（接続別）」の順にクリックします。 

本 パソコ ンの デバイス が接続別に表示されます。 

•:ご 購入時 DMA 設定一:増設不可 


機種名 

デバイス 

プライマリ 

セカンダリ 

0 

1 

0 

1 

K5240 、 

K 3240 

Intel(R) 82801G(ICH7 Family) Ultra ATA Storage 

Controllers - 27DF 

CD/DVD 

♦ 

- 

- 

— 

Intel(R) 82801 GBM/GHM(ICH7-M Family) Serial 
ATA Storage Controller - 27C4 

SATA HDD 

♦ 

- 

- 

- 

D3240 

SiS PCI IDE Controller 

CD/DVD 

• 

- 

- 

- 

標準デュアルチャネル PCI IDE コント ローラー 

SATA HDD 

♦ 

- 

- 

- 


P POINT 

► シリアル ATA /\- ドディスクは「転送モード」の影響は受けません。 


■ DMA の設定方法 

ブ「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」をちクリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

ク「ハードウ エア」 タブの「デバイスマネー ジヤ」 をクリックします。 

3 「表示メニユー」一「デバイス（接続別）」の順にクリックします。 

4 設定するデバイスの「プライマリ IDE チヤネル」、または「セカンダリ IDE チヤ 
ネル」をちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

5 「プライマリ（またはセカンダリ） IDE チヤネルのプロパティ」ウィンドウの 
「詳細設定」タブをクリックします。 

6 「 DMA の設定」の表を参照して設定を変更します。 

7 roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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6 省電力 (Windows Vista の場合 ) 


WindowsXP の場合は、「省電力 （ WindowsXP の場合）」（一 P .97) をご覧くださし、。 
ご購入時には、一定時間パソコン本体を操作しないと、スリープ状態になるよう設 
定されています。 


スリープ/休止状態 （ WindowsVis ねの場合) 


スリープ、または休止が態を使用すると、 Windows を終了しないで消費電力を抑えることがで 
きます。 

■スリープ 

メモリ内のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコン本体の動 
作を中断させます。このとき、パソコン本体のパソコン電源ランプの点げが緑色からオレ 
ンジ色に'変わります。 

スリープ中は、電源プラグをコンセントから抜かないでください。電源が供給されなくな 
るため、システム RAM (メモリ）に保持しているプログラムやデータが失われます。 

• 休止状態 

メモリ内のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、パソコン本体の 
電源を切ります。このとき、パソコン本体のパソコン電源ランプは消げします。 

電源ランプのが態は、電源を切った状態と同じですが、休止状態のときは機器の構成を'変 
えないでください。 

P POINT 

► レジュームとは、スリープや休止状態から動作、作業状態に回復することです。 

► 休止が態は、ハイブリッドスリープをオフにすると使巧できるようになります。ご購入時 
はハイブリッドスリープはオンに設定されています。 

1. 「電源オプション」ウィンドウを表示します（一 P .93)。 

2. 変更したい電源プランの「プラン設をの変更」をクリックします。 

「プラン設定の編集」ウィンドウが開きます。 

3. 「詳細な電源設をの変更」をクリックします。 

4. 「スリープ」をダブルクリックし、「ハイブリッドスリープを許可する」をダブルク 
リックします。 

5. 「設定」を「オフ」にします。 

6. 「 OK 」 をクリックします。 


注意事項 (Windows Vista の場合) 


■ 共通のま意事項 

■パソコンを お使いの状況によっては、スリープや休止が態、レジュームに時間がかかる場 
合があります。 

•スリープまたは休止が態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10砂が 
上たってからレジュームするようにしてください。 
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• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スリープや休 
止が態にならないことがあります。 

• スリープ時や休止が態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合がありま 
す。 

■次の状態でスリープが態に移行させると、スリープまたは休止状態にならない、スリープ 
または休止状態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データが消失 
するなどの問題が発生することがあります。 

- Windows の起動処理中または終 T 処 a 中 

•パソコンが何か処 a をしている最中（プリンタ出力中など）、および処 a 完了直後 
.ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD - ROM ドライブのアク 
七スランプまたはが態表示 LCD が点げ中） 

• モデムやネットワ'—クの通信中 

-オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD - ROM ) を使用中 
-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
-音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

.サウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形式のファイルの再生中やを楽 
CD の再生中） 

. CD - 民、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD + 民、 DVD - RW や DVD + RW に書き込みまたは書き換え中 
. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバのインス 
トールが終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用中 
. マウスの操作中 

• ACPI に対応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 

• BIOS 七ットァップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設をの詳細 
は、 「 BIOS 」一 「メニュー詳細」（一 P .144) をご覧ください。 

•本 パソコンは、 低 レベルの スリープ （ ACPIS 1) をサポートしていません。お使いになる周 
辺機器が低 レベルの スリ ' —プ のみ サポ ■ —卜している場合は、本 パソコン をスリ ' —プや休止 
が態にしないでください。 

• PCI あ張力ードを増設する場合は、そのあ張力ードおよびドライバが 「 IRQ シェアリング馆 ij 
り込みの共有)」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シェアリ 
ングをサポートしているかどうかは、各 PCI カードメーカーに確認してください。 

• ネットワーク環境によっては、省電力機能を使用できない場合があります。 

■ CD や DVD を読み込み中にスリープや休止が態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

• ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム機能 （Wakeup on LAN 機能）を使用すると、 
ホストコンピュータまたは化のコンピュータからのアクセスにより、スリープまたは休止 
が:態のコンピュータがレジュームする可能性があります。次の手順でタイマ値を設定する 
ことをお勧めします。なお設定値が20分より短いと、本パソコンがレジュームしてしまう 
ことがあります。20分な上の値に設をしてください。 

し 「電源オプション」ウインドウを表示します卜 P .93)。 

2. を更したい電源プランの「プラン設定の変更」をクリックします。 

「プラン設をの編集」ウインドウが開きます。 

3. 「コンピュータをスリープが態にする」を20分な上に設をします。 

4. 「を更の保存」をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 
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♦スリープまたは休止状態へ移行させるときは、手動（「スタートボタンを使う」（一 P .95)) 
ではなく次のように設定することをお勧めします。この設定を行うと、ファイルアクセス 
中や通信中などに省電力状態になってしまうことを回避できます。 

1. 「電源オプション」ウィンドウを表示します（一 P .93)。 

2. 変更したい電源プランの「プラン設定の変更」をクリックしまず。 

「プラン設定の編集」ウィンドウが開きます。 

3. 「コンピュータをスリープ状態にする」を30分が上に設定します。 

4. 「変更の保存」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じまず。 

• ネットワーク環境下で省電力機能を使用する場合、次の条件下では、使用するプロトコル 
やソフトウェアによっては、不具合（スリープおよび休止状態からの復帰時に正常に通信 
できないなど）が発生ずることがあります。 

. TCP / IP プロ トコルが外の プロ トコルを使用している 場合 

•ネットワーク環境で通信中に、手動（「スタートボタンを使う」（一 P .95)) によりスリー 
プおよび休止状態に移行した攝合 

•ネットワーク上でファイルの共有を設定し、手動（「スタートボタンを使う」（一 P .95)) 
によりスリープ状態に移行したときに、次のメッセージが表示されて「はい」をクリッ 
クした場合 

「このコンピュータに接続している ユーザーが 次のファイルを開いています。 

[フアイル名]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかも知れません。続けまずか？」 

• 「電源オプション」ウィンドウ（一 P .93) -変更したい電源プランの「プラン設定の変更」 
-「プラン設定の編集」ウィンドウの「ディスプレイの電源を切る」の設定はネットワー 
クに影響しません。 

■スリープ時のを意事項 

•手動（「スタートボタンを{まう」 P .95)) で本パソコンをスリープが態に移行させても、 
まれにすぐレジュームすることがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてか 
ら、再びスリープ状態に移行させてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有効の場合、スリープが態移行時に DHCP サーバーから割り当てら 
れた IP アドレスのリース期限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがありま 
す。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース期間を延長するか、または DHCP の{吏 
用を中止し固を IP をご使用ください。 

•スリープが態に移行する際、「デバイスのドライバが原因でスリープが態に入れません。ソ 
フトウェアをすべて閉じてから、もう一まやり直してください。問題が解巧しない場合は、 
そのドライバを更新することをお勧めします。」の警告ウィンドウが表示されて、スリープ 
が態に移行できない場合があります。これは、プログラムが動作中でスリープが態に移行 
できないが態を示します。スリープが態に移行させるためには、動作中のプログラムを終 
T してください。 

■ 休止状態の注意事項 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止が態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止が態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、休止状態にずる前の作業状態に戻らないことがあります。 
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省電力の設定 （Windows Vista の場合) 


■ 設定を変更する 

ご購入時には、一定時間パソコンを操作しないと自動的に「スリープ」になるように設定され 
ています。 

省電力機能が働くまでの時間などの設定を変更するには、「コントロールパネル」の「電源才 
プション」ウインドウで行います。 

CD や DVD にデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定を変更 
してください。 

1 「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックしまず。 

「コント ロール パネル」ウインドウが表示されます。 

ク「システムとメンテナンス」一「電源オプション」の順にクリックします。 

「電源オプション」ウインドウが表示されます。 

続けて「「電源オプション」ウインドウに ついて」 （一 P .93) をご覧になり、設定してください。 

■「電源オプション」ウィンドウについて 

「電源オプション」ウインドウでは、電源プランをを更したり、スリープになるまでの時間を 
設定したりすることができます。 

また、パソコン本体の電源ボタンを押したときに働く省電力機能を'変更することもできます。 

□電ミ 原プランを変更する 

ご購入時はレく ランス」、 「省電力」、「高 パフォーマンス」が 用意されています。お使いになる 
が況に適した電源プランをチェックしてください。 

なお、各電源プランにある「プラン設をのを更」をクリックすると、各プランの設をを'変更す 
ることができます。 

P POINT 

► ご購入時の電源プランはホのように設をされています。 

-電源プラン：バランス 

-ディスプレイの電源を切る （ K 5240、 K 3240) :なし 
-コンピュータをスリープ巧態にする： 20分 

□スリープになるまでの時間を変更する 

スリープになるまでの時間は、次の手順で変更することができます。 

ブ「電源オプション」ウィンドウ左の「コンピュータがスリープ状態になる時間 
を変更」をクリックします。 

「プラン設をの編集」ウインドウが表示されます。 

ク「コンピュータをスリープ状態にする」の設定を変更します。 

3 「変更の保巧」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 
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□ 電源ボタンを押したときの省電力機能の設定 

パソコ ン本体の電源ボタンを押したときに働く省電力機能は、次の手順で変更することができ 
ます。 

1 「電源オブション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」をクリックし 
ます。 

ク電源ボタンの設定の項目を変更します。 

P POINT 

► パソコンがスリープから復帰するときに、あらかじめ Windows に設をしてあるパスワード 
の入力を必須とする設をにすることで、このパソコンのセキュリティを高めることができ 
ます。 

1. 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

2. 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウで「続巧」をクリックします。 

標準ユーザーで Windows にログインしている場合は、管理者アカウントのパスワー 
ドを入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

3. 「パスワードを必要とする（推奨）」をチ X ックします。 

3 「変更の保巧」をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

■各機能の設定について 

□ EIST (拡張版 Intel® SpeedStep® テク ノ □ジ _) 機能 

EIST 機能（あ張版 Intel ® SpeedStep ® テクノロジー）は動的に CPU の動作電圧とコア周波数を 
調整し、消費電力と発熱量を削減する機能です。 

対•応している CPU については、レ、ードウェア」一 「 CPU について」卜 P .44) をご覧ください。 
D 3240は、巧応している CPU を搭載した機種があります。 

• 設定方■を 

「電源オプション」ウインドウで、電源プランレくランス」を選択します。 

P POINT 

► 出荷時設をは、：欠のように誤をされています。 

- D 3240 

BIO &-' 設ミ項目なし旧 ST 機能がち効） 

Windows …「電源オプション」ウィンドウー電源プラン「バランス」 （ EIST 機能が有効） 
► をプランの設をを出荷時の設をに戻したいときは、「プラン設をの変更」ウィンドウで「こ 
のプランの既をの設をを復元する」をクリックし、「はい」をクリックします。 

• 注意事項 

- EIST 機能を設定していると、性能が低下することがあります。お使いの環境で性能差が 
気になる場合は、「電源オプション」ウインドウで、電源プランを「高 パフォーマンス」 
にを更します。 

-「システム」ウインドウに表示される CPU の周波数が低く表示されることがあります。 
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□ Enhanced Halt State 機能 

CPU が、 Intel® Core™ 2 Duo プロ 七ツサ ー、 または Intel® Pentium® 4 プロ 七ツサ ーの 場合、 
Enhanced Halt State 機能に対応しています。 Enhanced Halt State 機能は本パソコンのアイドリン 
ダ時に、自動的に CPU の速度を一時的に遅くし、消費電力を抑えることができる機能です。 
K5240 、 D3240 は、 Intel® Core™ 2 Duo プロ セツ サ ー、 または Intel® Pentium® 4 プロ セツ サー 
を搭載している機種があります。 

• 設定方法 

設定する必要はありません。本パソコンの出荷時に有劾に設定されています。 


スリープまたは休止状態にする （Windows Vista の場合) 


P POINT 

► スリープ状態にしようとして、「デバイスドライ/くかプログラムが原因で待機モードに入れ 
ません。すべてのプ□グラムを終了してからもう一度やり直して〈ださし、」というメッセー 
ジが表示されたときは、ブログラムが動作中でスリープモードに入れません。動作中のソ 
フトウエアなどを終了してからスリープ状態にしてください。 

► 休止状態は、ハイブリッドスリープをオフにすると使巧できるようになります。ご購入時 
はハイブリッドスリープはオンに設定されています。設定の変更については「スリープ/ 
休止が態 （Windows Vis ねの場合）」（一 P .90) をご幫〈ださい。 

■ スター トボタンを使う 

1 「スタート」ボタンー睡曲の U 一「スリープ」または「休止状態」 
の順にクリックします。 

しばらくするとスリープまたは休止状態になります。 

P POINT 

► 画面上の「電源」ボタンをクリックしてもスリープやか止状態にすることができます。ご 
睹乂時には、画面上の「電源」ボタンは「スリープ」に設をされています。 
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スリープまたは休止状態からのレジュー厶 ( WindowsVis ねの 
場合） 


■スリープおよび休止状態からのレジューム条件 

スリープおよび休止が態から、次の表で〇になっているレジューム要因で通常の状態にレ 
ジュームさせることができます。 

P POINT 

► 電源ボタンを押す方法が外でスリープからレジュームさせると、 Windows の仕様により画 
面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を行うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの状態で一を時間経過すると、本パソコンは再度スリープ状態に移行します。 

► K 5240、 K 3240、 D 3240 の場合は、 PS /2 キーボードのキーを巧したり、 PS /2 マウスを動か 
したりしても、レジュームさせることはできません。 


レジューム要因 

スリープ 

休止状態 

電源ボタンを押すを 1 

〇 

〇 

USB キーボードのキーを押す、 

USB マウスを操作する注 2 

〇 

X 

スケジュールでレジューム時刻指定する化 3 

〇 

〇 

LAN 着信注 4 

〇 

〇 

PCI 拡張カード （ PME # 信号）経由の着信注5 

〇 

〇 


を1:「電源ボタンを巧したときのを電力機能の設定」（一 P.94) で、「電源ボタンを押したときの動作 J を「シャットダ 
ウン J に設定した場合でも、電源ボタンを押すとスリープが態からレジュームします。 

ま2:「デバイスマネージャ J 一「キーボード J または「マウスとそのほかのポインティングデバイス J の USB キーボ ー 
ドまたは USB マウスのプロパティの「電源の管理 J タブが表示される場合は、次の項目をチェックする必要があ 
ります。 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする J 
ま3 :「タスクスケジューラ J を使巧して、レジュームさせることができます。 

ま4 :「デバイスマネージャ J 一「ネットワークアダプタ J の LAN コントローラのプロパティの「電源の管理 J タブの次 
の項目をチ X ックする必要があります。 

-「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をホフにできるようにする J 
-「このデバイスで、 コン ピュータのスタ ン バイ状態を解除できるようにする J 
ミ主5: PME# 信号をサポートした PCI 拡張力ード （PCI Revision 2.3 規格に準拠）を搭載した場合、着信によるレジュー 
ムをさせることができます。 
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7 省電力 （Windows XP の場合 ) 


Windows Vista の場合は、「省電力 （Windows Vista の場合）」（一 P .90) をご覧くださし、。 
ご購入時は ACPI (Advanced Configuration and Power Interface ) モードに設定され 
ています。 

ここでは、 ACPI モードに関する;'主意事項を説明します。 


スタンバイ/休止が態 (Windows XP の場合) 


スタンバイまたは休止が態を使用すると、 Windows を終了しないで節電できます。 

■スタンバイ （ACPI S 3) 

実行中のプログラムやデータを、システム RAM (メモリ）に保持してパソコンの動作を中 
断させます。スタンバイ中は、電源ランプがオレンジ色に点げします。休止が態よりも短 
い時間で、中断やレジュームを行うことができます。スタンバイ中は、わずかに電力を消 
費していて、電源は AC 電源から供給されます。 

• 休止 状態 （AC 円 S 4) 

実行中のプログラムやデータを、ハードディスクに書き込んで保存し、パソコン本体の電 
源を切ります。電源を自動的に切るため、スタンバイよりも中断/レジュームにかかる時 
間が長くなります。なお、休止が態に入るようにするには、「電源オプションのプロパティ」 
ウインドウで設をする必要があります。 


を意事項 （Windows XP の場合) 


■ 共通のを意事項 

•パソコンをお使いの状況によっては、スタンバイ や休止が態、 レジュームに 時間がかかる 
場合があります。 

■スタンバイまたは休止が態にした後は、すぐにレジュームしないでください。必ず、10秒 
な上たってからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、スタンバイや 
休止状態にならないことがあります。 

• スタンバイ時や休止が態移行時またはレジューム時に、一時的に画面が乱れる場合があり 
ます。 

■次の状態でスタンバイが態に移行させると、スタンバイまたは休止状態にならない、スタ 
ンバイまたは休止状態からレジュームしない、レジューム後に正常に動作しない、データ 
が消失するなどの問題が発生することがあります。 

- Windows の起動処理中または終了処 a 中 

•パソコンが何か処 a をしている最中（プリンタ出力中など）、および処 a 完了直後 
.ファイルアクセス中（フロッピーディスク、ハードディスク、 CD-ROM ドライブのアク 
七スランプまたはが態表示 LCD が点げ中） 

. モデムやネットワ'—クの通信中 

-オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD - ROM ) を使用中 
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-ビデオ CD や DVD - Video などを再生中 
-音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 

.サウンドや動画の再生中 （ MIDI / WAVE / AVI / MPEG / DAT 形式のファイルの再生中や音楽 
CD の再生中） 

• CD - R 、 CD - RW 、 DVD - 民、 DVD + R 、 DVD - RW や DVD + RW に書き込みまたは書き換え中 
-ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、巧象のドライバのインス 
トールが終 T していないとき 

.ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを{吏用中 
. マウスの操作中 

• ACPI に対応していない別売の機器（あ張カード、周辺機器）を増設している場合 

• BIOS 七ットアップの省電力に関する設をは、一部を除いて無効となります。を設をの詳細 
は、 「 BIOS 」一 「メニュー詳細」 （^ P .144) をご覧ください。 

•本 パソコンは、 化 レベルのスタンバイ ( ACPIS 1) を サポートしていません。お使いになる 
周辺機器が低 レベルのスタンバイのみ サポートしている場合は、本 パソコンをスタンバイ 
や休止が態にしないでください。 

• PCI あ張カードを増設する場合は、そのあ張カードおよびドライバが 「 IRQ シェアリング(割 
り込みの共有）」をサポートしている必要があります。増設する PCI カードが IRQ シェアリ 
ングをサポートしているかどうかは、各 PCI カードメーカーに確認してください。 

• ネットワーク環境によっては、省電力機能を巧用できない場合があります。 

• CD や DVD を読み込み中にスタンバイや休止が態に移行すると、レジューム時にエラーメッ 
セージが表示される場合があります。この場合は、 【 Enter 】 キーを押してください。 

• ネットワーク環境で LAN 着信によるレジューム機能 （Wakeup on LAN 機育自）を{吏用すると、 
ホストコンピュータまたは化のコンピュータからのアクセスにより、スタンバイまたは休 
止が態のコンピュータがレジュームする可能性があります。次の手順でタイマ値を設をす 
ることをお勧めします。なお設を値が20分より短いと、本パソコンがレジュームしてしま 
うことがあります。20分な上の値に設をしてください。 

し 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウを表示します （^ P . IOO )。 

2. 「電源設定」タブの「システムスタンバイ」および「システム休止が態」を「20分後」 
な上に設定します。 

3. 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• スタンバイまたは休止が態へ移行させるときは、手動（「「コンピュータの電源を切る」ウィ 
ンドウを巧う」（一 P .102)) ではなく次のように設をすることをお勧めします。この設をを 
行うと、ファイルアクセス中や通信中などに省電力が態になってしまうことを回避できま 
す。 

. 「電源設を」タブの「システムスタンバイ」または「システム休止が態」で移行するまで 
の時間（例えば「30分後」）を設をします。 

• ネットワーク環境下で省電力機能を使用する場合、次の条件下では、使用するプロトコル 
やソフトウェアによっては、不具合（スタンバイおよび休止が態からの復帰時に正常に通 
信できないなど）が発生することがあります。 

. TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを使用している場合 

•ネットワーク環境で通信中に、手動（「「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを使う」 
P .102)) によりスタンバイおよび休止が態に移行した場合 


製品ガイド 


•ネットワーク上でファイルの共有を設定し、手動（「「コンピュータの電源を切る」ウィ 
ンドウを巧う」 （^ P .102)) によりスタンバイが態に移行したときに、かのメッセージが 
表示されて「はい」をクリックした場合 

「このコンピュータに接続している ユーザーが 次のファイルを開いています。 

[ フアイルタ]〜〜 

このまま続けるとファイルを閉じますが、ファイルを開いている ユーザーは データを失 
うかも知れません。続けますか？」 

• 「電源オプションのプロパティ」ウィンドウの「電源設を」タブにある「モニタの電源を切 
る」、レ、ードディスクの電源を切る」の設定はネットワークに影響しません。 

• OpenGL を{ち用したスクリーン七ーバーが起動しているときには、スタンバイおよびシステ 
ム休止状態への移行はできません。 

■ スタンバイ時のを意事項 

• 電源ボタンなどで本パソコンをスタンバイ状態に移行させても、まれにすぐレジュームす 
ることがあります。その場合には、いったんマウスを動かしてから、再びスタンバイが態 
に移行させてください。 

• TCP / IP の設定で DHCP が有効の場合、スタンバイ状態移行時に DHCP サーバーから割り当て 
られた IP アドレスのリース期限が切れたとき、パソコン本体がレジュームすることがあり 
ます。 

この場合は、 DHCP サーバーの IP アドレスのリース巧間を延長するか、または DHCP の巧 
用を中止し固を IP をご使用ください。 

• スタンバイ状態に移行する際、「デバイスのドライバが原因でスタンバイ状態に入れませ 
ん。ソフトウェアをすべて閉じてから、もう一まやり直してください。問題が解みしない 
場合は、そのドライバを更新することをお勧めします。」の警をウィンドウが表示されて、 
スタンバイ状態に移行できない場合があります。これは、プログラムが動作中でスタンバ 
イが態に移行できない状態を示します。スタンバイ状態に移行させるためには、動作中の 
プログラムを終了してください。 

■ 休止状態の注意事項 

• ハードディスクに必要な空き容量がない場合、休止が態は使用できません。 

• プリンタなどの周辺機器を接続した状態で休止が態にすると、レジューム時に周辺機器の 
情報が初期化されるため、中断ずる前の作業が態に戻らないことがあります。 
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省電力の設定 （Windows XP の場合) 


■「電源オプションのプ□パティ J ウィンドウの表示 

本パソコンの電源を管 a することができます。 

1 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」一「パフォーマンスとメンテナ 
ンス」の順にクリックします。 

ク「電源オプション」をクリックします。 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

この後は、「設をを変更する」（一 P .100) をご覧になり設をしてください。 

設をを変更した後は、 「 OK 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

■ 設定を変更する 

お使いの状況に合わせて、各タブで設をを変更し、「適用」をクリックしてください。 

□ r 電源設定」タブ 

本 パソコ ンの電源を入れたが態で一を時間使用しな かつ た場合に、省電力機能が働くまでの時 
間を設をします。 

「モニタの電源を切る」：モニタの電源が切れるまでの時間を設をできます。 

レ、ードディスクの電源を切る」：ハードディスクの電源が切れるまでの時間を設をできます。 
「システムスタンバイ」：スタンバイするまでの時間を設をできます。 

「システム 休止が態」：休止が態にするまでの時間を設をできます。 この 項目は「休止が態」夕 
ブで「休止が態を有効にする」をチェックした場合のみ表示されます。 


□ r 詳細設定」タブ 


電源ボタンを押したときの、パソコン本体の動作が態を設をします（ご購入時には、電源を切 
るように設をされています)。 

次のように設をできます。 

• 「コンピュータの電源ボタンを押したとき」 

:電源ボタンを押したときのが態を設をできます。 

• 「スタンバイから回復するときにパスワードの入力を求める」 

:スタンバイが態からレジュームするときにパスワードの入力をホめるメッセージを表示 
させる設をを行います。 


□ r 休止状態」タブ 


本 パソコンを 終了する前に メモリの 内容を すべてハー ドディスクに保存するかを設をします。 
「休止が態」 タブの 「休止が態を有効にする」をチェックすると、「詳細設を」 タブの 「電源ボ 
タン」の 項目で「休止が態」 が 選択できるようになります。 
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■各機能の設定について 

□ EIST (拡張版 Intel® SpeedStep® テク ノ □ ジ ー） 機能 

EIST 機能（あ張版 Intel® SpeedStep® テクノロジー）は動的に CPU の動作電圧とコア周波数を 
調整し、消費電力と発熱量を削減する機能です。 

対•応している CPU については、レ、 ー ドウ エア」一 「CPU について」 P.44) をご覧ください。 
D3240 は、対応している CPU を搭載した機種があります。 

• 設定方■を 

「電源オプションのプロパティ」ウィンドウ^「電源設定」タブで「ポータブル/ラップトッ 
プ」、「プレゼンテーション」、「最小の電源管 a」、 レくッテリの最大利用」のいずれかに設 
をし、本パソコンを再起動します。 

P POINT 

► 出荷時設をは、次のように誤をされています。 

- D 3240 

巳 IOS '- '誤を項目なし （ E 旧 T 機能がち効） 

Windows '-' 「電源オプションのプ□パティ」ウィンドウー「電源設を」タブー「自宅ま 
たは会社のデスク」 （ E に T 機能が無効） 

• 注意事項 

.EIST 機能は Windows XP モデルで、 Windows XP SP2 をインストールした場合のみお巧い 
になれます。 

Windows XP SP2 をインストールしていない場合の動作保証はいたしません。また、 
Windows XP な外の OS では EIST 機能はサポートしていません。 

なお、 Windows XP モデルには、あらかじめ Windows XPSP2 がインストールされています。 
• EIST 機能を設をしていると、性能が低下することがあります。お使いの環境で性能差が 
気になる場合は、「電源オプションのプロパティ」ウィンドウの「電源設を」タブで、「電 
源設定」を「自宅または会社のデスク」または「常にオン」にを更して、本パソコンを 
再起動してください。 

-「システムのプロパティ」ウィンドウに表示される CPU の周波数が化く表示されること 
があります。 

□ Enhanced Halt State 機能 

CPU が、 Intel® Core™ 2 Duo プロセッサー、または Intel® Pentium® 4 プロセッサーの場合、 
Enhanced Halt State 機能に対応しています。 Enhanced Halt State 機能は本パソコンのアイドリン 
グ時に、自動的に CPU の速度を一時的に遅くし、消費電力を抑えることができる機能です。 
K5240、D3240 は、 Intel® CoreTM 2 Duo プロセッサー、または 虹 tel® Pent 山 m® 4プロセッサーを 
搭載している機種があります。 

• 設定方法 

設定する必要はありません。本パソコンの出荷時に有効に設定されています。 
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スタンバイまたは休止状態にする (Windows XP の場合) 


■「コンピュータの電源を切る」ウィンドウを使う 

終了ウインドウを使用してスタンバイ、または休止状態にする場合は、次のように操作してく 
ださい。 

P POINT 

► 「コンピュータの電源を切る」ウィンドウの「休止状態」を使用可能にするには、「電源才 
プションのプロパティ」ウィンドウ （ー ド.1〇扣で，休止状態をを効にして〈ださい。 

1 「スタート」ボタンー「終了オプション」の順にクリックします。 

ク「スタンバイ」または「休止状態」を選択します。 

スタンバイまたは休止が態からのレジューム (WindowsXP の場合) 


■ スタンバイおよび休止状態からのレジューム条件 

スタンバイおよび休止が態から、次の表で〇になっているレジューム要因で通常の状態にレ 
ジュームさせることができます。 

P POINT 

► 電源ボタンを押す方法が外でスタンバイからレジュームさせると、 Windows の仕揣こより 
画面が表示されない場合があります。 

その場合は、キーボードかマウスから入力を行うと画面が表示されます。画面が表示され 
ないままの状態で一を時間経過すると、本パソコンは再度スタンバイ状態に移行します。 

► K 5240、 K 3240、 D 3240 の場合は、 PS /2 キーボードのキーを押したり、 PS /2 マウスを動か 
したりしても、レジュームさせることはできません。 


レジューム要因 

スタンバイ (ACPI S 3) 

休止状態 （ ACPIS 4) 

電源ボタンを押すを 1 

〇 

〇 

USB キーボードのキーを押す、 

USB マウスを動かす注 2 

〇 

X 

タイマでレジューム 時刻 指定する注3 

〇 

〇 

LAN 着信注4 

〇 

〇 

PCI 拡張カード （ PME # 信号）経由の着信注5 

〇 

〇 


を1:「電源オブシヨンのプロパティ J ウィンドウー「詳細設定 J タブー「電源ボタン J の「コンピュータの電源ボタン 
を巧したとき J を「シャットダウン J に設定した場合でも、電源ボタンを巧すとスタンバイが態からレジュームし 

ます。 

ミ主2:「デバイスマネージャ J 一「キーボード J または「マウスとそのほかのポインティングデバイス J の USB キーボ ー 
ドまたは USB マウスのプロパティの「電源の暂理 J タブが表示される場合は、次の項目をチェックする必要があ 
ります。 

-「このデバイスで、 コン ピュータのスタ ン バイ状態を解除できるようにする J 
ミ主3:「タスク J を使用した場合、タイマでレジュームさせることができます。 

ミ主4 :「デバイスマネージャ J 一「ネットワークアダプタ J の LAN コントローラのプロパティの「電源の营理 J タブの次 
の項目をチ X ックする必要があります。 

-「電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにする J 
-「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする J 
ま5: PME# 信号をサポートした PCI 拡張力ード （PCI Revision 2.3 規格に準拠）を搭載した場合、着信によるレジュー 
ムをさせることができます。 













第 5 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけて〈ださい。 


1セキュリティについて . 104 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 105 

3不正巧用からのセキュリティ . 112 

4パソコンの盗難防止 . 115 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 116 
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1七キユリティについて _ 

パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盗難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことについて、説明してい 
ます。 


が重要 

► 当社ではセキュリティ機能を使巧されたこと、または使巧できなかったことによって生じ 
るいかなる損害に関しても、一切の責任を負いかわます。 

セキュリティ対策は、本パソコンを使用している方が責任をもって巧うようにして〈ださ 
い。 

► セキュリティは一度巧えばまむできるものではありません。パソコンを使巧している方が 
曰ごろから関むをもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピュータウイルス 

パソコンにトラブルをひき起こすことを目的として作られたプログラムです。インターネット 
や電子メールなどを通じてパソコンに感染することにより、パソコンのシステムやデータの破 
攘、情報の漏えいといった被害を与えます。 

■情報の漏えい 

ネットワークなどを通してパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり、破壊さ 
れたりすることがあります。また、特殊なソフトウェアを使用することにより、廃棄したパソ 
コンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT 

► 記録メディアを廃棄する場合も、セキュリティに気を付けて < ださい。 CD , DVD などは 
ディスクの読み取り部に傷をつけたり 、 USB メモリなどはデータを完全にミ肖去したりする 
ことをお割めします。 


■ 不正使用 

使用する権限のないパソコンを使用することです。パスワードを設をするなどの巧策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想、像できるパスワードを使用したりすると、不正に使用される危険性 
が高くなります。 

■を難 

不正にパソコンが持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 

■ トラブルに備えて 

パソコンの セキュリティには、これで完全というものはありません。日ごろからデータの バッ 
クアップをとったり、ソフトウェアを最新のものにアップデートしたりするなどの対策をして 
おけば、被害を少なくすることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「トラブルに備えて」（一 P .174)、 および 「Windows 
やソフトウェアのアップデート」 （^ P .107) をご覧ください。 
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2ネットワーク接続時の七キユリティ 


インターネットや電子メールなどの普及に伴い、コンピュータウイルスへの感染やパソコン内 
の情報が漏えいする危険性が高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 

コンピュータウイルス対策 


が重要 

► コンピユータウイルスに感染したことにより本パソコンの修理が必要になった場合、な証 
期間内であっても有償修理になることがあります。ウイルスの感染を防ぐために 、 「Norton 
AntiVirusj (一 P .105) を使用したり 、 「Windows Update 」 （一 P .107) を実行したり対策を 
取って < ださい。 

コンピュータウイルスは、インターネットや電子メールなどを通じてパソコンに感染し、デー 
夕を破壊したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを 
使用することにより、メールソフトに登録されているアドレスや保持しているデータに記録さ 
れているアドレス巧てに勝手にウイルスが配信され、ウイルスを広めてしまうこともありま 
す。 

本 パソコンには、 ウイルスを発見するための ソフ トウエアとして 「Norton Antivirus 」 が添付さ 
れています 。 「Norton Antivirus 」 は、ウイルス定義ファイルを使用して、ウイルスの侵入と感 
染をチェックすることができます。 


■ Norton AntiVirus 

「Norton Antivirus 」 は「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 P . 口 0) をご覧になり、必 
要に応じてインストールしてください。また 、 「Norton Antivirus 」 を使用する場合は、ウイル 
ス定義ファイルの更新をお勧めします。 

更新ホをについては、「ウイルス定義ファイルを更新する （ LiveUpdate ) J HP . 106) をご覧く 
ださい。 

使用ホをや設定については、ヘルプをご覧ください。 

□ ま意事項 

•「Norton Antivirus 」 を起動していると、ソフトウェアが正常にインストールされなかったり、 
ご使用のソフトウェアによっては不具合が発生したりすることがあります。この場合は次 
のいずれかのホ法で 「Norton Antivirus 」 を一時的に使用不可にしてください。ただしイン 
ストールが終了した後は、使用可に戻すのを忘れないでください。 

し 「スタ ■ —卜」ボタン ー* 「すべてのプログラム」 一* 「Norton AntiVirusj — > 「Norton AntiVirusj 
の順にクリックします。 

2. 「Norton AntiVirusj タブの「設を」をクリックします。 

3. 「基本セキュリティ」の r Auto-Protect J をクリックします。 
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4. 「ホフにする」をクリックしまず。 

Windows Vista で、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 期間を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 

6. ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

•「Norton Antivirus 」 でコンピュータウイルス検査を実行しているときは、ハードディスクに 
あるプログラムを実行したり、検査中のフロッピーディスクを取り出したりしないでくだ 
さい。 

•「 NortonAntivirus 」 は、コンピュ^ータウイルスの情報を記載したデ^ータファイルと、検査プ 
ロダラム（スキャンエンジン）を使用しています。定期的に更新してください。 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の 「Norton Antivirus 」 をご購入ください。 

• 電子メールに添付されたファイルや入手したフロッピーディスクなどは、コンピュータウイ 
ルスに感染していないかをチェックしてからお使いください。また、 パソコンの ハードディ 
スクは定期的にウイルスチェック を実行 してください。 

• Windows Vista の場合 、 「Norton AntiVirus 」 を インス トールすると、次のようになりますが、 
「Norton Antivirus J に同等の機能が含まれているため問題ありません。 

通知領域から七キュリティ七ンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center J が表示さ 
れます。 

• Windows ファイヤウォールが無劾になります。 

• Windows Defender が無劾になります。 

□ウイルス定義ファイルを更新する ( LiveUpdate ) 


P POINT 

► 「 LiveUpdate 」 はシステム管理者の指示に従って実巧してください。 

► 「 LiveUpdate 」 を実行するには、インターネットに接続できる環境が必要になります。ネッ 
トワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから実行してください。 

► 「Norton Antivirus 」 の自動 LiveUpdate を「オン」に設定しておくと、インターネットに接 
統したときに最新のウイルス定義ファイルに自動更新することができます。 

• 手動で更新する 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一 「Norton Anti Virus 」 一 「 LiveUpdate 」 
の順にクリックします。 

2. 「次へ」ボタンをクリックします。 

更新ファイルがあるかどうか検索されます。 

更新ファイルがない場合は、「完了」をクリックしてウインドウを閉じます。 

3. 「次へ」ボタンをクリックします。 

更新ファイルのダウンロー ドとインストールが始まります。 

4. 「完了」をクリックします。 

P POINT 

► 更新を有効にするために再起動が必要な場合は、 Windows を再起動してください。 

• 自動で更新する 

自動でウイルス定義ファイルを更新するには 、 「Norton Antivirus 」 の自動 LiveUpdate を「ホ 
ン」に設定する必要があります。 
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1. 「スタ ■ —卜」ボタンー「すべてのプログラム」一 「Norton Antivirus J — > 「Norton AntiVirusJ 
をクリックします。 

2. 「Norton Antivirus 」 タブで「設を」をクリックします。 

3. 「基本セキュリティ」の「自動 LiveUpdate 」 をクリックします。 

4. 「オンにする」をクリックします。 

Windows Vis はで、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. ウィンドウの右上にある「閉じる」をクリックして、ウィンドウを閉じます。 

□コンピユータウイルスの被害届け 

コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届けを提出してください。 

コンピュータウイルスの届け出制まは、「コンピュータウイルス巧策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省を示第952号）の規をに基づいています。コンピュ ■ —タウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害のあ大と再発を防ぐために必要な情報を、独立行政法人情 
報処理推進機構 ( IPA ) セキュリティセンターに届け出ることとされています （ http :// 
www . ipa . go . jp / secuntv /) 〇 


Windows やソフトウエアのアップデート 


お使いの Windows やソフトウエアに脆弱性（セキュリティホ ■ —ル）と呼ばれる弱点が発見さ 
れることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意ある 
プロダラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパソコ 
ンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

その対策として、システムやソフトウエアを提供している各社が修正プログラムを無料で配布 
しています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認の上、お使いのパソコ 
ンに適用してください。 

Windows では 、「 Windows Update 」 で Windows を最新のが態に更新できます。最新のが態にす 
ることにより、ウイルスが侵入したり、不正アクセスされたりする七キュリテイホールをなく 
すための対策もされます。 

■ Windows Update 

□ Windows Vista の場合 

P POINT 

► 「Windows Update 」 を実行するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行してくださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。ご購入時の設定は 
「 Windows ファイアウオール」がち効になっています。 「 Windows ファイアウホール」は、 
有効にして使巧することをお勧めします。 

► rWindows Update J はシステム管理者の指示に従って実巧してください。 

► r Windows Update J は、マイクロソフト社が提供するサポート機能です 。 「Windows Update J 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承ください。 
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► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内にがって、実行してください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

rWindows Update ] の画面が表示されます。 

P POINT 

► 「Windows Update 」 ウィンドウの「他の製品の更新ブログラムを取得します」をクリック 
すると 、 「Microsoft Update 」 を利巧できるようになります 。 「Microsoft Update 」 を利巧す 
ると、 Windows や Office 製品などのマイクロソフト社が提供するソフトウェアの更新プロ 
グラムを一度に入手することができます。詳しくは 「Microsoft Update 」 のホームぺージ 
をご賣ください。 

ク「更新プログラムの確認」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 

□ Windows XP の場合 

P POINT 

► 「Windows Update 」 を実巧するためには、インターネットに接続できる環境が必要になり 
ます。ネットワーク管理者に確認し、あらかじめ必要な設定をしてから、実行して〈ださし、。 

► インターネットに接続しただけで感染するウイルスなどもあります。ご購入時の設定は 
「 Windows ファイアウホール」がち効になっています。 「 Windows ファイアウォール」は、 
有効にして使用することをお勃めします。 

► 「Windows Update 」 はシステム管理者の指示に従って実行してください。システム管理者 
は、次の点にご注意ください。 

-「優先度の高い更新プログラム」については、適巧されることをお勧めします。 

-ハードウ X ア用の更新プログラムは適用しないでください。ただし、お客さまが追加さ 
れたデ/くイスについてはお客様の判断で適巧してください。 

-自動更新磯能を使うと 、 「Windows Update 」 を自動的に巧うように設ををすることがで 
きます。設定方法については、 Windows のヘルプをご覧〈ださい。ご購入時の設定で 
は、インターネットに接続しているときに、「優先度の高い更新プログラム」を自動更 
新するように設定されています。必要に応じて設定を変更して〈ださい。 

► rWindows Update j は、マイクロソフト社が提供するサポート機能です 。 「Windows Update 」 
で提供されるプログラムについては、弊社がその内容や動作、および実施後のパソコンの 
動作を保証するものではありませんのでご了承〈ださい。 

► 「Windows Update 」 の/くージョンがアップされている場合は 、 「Windows Update 」 のホー 
ムページの案内にがって、実行してください。 

► Office 製品についても、マイクロソフト社のホームぺージから、 「 Office のアップデート」を 
実行することにより、最新の状態に更新できます。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 r Windows Update j の順にク 
リックします。 

rWindows Update ] の画面が表示されます。 
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P POINT 

► Windows や Office 製品などのマイク□ソフト社が提供するソフトウエアの更新プ□グラム 
を1度に入手できる 「Microsoft Update 」 を利巧することもできます 。 「Microsoft Update 」 
を利巧するには、マイクロソフト社のホームぺージからま巧のソフトウ X アをインストー 
ルする必要があります。 詳しくは 、 「Windows Update 」 のホームぺージにあるリンクをク 
リックし 、 「Microsoft Update 」 のホームぺージをご賣〈ださい。 

ク「カスタム」をクリックします。 

パソコンのが態を診断し、更新情報を取得します。 

更新情報のリストが表示されます。 

3 内容を確認し、更新したくない項目がある場合はその項目のチ; L ックを外しま 
す。 

通常は、「優先度の高い更新プログラム」にっいてはすべての項目を更新することをお 
勧めします。 

4 「更新プログラムの確認とインストール」をクリックします。 

P POINT 

► インターネットへ情報を送信するにあたっての;主意が表示されたら、「はい」をクリックし 
ます。 

5 「更新プログラムのインストール」をクリックします。 

この後は、表示される画面に従って操作してください。 


七キュリティ七ンター 


「セキュリティ七ンター」を使うと、 Windows の七キュリティのが態を監視したり、関連する 
機能や設定画面を呼び出したりすることができます。 

■ Windows Vista の場合 
P POINT 

► 「Norton Antivirus 」 をインス！—ルすると、次のようになりますが 、 「Norton AntiVirus 」 に 
同等の機能が含まれているため問題ありません。 

■ 通知領域からセキュリティセンターの表示がなくなり 、 「Norton Protection Center 」 が 
表巧されます。 

- Windows ファイヤウォールが無効になります。 

■ Windows Defender が無効になります。 

□セキュリティの状態を監視してを除をならせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ巧策上で重要な次の4つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 
• rWindows Update ] が自動的に適用されるように設定されている 
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• ウイルスやスパイウェアなど悪意のあるソフトウェア巧策のソフトが最新のが態で実行さ 
れている 

• インターネットセキュリティやユーザーアカウント制御が推奨レベルに設をされている 
例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルスを義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルスに巧応できないが態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるアイコンの色がをわり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新のセキュリティ巧策を取るようにむがけてください。 

□七キユリティの設定/確認を手軽に巧う 

七キュリティセンターでは、次の設をを行うことができます。 

• 「 Windows Update 」 の自動更新 

インタ ■ —ネット利用中に 「Windows Update 」 の更新プログラムがあるかどうかをを巧的に 
確認し、お使いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows フアイアウオ' — ル 

ネットワーク経由で悪意のある第 S 者や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 

• 「 Windows Defender 」 の更新 

を義ファイルを更新して、スパイウェアなど悪意のあるソフトウェアから本パソコンを保 
護します。 

• インターネットオプション 

r Internet Explorer ] のセキュリティ設ををを更できます。ホームページ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 

■ Windows XP の場合 

□七キユリティの状態を監視してを険を知らせる 

七キュリティセンターは、七キュリティ巧策上で重要な次の3つのポイントをいつもチェック 
しています。 

• パソコンがファイアウォールで守られている 

•「Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」が自動的に適用されるように設をさ 
れている 

• 最新のウイルス巧策ソフトを実行している 

例えば、ウイルス巧策ソフトを導入していなかったり、ウイルスを義ファイルが古いままで最 
新のコンピュータウイルス に対応でき ない状態だったりした場合など何か問題があるときに、 
画面右下の通知領域にあるアイコンの色がをわり、注意を喚起するメッセージを表示してお知 
らせします。常に最新のセキュリティ巧策を取るようにむがけてください。 

□七キユリティの設定/確認を手軽に巧う 

七キュリティセンターでは、次の設をを行うことができます。 

•インターネットオプション 

r Internet Explorer ] のセキュリティ設をを変更できます。ホ ' —ムベ. —ジ閲覧中に突然表示さ 
れる広告（ポップアップウィンドウ）を遮断することもできます。 

• 「 Windows 邮 date 」 の自動更新 

インタ ■ —ネット利用中に 「Windows Update 」 の「優先度の高い更新プログラム」があるか 
どうかをを巧的に確認し、お{吏いのパソコンに自動的にインストールします。 

• Windows ファイアウオール 

ネットワーク経由で悪意のある第 S 者や不正なプログラムが侵入するのを防ぎます。 
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ファイアウオール 


パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

Windows Vista や Windows XP SP 2 では、 「Windows ファイアウォール」が標準で搭載されてい 
ます。 

「Windows ファイアウオ'—ル」については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

通信データの暗号化 


ネットワーク経由してデータをやり取りしている場合、ネットワーク上で情報の漏えいを巧く 
ことがあります。重要なデータは、あらかじめ暗号化するなどして保護することが大切です。 
Windows Vista や Windows XP Professional には、デ ■ —夕を暗号化するための機能が標準で搭載 
されています。 B 音号化機能の1つとして、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J があります。 
TCP/IP プロトコルで通信をしている場合に 「 IPSec 」 を有効にすると、ソフトウェアに依存せ 
ずにデータを暗号化させてネットワークを経由させることができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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3不正使用からの七キュリテイ 


パソコンを巧用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、複数の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、 バソコ ンの安全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除してください。セキュリティ 
がかかったが態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留める際は、第=者に知られないようにま全な場所に保管して〈 
ださい。 

また、数字だけでな〈英数字や記号を入れたり、を期的に変更したりするなど、第=者に 
推測されないように工夫をしてください。 


Windows のハ乂ワート 

Windows の起動時やレジューム時、スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設定でき 
ます。複数のユーザーで1台のパソコンを使用する場合、{ま用するユーザーによってパスワー 
ドを'変更できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

管理者権限とユーザーアカウント 


Windows では、管 a 者権限を持ったューザーアカウントを作成できます。管 a をは、化のユー 
ザーアカウントの七ットアップや管 a などを行うことができます。パソコンを巧用するュー 
ザーアカウントと管 a 者権限を持ったアカウントを分ければ、ファイルのアクセス権を管 a し 
たり、不正なプログラムのインストールや起動を制限できるため、パソコンのを全性も高まり 
ます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

■ Windows Vista の「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 について 

「ューザーアカウント制御 （ UAC )」 とは、許可なくパソコンが変更されるのを防ぐ Windows 
Vista のセキュリティ機能です。 

「ューザーアカウント制御」が有効になっていると、パソコンの動作に影響する操作や、化の 
ューザーに影響する設定'変更などが実行される前に、許可やパスワードを求めるメッセージを 
表示します。この機能により、悪意のあるソフトウェアやスパイウェアなどがインストールさ 
れたり、複数のューザーアカウントが設定されているときに管 a 者の許可なくパソコンが変更 
されたりするのを防止して、パソコンを守ります。 

ご購入時は、「ューザーアカウント制御」が有効になっています。 
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P POINT 

► パソコンの操作をしているときに「ユーザーアカウント制御 （ UAC )」 のメッセージを表示 
させないようにするには、次の手順で設定を変更して〈ださい。 

「ユーザーアカウント制御」を無効にすると、セキュリティのレベルが低下する危険性があ 
りますので、「ユーザーアカウント制御」はち効にしておくことをお勧めします。 

1. 「スタート」ボタンー「コント□—ルパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「ユーザーアカウント」または「ユーザーアカウントと家族のためのま全設定」をク 
リックします。 

3. 「ユーザーアカウント」をクリックします。 

4. 「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

5. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「ユーザーアカウント制御の有効化または無効化」ウィンドウが表示されます。 

6. 「ユーザーアカウント制御 CUAC ) を使ってコンピュータの保護に役立たせる」の 
チェックを外します。 

7. roKj をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

アク七ス権と暗号化 


Windows では、ファイルシステムとして NTFS を使用しています。 NTFS では、フォルダや 
ファイルにアク七ス権を設定できます。また 、 Windows Vista Business や Windows XP Professional 
の場合は、フォルダやファイルを暗号化することができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設定 

ュ'ーザ'一またはグル ■ ープごとに権限を設定して、権限のないュ'ーザ'一からのアクセスに対 
してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 （Windows Vista Business や Windows XP Professional の場合） 
暗号化を設定しておけば、不慮の事故や盤難などでハードディスクを紛失しても、データ 
の内容を簡単には読み出せないように保護することができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 


BIOS のパスワード 

パソコン起動時や BIOS セットアップ起動時のパスワードを設定できます。 BIOS のパスワー 
ドには、管理者用のパスワードとユーザー用のパスワードがあります。ユーザー用パスワード 
で作業を行う場合、パソコンの設定が変更できなくなるなどの制限がつきます。 

また、パソコンのハードディスク自体にパスワードを設定できます。ハードディスクにパス 
ワードを設定しておくと、パスワードを知っている人が外はハードディスクに入っている情報 
が読み出せなくなります。 

詳しくは、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う」（一 P .155) をご覧ください。 
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スマー トカ—ドリ—ダ/ライタ 


□ 巧を機種 

スマートカードリーダ/ライタを搭載している機種 

パソコン や Windows の 起動時、 ソフトウエアのログオン 時に スマートカー ド認証による七キユ 
リテイを設をできます。 スマートカー ドには の や パスワー ドなどのセキュリテイ情報を格納 
します。 1 枚の スマートカー ドに管 a 者用と ユーザー 用のパ スワー ドを、 1 つずつ設定できます。 
パソコンを 使用する場合は、 パソコン 本体に スマートカー ドをセットし 、 PIN (個人認証番号） 
を入力します。 スマートカー ドを七ッ ト しないと七キュリテイが解除できないため、従来の パ 
スワー ド認証よりもを全に使用できます。 

詳しくは、 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスをお使いになる方へ）』 
をご覧ください。 


Portshutter 


□巧を os 

Windows Vista Business、Windows XP Proiessional 

が重要 

► 無効に設をしたポートは、外部機器を接続してもお使いになれません。 

USB ポートや CD - ROM ドライブなどの外部機器接続ポートの使用を制限できます。 Portsh 山 ter 
を巧うことにより、パソコンからの情報漏洩やパソコンへの不正なプログラムの導入を防止す 
ることができます。 

USB ポートを無効にする場合、 USB 機器ごとに有効-無効の設定が可能です。 

詳しくは、添付の「ドライバーズディスク」内のマニュアルをご覧ください。 


ェグゼキュート-デイスエーブル•ビット機能 


□ 巧を機種 

エグゼキュート.デイスエーブル.ビット機能対応の CPU を搭載している機種 

エグゼキュート•デイスエーブル.ビット機能とは、不正なメモリ領由でを使用して悪意のある 
プログラムを実行可能にするバッファ-オーバーフロー脆弱性を防止する機能です。 

詳しくは、「ハードウェア」（一 P .23) をご覧ください。 






4 パソコンの盜難防止 
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パソコンの盗難とぃう危険があります。パソコンを鍵のかかる場所に設置または保管するなど 
の対策をとることもできますが、パソコン自体にも盗難防止用の機能が備えられてぃます。 

本 パソコンには、 次の機能があります。 

• 「ホ版の鍵」い P .115) 

• 「盗難防止用ロック取り付け; A ：」 卜 P .115) 

ボ販の鍵 （ D 3240) を使用したりすると、本体カバーの開閉を制限できるため、ハードデ ィス 
クなどの装置の盗難の危険性が減少します。これらの鍵の施錠ホ法につぃては、レ、ードウェ 
ァ」（一 P .23) をご覧くださぃ。 

□市販の鍵 

D 3240 でパソコン本体背面のセキュリティ施錠金具に、ホ版の鍵を取り付けることができま 
す。 

□ を難防止用ロック取り付け巧 

パソコ ン本体の盗難防止用 ロック 取り付け穴に、盗難防止用ケーブルを取り付けることができ 
ます。ケーブルの端を机や柱などに取り付けることで、 パソコ ン本体の盗難の危険性が減少し 
ます。 

盗難防止用ロック取り付け穴の場所につぃては、「各部《称」一「各部の《称と働き」い P .14) 
をご覧くださぃ。 

P POINT 

► 巿版の鍵またはを難防止用ケーブルの鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡〈ださぃ。 
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5パソコン本体廃ま時の七キュリテイ 


パソコンの廃棄-譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごま 意_ 

最近、パソコンは、オフィスやま庭などで、いろいろな用途に{まわれるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客様の重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消ちするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消去するというのは、それほど簡単 
ではありません。「データを消ちする」という場合、一般に 
. データを「ゴミ箱」に捨てる 
-「削除」操作を行う 
• 「ゴミ箱を空にする」を巧って消す 
. ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
. ハードディスクをご購入時のが態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕のファイル管 a 情報がを更されるだけで、実際にはデータが見えなくなっているだけという 
が態です。 

つまり、一見消まされたように見えますが、 Windows などの 0 S からデータを呼び出す処 a が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特殊なソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読みとられ、予期しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコンの 廃棄.譲渡などを行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するという卜 
ラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消ちすることが非常に重要となります。消ちするためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物 a 的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ Windows 、 ソフトウェアなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契拘に抵触する場合があるため、充 
分な確認を行う必要があります。 

本パソコンには、パソコンの廃棄•譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の一 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ち」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ち」は、 Windows などの OS によるファイル削除や初巧化と違い、ハードディス 
クの全領域について、元あったデータに固をパターンを上書きするため、データが復元されに 
くくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消ち」で消ました場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

レ、ードディスクデータ消ち」の使い方については、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
(^ P .120) をご覧ください。 
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ハードデイスクのデータ消'去サービスについて 


弊社では、法人•企業のお客様向けに、専門スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消ちする、「データ完全消ちサービス」をご用意しております。 

消ま方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ち」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
ります。 


ソフト消ち 

専用ソフトウェアを使って、ハードディスクに対して2回上書き（ラ 
ンダムデータ+ 0データ）する事により残存するデータを完全に消ま 
します。 DoD や NSA など海外のを種消ち規格にも巧応可能です。 

ハード消去 

消磁装置を使用してハードディスクを磁気的に破攘します。 

(最大磁力：13000ガウス） 


消ま証明として富±通が消ま証明書を発行し、消去済ナンバリングシールを対象ディスクに貼 
付して、納品物とします。 

詳しくは、「データ消ちサービス」 （ http :// segroup . fujitsu . com / fs / services / h _ elimination /) をご覧く 
ださい。 

お問い合わせ/お申し込み'先メールアドレス ： fbprj @ support . fuj itsu . com 







Memo 



第 6 章 

ソフトウェア 

ソフトウエアについて説明しています。 


1ソフトウェアー覧 
2ドライバ . 
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1ソフトウェアー覧 


本パソコンで使用できるソフトウェアをサポートしている 0 S と、ご購入された時にソフト 
ウェアが提供されているが態の一覧表です。 

該当ソフトウェアをサポートする OS は「〇」、サポートしない場合は「一」で示しています。 
ご購入時の提供形態にっいては、プレインストールで添付がされている場合を「@」、添付の 
みされている場合を 「 A 」 で示しています。 

P POINT 

► 一部のソフトウェアの使巧方法については、ヘルプまたは 「 Readme . txt 」 などの説明ファ 
イルをご覧〈ださい。 

► 選巧したカスタムメイド、または FMV バリユーシリーズによっては、この他にソフトウェ 
アが添付されることもあります。 

► 添付されているソフトウェアは「ドライバーズディスク」、「リカバリディスク」などに格 
細されています。各ソフトウェアの紹介を参照してインストールしてください。 



名称 

サポート OS 

提供 
お態 

Windows 

Vista 

Business 

Windows 

Vista Home 

Basic 

Windows XP 

Professional 

0S 

Windows Vista Business (一 P.122) 

O 

- 

- 

感 

Windows Vista Home Basic (一 P.122) 

- 

O 

- 

感 

Windows XP Professional (SP2) (一 P.123) 

- 

- 

O 

感 

セキュリティ 

Norton AntiVirus (—^ P.124) 

o 

o 

O 

A 

Portshutter (一 P.124) 

o 

- 

o 

A 

SMARTACCESS/Basic (一 P.124) 

- 

- 

o 

A 

ハードディスクデータ消ち（一 P.125) 

o 

o 

o 

A 

サポート 

FMV 診:断（一 P.127) 

- 

- 

o 

◎ 

PC 乗換ガイド（一 P.127) 

o 

o 

o 

A 

UpdateAdvisor ( 本体装置）（一 P.128) 

o 

o 

o 

© 

バックアップ皮 
リカバリ ツール 

StandbyDisk Solo (一 P.128 ) 汪 ^ 

- 

- 

o 

感 

スタンバイレスキュー Lite (一 P.129) 狂 2 

o 

o 

o 

感 

ユーティリティ 

Easy Backup (―^ P.129) 

o 

o 

o 

A 

FM-Menu (一 P.130) 

- 

- 

o 

A 

FM キーガード（一 P.130) 

- 

- 

o 

A 

富 ± 通拡張機能ューティリティ（一 P.130) 

o 

o 

o 

感 

ゆったり設定 2 (一 P.131) 

o 

o 

o 

A 

ビューァ 

Adobe Reader (― * P.131) 

o 

o 

o 

◎ 

マニュアル 

なるほどパソコン乂 P3 (一 P.132) 汪 3 

o 

o 

- 

A 

パソコン入門（一 P.132) 注 3 

- 

- 

o 

A 

CD/DVD 

DVD-RAM ドライバーソフト（一 P.133) 化 4 

- 

- 

o 

A 

Easy Media Creator (一 P . 133 ) 汪 ^ 

o 

o 

o 

© 

WinDVD (一 P . 134 ) 化 6 

o 

o 

o 

A 
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名称 

サポート OS 

提供 
於 態 

Windows 

Vista 

Business 

Windows 

Vista Home 

Basic 

Windows 父 P 

Professional 

Office 製品 

Office Personal 2003 (一 P.134) 注' 

- 

- 

O 

© 

Office Personal 2007 (一 P.135) 注' 

O 

O 

O 

© 

Office Professional 2007 (一 P. 135 ) 注 ？ 

O 

O 

o 

© 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 ( 一 P. 135 ) 注フ 

o 

o 

o 

© 

Office Professional Enterprise 2003 (一 P.136) 注 7 

— 

- 

o 

◎ 


カスタムメイド、 FMV バリューシリーズのソフトウエアおよび一部の添付ソフトウエアについては、機能別のマニュアルをご覧 
ください。 

プレインストールソフトは、必要に応じてアンインストールしてください。 

ま1:カスタムメイドで選択している場合 

ま2 : FMV バリューシリーズの Windows Vista モデルで 80GB 上のハードディスクを選択した場合、および FMV バリューシ 
リーズの Windows XP Professional モデルを選択した場合 

ミ主3: FMV バリューシリーズをお使いの場合 
ミ主4:スーパーマルチドライブを搭載している場合 

ま5: DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま6: DVD-ROM ドライブ、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ、スーパーマルチドライブを搭載している場合 
ま7 :カスタムメイドまたは FMV バリューシリーズで選がしている場合 
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各ソフトウェアの紹介 


P POINT 

► 「 Windows が実行する動作を選んでください」と表示されたら、「キャンセル」をクリック 
して〈ださい。 

■ Windows Vista Business 

□概要 

Windows Vista Business には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• MicrosoftIME (日本語入カ ューティリティ） 

• DirectX 10 (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

操作方法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プ□グラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プ□グラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プログラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利用して Windows を最新の状態にすることをお勧めします。 
rWindows Update J については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .107) をご幫〈ださい。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」を右クリックして「プロパティ」をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 

■ Windows Vista Home Basic 

□概要 


Windows Vista Home Basic には次のソフトウエアがさまれています。 

• Internet Explorer 7 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME (日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 10 (巧応ソフトウエアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

操作ホ法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プログラムと機能」ウィンドウ左の「インストールされた更新プログラムの表示」をク 
リックして表示されるモジュールを削除しないでください。 
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P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、修正プログラムが配布されている場合があり 
ます 。 「Windows Update 」 を利用して Windows を最新の状態にすることをお割めします。 
rWindows Update J については、「セキュリティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップ 
デート」（一 P .107) をご幫〈ださい。 

► お使いの Windows の基本的な情報は、「システム」ウィンドウで見ることができます。 
「スタート」ボタンをクリックし、「コンピュータ」をちクリックして「プロパティ」をク 
リックすると、「システム」ウィンドウが表示されます。 

□ 対を機種 

D 3240 


■ Windows XP Professional (SP2) 

□概要 

Windows XP Professional には次のソフトウェアが含まれています。 

• Internet Explorer 6.0 SP 2 (World Wide Web ブラウザ） 

• Microsoft IME スタンダード 2002 ( 日本語入カューテイリテイ） 

• DirectX 9.0 c (対応ソフトウェアの高速表示/高品位音声再生を実現） 

• OS 追加プログラム（出荷時の OS に適用済みの SP な降に提供されたセキュリティの問題を解 
巧:する修正プログラム） 

操作ホ法など詳細については、「スタート」メニューに登録されているヘルプをご覧ください。 

が重要 

► 「プログラムの追加と削除」で、「更新プログラムの表示 J にチェックを付けたときに表示 
されるモジュールを削除しないで〈ださい。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては， 「 OS 追加プログラム J よりも新しい修正プロ 
グラムが配布されている場合があります 。 「Windows Update 」 を利用して Windows を最 
新の状態にすることをお勧めします 。 「Windows Update 」 については、 「セキュリティ」— 
「 Windows やソフトウェアのアップデート」をご覧〈ださい。 

□ SP 2 のインス!ル 

SP 2 には、 Windows XP に対する新しい修正が含まれています。 

インストールの前に、必ず管理者権限を持ったューザーとしてログオンしてください。 

ブ「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

ク「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

c ： ¥sp¥xpsp2. exe 

「 Windows XP Service Pack 2 セットアップウイザード」ウインドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

4 「追加使用許諾契約書」を読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 
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この後は、メッセージに従ってインストールを完了してください。 

P POINT 

► WindowsXP のバージョン情報は，ホの操作で見ることができます。 

1. 「スタート」ボタンー「マイコンピユータ」の順にクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニユ ーー >「バージョン情報」の順にクリックします。 

■ Norton AntiVirus 

□概要 

コンピュータウイルスを検出.駆除します。詳しくは、「セキュリティ」一「コンピュータウ 
イルス対策」（一 P .105) をご覧ください。 

ユーザー登録をすると「シマンテックテクニカルサポートセンター」をご利用になれます。詳 
細については「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」（一 P .203) をご覧ください。 

□インストール方ま 

インストール前に、必ず管理を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指定して実行」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ security ¥ nav ¥ navsetup . exe 

この後は、メッセージに従って操作してください。 


■ Portshutter 

□概要 

USB ポートや CD / DVD ドライブなどの接続ポートを無効にするソフトウェアです。不要な機 
器を接続させないことにより、情報漏巧を防止できます。 

□インストール方ま 

インストール手順については、「ドライノくーズディスク」内の 「¥ security ¥ portshut¥m 皿 ual ¥ 操作 
マニュアル .pdfj をご覧ください。 

■ SMARTACCESS/Basic 


□概要 

スマートカードなどを使用するためのソフトウエアです。 
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□ 対を機種 

スマートカードリーダ/ライタを搭載している機種 

□ インス I —ル方ま 

インストール方法については 『 SMARTACCESS ファーストステップガイド（認証デバイスを 

お使いになるホへ)』をご覧ください。 

■ハードディスクデータ消去 
□概要 

ハードディスク内のデータを消まします。詳しくは「セキュリティ」ーレくソ コンの 廃棄.譲 

渡時のハードディスク上のデータ消ちに関するご注意」 （^ P .116) をご覧ください。 

□ ま意事項 

■本ツールでは、本パソコンに内蔵されているハードディスクのみを巧象としています。こ 
のため、外付けのハードディスクのデータを消ちすることはできません。 

• 1回の操作でデータを消ちできるハードディスクは1つです。複数のハードディスクを消ま 
する場合は、システムを再起動してからハードディスクデータ消ちを実行する必要があり 
ます。 

■「リカバリディスク」を起動してから 、 Windows Vista の場合は72時間 、 Windows XP の場合 
は24時間経つと、本パソコンが自動的に再起動されます。そのため、「リカバリディスク」 
を起動してから長時間放置した場合は、再起動してからハードディスクデータ消ちを実行 
してください。 

• 必要なデータはバックアップしてください。 

■周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外し、ご購入時のが態に戻してくだ 
さい。 

• データ消ち終了まで、数時間かかります。 

• データ消ま中に電源を切らないでください。ハードディスクがか障する可能性があります。 

• データ消ち中にリカバリディスクを取り出さないでください。処理が継続できなくなる場 
合があります。 


□データミ肖去方法 

「リカバリディスク1」を用意してください。 

y 「リカバリディスク1」をセットします。 

ク本パソコンを再起動します。 

3 「 FLUTSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを押します。 

r Boot MenuJ または「起動メニュー」が表示されます。表示されない場合は、すぐに 
【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 +に el 幻 e 】 キーを押して本パソコンを再起動してください。 
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P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回押してください。 

► 「 BootMenu 」 または「起動メニユ ー 」が表示されない場合は、本パソコンを再起動しても 
う一度操作してください。 

4 CD/DVD ドライブを選択して Enter】 キーを巧します。 

「トラブル解みナビ」ウィンドウまたは「使用許諾」ウィンドウが表示されます。 

5 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「ユーティリティ」タブをクリックし、「ハードディスクデータミ肖去」を選択し、「実 
行」をクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. 「使用許諾」をよく読み、「同意します」をクリックします。 

「リカバリ メニュー」 ウィンドウが表示されます。 

2. 「メニユー」から「ハードディスクデータミ肖去」を選択し、「実行」をクリックします。 

「ハ'ードディスクデ'ータ消ま」ウィンドウが表示されます。 

6 ミ主意事項をよく読み、「同意します」にチIックを付け、「次へ」をクリックし 
ます。 

「データを消ちするハードディスクを選択してください。」と表示されます。 

7データを消去するハードディスクにチ卫ックを付け、「次へ」をクリックしま 
す。 

レ、ードディスクを消ちする方式を選択してください。」と表示されます。 

ぶ消去する方式を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の説明をお読みになり、エラー発生時の処 a を選択してください。」と表示されま 
す。 

タエラー発生時の処理方法を選択し、「次へ」をクリックします。 

「な下の条件で、データの消まを開始します。よろしければ[開始]ボタンをクリックし 
てください。」と表示されます。 

10 「開始」をクリックします。 

レ、ードディスクデータ消ちを実行します。よろしいですか？」と表示されます。 

" 「0K」 をクリックします。 

しばらくすると、「電源ボタンを 4 ゆな上押して、電源を切ってください。」と表示され 
ます。 

12 電源ボタンを4砂レ:>1上巧して電源を切ります。 

な上で ハードディスクデータ 消まは終了です。 
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■ FMV 診断 

□概要 

ハードウエアの故障箇所を的確に診断します。 

□インス I —ル方ま 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ]: ¥ s 叩 port ¥ shindan ¥ fmv 1910¥ disk 1 ¥ set 叩 . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

P POINT 

► インストール後、「スタート」メニユーに 「 FMV 診断」がを録されない場合があります。 
この場合は、 「 C :¥ fjuty ¥ fmvdiag ¥ fmvdiag . exe 」 を直接起動するか、シヨートカットを作成 
してください。 

■ PC 柔換ガイド 

□概要 

々までお使いになっていたパソコンから、現在お使いのパソコンへ必要なデータを移行するた 
めのソフトウエアです。 

□インス I —ル方ま 

インストールの前に、必ず管理者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指まして実行」の順にクリックします。 

♦ Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app ¥ pGmigrat ¥ set 叩 . exe 

この後は、メッセージに従って操作してください。 
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■ UpdateAdvisor (本体装置） 

□概要 

適用すべき修正データをダウンロードして適用することができます。また、 「UpdateAdvisor 
(本体装置）情報収集」を利用してお使いのコンピュータの動作環境情報を収集できます。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指定して実行」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ support ¥ wdateadvisor ¥ setup.exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ StandbyDisk Solo 

□概要 

C ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領域（スタンバイ エリ 
了) に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するユーティリティです。スタンバイ エリア 
の容量は、 C ドライブの使用領由でと同容量になります。フォルダやファイルごとの更新や復旧、 
スケジュール機能を 使っ たバ ックアッ プデータの自動更新が可能です。 

□ 対を機種 


StandbyDisk Solo を選択している機種 


□インストール方ま 

ご購入時は、セットアップ後、「スタート」メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタンー「すべてのプログラム」^ 「StandbyDisk Solo インスト'—ル」の順にクリックし、 
画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の r StandbyDisk SoloJ CD-ROM 内のマニュアルをご覧になり、インストー 
ルを実行してください。 

が重要 

► 「 S ね ndbyDiskSolo 」 CD - ROM 内のマニュアルをよくお読みになつてからインス I ルを実 
巧してください。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使用量と同等レ:>1上の空き容量が必要です。 
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■ スタンバイレスキユー Lite 

□概要 

C ドライブの内容を、同ードライブ内の隠しファイルとして保存される領域（スタンバイエリ 
了) に保存し、問題が生じたときに速やかに復旧するューティリティです。スタンバイエリア 
の容量は、 C ドライブの使用領域と同容量になります。フォルダやファイルごとの更新や復旧、 
スケジュール機能を使ったバックアップデータの自動更新が可能です。 

□ 対を機種 

FMV バリューシリーズの Windows Vista モデルで 80 GB な上のハードディスクを選択した場 
合、および FMV バリュ' —シリ ■ —ズの Windows XP Professional モデルを選択した場合 

□インス I ル方ま 

ご購入時は、セットアップ後、「スタート」メニューにインストーラが表示されます。「スター 
卜」ボタンー「すべてのプログラム」一「スタンバイレスキュー Lite インストール」の順に 
クリックし、画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

リカバリ後は、添付の「スタンバイレスキュー Lite 」 CD - ROM 内のマニュアルをご覧になり、 
インストールを実行してください。 

が重要 

► 「スタンバイレスキュ ー Lite 」 CD - ROM 内のマニュアルをよ < お読みになつてからインス 
卜ールを実行してください。 

► インストール後の C ドライブには、現在の使用量と同等な上の空き容量が必要です。 

■ Easy Backup 

□概要 

お客様が作成したファイルなどを簡単な操作でまとめてバックアップできるソフトウエアで 
す。 


□インス I —ル方ま 

インストールの前に、必ず管巧者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指まして実行」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ app ¥ easybup ¥ setup . exe 


この後は、メッセージに従って操作します。 

使用方法については、ヘルプまたはソフトウェア説明書をご覧ください。 



製品ガイド 


■ FM-Menu 

□概要 

ボタン式メニュ'一から簡単にソフトウエアを起動できます。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] :¥app¥fmmenu¥set 叩. exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ FM キーガード 

□概要 

特定のキー入力を抑止する機能と、プログラムメニューに表示するメニューの巧止機能を追加 
するソフトウエアです。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管巧を権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] :¥app¥fmkguard¥set 叩. exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ 富±る拡張機能ユーティリティ 
□概要 

FMV シリーズのハードウエアあ張機能をサポートするためのソフトウエアです。 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

P POINT 

► 富±通拡張機能ユーティリティをインストールする前に、 FUJ 02 E 3 デバイスドライバがイ 
ンストールされていることを確認してください。インストールちまについては、「ドライ 
バーズディスク」内の 「¥ hardassist ¥ fjextuty ¥ vista ¥ fuj 02 e 3. txt」（Windows Vista の場合）、 
または 「¥ hardassist ¥ l ] extuty ¥ xp ¥ fuj 02 e 3. txt」（Windows XP の場合）をご覧〈ださい。 



製品ガイド 


ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指まして実行」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ]: ¥ hardassist ¥ fjextuty ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ ゆったり設定2 
□概要 

パソコン をより使いやすくするために、 マウスポインタの 動く速 ま、 音量、文字や アイコン 
の 大きさな どの 設定を簡単に変更できます。 

□インス I —ル方ま 

インストールの前に、必ず管理者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル 
名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ app¥ez 叩 erat¥set 叩. exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ Adobe Reader 

□概要 

PDF (Portable Document Format ) ファイルを表示、閲覧、巧刷できます。 

□インス I ル方ま 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

P POINT 

► セットアップ中、「読み取り専用ファイルの検出」ウィンドウが表示された場合、「はし、」 
をクリックして操作を進めて< ださい。 

► インストール後、再超動時にメッセージが表示される場合があります。動作上問題ありま 
せんので、そのままお使い〈ださい。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 
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ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] :¥app¥adobe¥adberdr80_ja」p. exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■なるほどパソコン入門 
□概要 

パソコンの操作や文字入力の方法などについてわかりやすく説明しています。 

户 POINT ； 

► なるほど パソコン 入門では 、 「Flash Player 」、 「Shockwave Player 」 を使巧します。 

► 「Shockwave Player 」 のインストールを終了すると、自動的にインターネットに接続する 
場合があります。この場合、ブラウザや「新しい接続ウィザード」ウィンドウが表示され 
たら、ウィンドウを閉じ終了してください。 

□ 対を機種 

FMV バリユーシリーズ 

□インストール方法 

インストールの前に、必ず管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル 
名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[CD/DVD ドライブ] ：¥pcf i rst¥setup. exe 

「なるほどパソコン入門の準備」ウインドウが表示されます。 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■パソコン入門 
□概要 

パソコンの操作や文字入力の方法などについてわかりやすく説明しています。 

P POINT 

► パソコン 入門では 、 「Flash Player 」 、 「Shockwave Player 」 を使巧します。 

「Shockwave Player 」 のインストールを終了すると、自動的にインターネットに接続する 
場合があります。この場合、ブラウザや「新しい接続ウィザード」ウィンドウが表示され 
たら、ウィンドウを閉じ終了してください。 

□対象機種 

FMV バリユーシリーズ 
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□インス I —ル方ま 

ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ ]: ¥pcf i rst ¥ setup . exe 

レくソコン入 P 弓の準備」ウインドウが表示されます。 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ DVD-RAM ドライバーソフト 

□概要 

ハードディスクとほぼ同様の操作で、データ書き込みを可能にする DVD - RAM を使うことが 
できます。 

DVD - RAM の保存お式は、 FAT 形式 （ FAT 32) または UDF お式 （ UDF 1.5 および UDF 2.0) を 
選択することができます。 

ただし、パケットライト機能を使用することはできません。 

□ 対を機種 

スーパーマルチ ドライブを搭載している機種 

□インス I -ル方ま 

インストールの前に、必ず管巧者権限を持ったユーザーとしてログオンしてください。 

1 「DVD MULTI ドライブ専用ドライバーソフト」 CD - ROM をセットします。 

ク「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] :¥ dvdram ¥ winxp ¥ set 叩 . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ Easy Media Creator 

□概要 

パソコンのデータ や音楽、映像 データを CD や DVD に保存するた めの ソフトウェアです。 
使用ホをについては、ソフトウェア内のヘルプをご覧ください。 

P POINT 

► DVD+RDL にデータ書き込みを行う場合、 DVD-ROM との互換性を高めるために 「Extended 
Partial Lead - out 」 （約 512 MB ) が書き込まれます。このため、最大書き込み容量は約 7.99 GB 
となります。 

► DVD-R DL の追記はサポートしていません。 
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□ 巧を機種 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、またはスーパーマルチドライブを搭載している機種 

□インストール方法 

リカバリを実行した場合 、 「Easy Media CreatorJ を手動で インストール する必要があります。 
インストールの 前に、必ず管 a 者権限を持った ユーザー としてログオンしてください。 

ブ 「Easy Media Creator 」 CD - ROM をセットします。 

ク次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を 
指定して実行」の順にクリックします。 

参 Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD/DVD ドライブ] ：¥ roxio ¥ setup . exe 

この後は、メッセージに従って操作します。 


■ WinDVD 

□概要 

映画や音楽などの DVD を再生するソフトウェアです。 

□ 巧を機種 

DVD - ROM ドライブ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、スーパーマルチドライブを搭載してい 
る機種 

□インストール方ま 

インストール方法については、添付の 「 WinDVD 」 CD - ROM 内の 「¥ dvd ¥ dvdreadme . txt 」 をご覧 
ください。 

■ Office Personal 2003 

□概要 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付の マニュアル、 および『アプリケーシヨン補足説明書 Microsoft ® 
Office 2003 Editions 』 をご覧ください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、プレインストールされている更新プ□グラム 
よりも新しい修正プ□グラムが配ホされている場合があります。 rOffice のアップデート」 
を巧用して Office を最新の状態にすることをお勧めします。 「 Office のアップデート」につ 
いては、マイクロソフト社のホームぺージをご覧 < ださい。 
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□ 巧を機種 

Office Personal 2003を選択した機種 


□インス I -ル方ま 

インストール方法については『アプリケーシヨン補足説明書 Microsoft ® Office 2003 Ed 抽 ons 』 
をご覧ください。なお、リカバリを実行した場合 、 「Office Personal 2003」を手動でインストー 
ルする必要があります。 


■ Office Personal 2007 

□概要 

文書作成、表計算、メールなどのソフトウェアが含まれています。 
詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□ 対を機種 

Office Personal 2007を選択した機種 


□インストール方ま 

インストールホ法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。なお、リカバ 
リを実行した場合 、 「Office Personal 2007」を手動でインストールする必要があります。 

■ Office Professional 2007 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、データベース、メールなどのソフトウェア 
が含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

□ 対を機種 

Office Professional 2007を選択した機種 

□インス I -ル方ま 

インストールホ法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。なお、リカバ 
リを実行した場合 、 「Office Professional 2007」を手動でインストールする必要があります。 


■ Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、メールなどのソフトウェアが含まれていま 
す。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 


□ 巧を機種 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007を選択した機種 
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□インストール方法 

イ ンス トール方法についてはソフトウェアに添付の マニュアルを ご覧ください。なお、リカバ 
リを実行した場合、「0 街 ce Personal 2007 with PowerPoint 2007」を手動でインストールする必 
要があります。 

■ Office Professional Enterprise 2003 

□概要 

文書作成、表計算、プレゼンテーション資料作成、データベース、メールなどのソフトウェア 
が含まれています。 

詳しくはソフトウェアに添付のマニュアル、および『アプリケーション補足説明書 Microsoft ® 
Office 2003 Editions 』 をご覧ください。 

P POINT 

► 本パソコンをご購入された時期によっては、プレインストールされている更新ブログラム 
よりも新しい修正プログラムが配布されている場合があります。 rOffice のアップデート」 
を利巧して Office を最新の状態にすることをお勤めします。 「 Office のアップデート」につ 
いては、マイクロソフト社のホームぺージをご覧〈ださい。 


□対象機種 

Office Professional Enterprise 2003を選択した機種 


□インストール方法 

イ ンス トール方法に ついては 『アプリケーシヨ ン 補足説明書 Microsoft ® Office 2003 Editions 』 
をご覧ください。なお、リカノくリを実行した場合、「0衍 ce Professional Enterprise 2003」を手動 
でイ ンス トールする必要があります。 
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アンインストール方ま 


■ を意事項 

ソフ トウェアを アンインス トールする場合は、次の点に注意してください。 

■ソフトウェアをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

アンインストール時に次のようなメッセージが表示されることがあります。 

「この DLL は複数のソフトウェアで巧用されている可能性があります。削除を行います 
か」 

この DLL ファイルを削除すると、化のソフトウェアが正常に動作しなくなることがありま 
す。ソフトウェアの マニュアル、 ヘルプ、または 「 Readme . txt 」 などの説明ファイルで、特 
に指示がなレ、場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次の方法があります。 

• アンインストール機能を使用する 

ソフトウェアにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「プログラムのアンインストールまたはを更」機能を使用する （Windows Vis はの場合） 
「プログラムと機能」ウィンドウの「プログラムのアンインストールまたは変更」機能を使 
用して、ソフトウェアを削除できます。 

• 「プログラムの追加と削除」機能を使用する （Windows XP の場合） 

「コントロールパネル」 ウィンドウの「プログラムの追加と削除」機能を使用して、 ソフト 
ウェアを削除できます。 

アンインストールホ法はソフトウェアによって異なります。詳細は各ソフトウェアのマニュア 
ル、ヘルプ、または 「 Readme . txtl などの説明ファイルをご* ください。 
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2ドライバ 


が重要 

► 添付の「ドラィバーズディスク」をセットすると「ドラィ/くーズディスク検索」ツールが 
起動します。「ドラィバーズディスク検索」ツールでお使いの OS を選巧すると、使巧でき 
るドラィバの一覧が表示されます。機種名が選択できる場合は、お使いの機種名も選巧し 
て〈ださい。 

誤ったソフトウ X アをインストールした場合、本パソコンが正しく動作しなくなり、リカ 
バリが必要となることがありますので、必ず 0 S や機種名を選択し、正しいソフトウェア 
を使巧してください。 

► すでにインストールされているドライ/くについては、特に問題がない限リインストールし 
ないでください。 

リカバリ後はお使いの機器および選択したカスタムメイドオプションにより、ドライバのイン 
ストールが必要です。 

•インストールが必要なドライバ 
-ディスプレイドライバ 
. スマートカードリーダ/ライタ 

その他のドライバをインストールする必要はありません。ただし、ドライバを誤って削除した 
り、またなんらかの理由により破損した場合、ドライバのインストールが必要になります。 
インストールについては、機能別の マニュアル、 またはをドライバの フォルダ 内にある 
「 Install . txt 」 または 「 Readme . txt 」 をご覧ください。 

□ま意事巧 

•をドラィバの最新版は富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / 
index support . html ) のドライ ノくダウンロ ー ドペ^ージに掲載されています。 






第 7 章 


BIOS 

BIOS セットアップというプログラムについて説 
明しています。また、本パソコンのデータを守 
るためにパスワードを設定するち法について説 
明しています。 


1 BIOS セットアップとは . 140 

2 BIOS セットアップの操作のしかた . 141 

3 メニュー詳細 . 144 

4 BIOS のパスワード機能を巧う . 155 

5 BIOS がま示するメッセージー覧 . 158 
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1 BIOS 七ットアップとは 


BIOS 七ッ トアップはメモリやハードディスク、 フロッ ピーディスクドライブなどのハード 
ウェアの環境を設をするためのプログラムです。 

本 パソコン ご購入時には、必要最小限のことはすでに設をされています。次の場合に設をの'変 
更が必要になります。 

•特定の人だけが本パソコンを利用できるように、本パソコンにパスワードけ音証番号）を 
設をするとき 

• リソースの設定を変更するとき 

• 自己診断中に BIOS 七ットアップを促すメッセージが表示されたとき 
• 化の 0 S をお使いになるとき 

P POINT 

► BIOS セットアップで設をした内容は、パソコン本体内部の CMOS RAM と呼ばれるメモリ 
に記録されます。この CMOS RAM は、記録した内容をバッテリによって保存しています。 
BIOS セットアップを正し〈誤をしても、電源を入れたとき、または再起動したときに、 
BIOS セットアップに関するエラーメッセージが表示されることがあります。このような 
場合は、バッテリがミ肖耗し 、 CMOS RAM に設を内容がなをされていない可能性が考えら 
れますので、「富±通/、ードウ I ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡〈ださし、。 
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2 BK ) S 七ットアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアップを起動する 


ブ作業を終了してデータを保存します。 

ク本パソコンをち起動します。 

3 画面下にレ F 2>: BIOS セットアップ」と表示されたら、 [ F 2] キーを押します。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して 【 Enter 】 キーを押してくださ 
い （^ P .157)。 

BIOS 七ットアップ画面が表示されます。 


1 メニューバ ー 


2 設ま フイールド 


3 ヘルプフィールド 


4キ- k 

機種や装置により、表示が異なる場合があります。 

1. メニューバー 

メ ニュ I —の名称が表示されます。 

2. 設定フィールド 

各 メニューで 設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. ヘルプフィールド 

力ーソルを合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ-覧 

設定時に使うキーの一覧です。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 □ゴや Windows の起動時 
の □ ゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、 BIOS セットアップを起動する際、本パソコンの再起動後に [ F 2] キーを数 
回押してください。 


情報 


Phoenix BIOS セットアッブユーテイリテイ 


システム詳細電源管理セキ: 


型名 


項目ヘルプ 

製造番号 



BIOS 版数 



己に S 曰せ 

yyyy/mm/dd 


CPU タイプ 



CPU 速度 

GHz 


全メモリ容量 

MB 


MAC アドレス 



UUID 



カスタムメイド番号 




F1 ヘルプ U 項目の選が ■/+ 
ESC 終了 いメニューの選択 Enter 


値のを更 

選択►サブメニュ - 


F 9 標準設定 _ 

F10 巧をしてが下 
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設 定を変更 する_ 

BIOS 七ットアップは、キーボードを{まってすべての操作を行います。 

ブ【^】レ】キーを押して、設定を変更したいメニユーに力ーソルを合わせます。 

ク 【 t 】【 i 】 キーを押して、設定を変更したい項目に力ーソルを合わせます。 

►の付いている項目はサブメ ニュ. —があることを表します。 

►の付いている 項目に カーソルを 合わせ、 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニューが 表示 
されます。 

3【一】【+】キーを押して、設定を変更します。 

さらに化のメニューの設ををを更したいときは、手順1から繰り返します。 
サブメニューを表示していた場合は、 【 Esc 】 キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップを終了するときは、 「 BIOS セットアップを終了する」 （^ P .143) をご覧く 
ださい。 


各キ ーの 役割 __ 

BIOS セットアップで使うキーの役割は次のとおりです。 


キー 

お割 

[ F 1] キー 

BIOS 七ットアップで使用するキーについて説明しているヘルプ画 
面が表示されます。 

閉じる場合は、 【 Esc 】 キーを押します。 

【叫卜】キー 

メニューを切り替えます。 

m m キー 

設定する項目にカーソルを移動します。 

【-】【+】キー 

を項目の設を値をを更します。 

[ F 9] キー 

標準設定値が読み込まれます。 

【 Esc 】 キー 

「終了」メニュ ' 一が表示されまず。サブメニュ'一が表示されている場 
合は、1つ前の画面が表示されます。 

【 Enter 】 キー 

次のことを行います。 

.►が付いている項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、 
サブメニュ'~が表示されます。 

•設を値にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、設を値の 一 
覧が表示され、設を値を選択できます。 

【 F 10】 キー 

を更した設を値を保存して BIOS セットアップを終了します。 

【 Tab 】 キー 

時刻や日付の設を時に時、分、秒または年、月、日の間でカーソル 
を移動します。 
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BIOS 七ットアップを終了する 


ブ「終了」メニユーを表示します。 

【 Esc 】 キー または【^】【^】 キーを 押してください。 

ク 【 T 】 【1】キーを押して終了方法を選び、に nter 】 キーを巧します。 

終了方をは、「終了 メニュー」（一 P .154) をご覧ください。 

ゴト】【一】キーを巧して「はし、」に力ーソルを合わせ、 Enter 】 キーを巧します。 

BIOS 七ットアップが終了します。 
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3タニュー詳細 


BIOS セットアップの個々のメニューを説明します。 

が重要 

► 巳 IOS セットアップの仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめ 
ご了承ください。最新の巨 IOS 情報は、富±通製品情報ぺージ （ http :// www . fmworld . net / biz / 
fmv /) をご幫〈ださい。 


情報メニュ ー 


情報 メニューには、 BIOS セットアップやパソコン本体に ついての 情報が表示されます。設定 
の変更はできません。 

■設定項目の詳細 


□型名 

本パソコンの型夕が表示されます。 

□製造 ま 号 

本 パソコ ンの製造番号が表示されます。 

□ BIOS 版数 

BIOS のバージョンが表示されます。 

□ BIOS 日付 

BIOS の日付が表示されます。 

□ CPU タイプ 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の種類が表示されます。 

□ CPU 速度 

本 パソコンに 搭載され ている CPU の速度が表示されます。 

□全メモリ 容量 

本 パソコンに 搭載され ているメインメモリ （ RAM ) の合計を量が表示されます。 

□ MAC アドレス 

本パソコンの mac ァドレスが表示されます （ LAN コントローラーを無効に設をした場合は、 
表不されません）。 
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□ UUID 

本パ ソコンの UUID が表示されます。 

□カスタムメイドま号 

本 パソコンのカスタムメイド （ BTO ) 番号が表示されます。 

システムメニュー 

システムメニューでは、 日時および ハードディスク ドライブなどに関する設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□ システム時刻 

24 時間単位で時刻を設をします。キーボードから数値を入力します。 【 Enter 】 キーを押すと、 
「時：分：秒」の順にカーソルが移動します。 

- 00:00:00〜23:59:59 

□システム日付 

年月日を設をします。キーボードから数値を入力します。 【 Enter 】 キーを押すと、「年/月/ 
日」の順に カーソルが 移動します。 

-1981/01/01 ~ 2099/12/31 

P POINT 

► 「システム時刻」、「システム日付」は一度合わせれば電源を入れるたびに設まする必要はあ 
りません。 

□言語 (Language) 

BIOS セットアップで表示する言語を設定します。 

- 日本語 ( JP ) (初期値）： 日本語で表示します。 

.English ( US ) :英語で表示します。 

P POINT 

► 出荷時は、「日本語 （ JP ) 」 に設定されております。本設定は、「終了」 一 「標準設定値を 
読み込む」を実行しても、本パソコンご購入時の状態には戻りません。必要に応じて変更 
して〈ださい。 

□ SATA ポート、 IDE ポート 

シリアル ATA コネクタや IDE コネクタに接続されているデバイスの情報を表示します。 

P POINT 

► 接統されているデバイスと、各メニユーとの対応は、次のとおりです。 

. SATA ポート：シリアル ATA コネクタに接綿されたデバイス 
- IDE ポート： IDE コネクタに接続されたマスターデバイス 

• ディスク容量… ハードディスクドライブが接続されている場合に、ハードディスクドライブ 
の最大容量が表示されます。 
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P POINT 

► 本項目のディスク容量記載は， 1 MB =1000 2 byte 換算によるものです。 

詳細メニユー 

詳細 メニューでは、 周辺機器などに関する設をを行います。 

■設定項目の詳細 


□起動デバイスの優先順位 

0 S を読み込むデバイスの優先順位を設定します。 

起動デバイスリスト'''起動させるデバイスが、最大8個まで表示されます。をデバイスが起動 
する優先順位は、番号順になります。 

除外された起動デバイス…「起動デバイスリスト」に表示されていないデバイスが表示されま 
す。 

【 T 】 【丄】キーを使って優先順位をを更したいデバイスを選択し、 【+】 キーまたは [ Space ] 
キーを押すと上位に、 【一】 キーを押すと下位にそれぞれ項目が移動して優先順位が'変更され 
ます。【 X 】キーを押すと、「起動デバイスリスト」と「除外された起動デバイス」間を選択し 
たデバイスが移動します。 

• Floppy Disk Drive 

USB コネクタにフロッピーディスクドライブが接続されている場合、起動ディスクが七ッ 
卜されているフロッピーディスクドライブから起動します。 

• HDD 4 :[お使いのハードディスク名称] 

シリアル ATA コネクタに接続されたハードディスクドライブから起動します。[お使いの 
ハードディスクを称]には、接続されているハードディスクドライブのを称が表示されま 
す。ドライブが接続されていない場合は 「 None 」 と表示されます。 

• CD/DVD :[お使いの CD/DVD ドライブ名称] 

CD - ROM 、 DVD 、 CD - R / RW などの CD - ROM 互換デバイスから起動します。 

PPOINT ^ 

► CD - ROM から起動するにはブート可能な CD - ROM が必要となります。再起動前に CD-ROM 
ドライブに CD - ROM をセットしてください。 

• NETWORK :[ネットワークモジュール名称] 

ネットワーク サーノ く 一から 起動します。「詳細」一「ネットワーク サーノ く 一からの 起動」を 
rPXEJ に設定した場合、[ネットワークモジュール名称]には標準搭載の PXE ( Pre-boot 
Exec 加 on Environment ) の《称 「MBA vl 0.0.9 Slot 0200」が表示されます。「使用しない」に 
設定した場合は 「 None 」 と表示されます。 

P POINT 

► ネットワークサーバーから起動可能な LAN 力ードをお使いの場合、[ネットワークモジュー 
ル名称]にはお使いの LAN 力ー ドのネットワークモジュール名が表示されます。 

□起動メニュー 

【F12】 キーを押して起動メニューを表示するかどうかを設定します。 

. 使用しない： 無劾にします。 
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- 使用する（初期値）： 有効にします。 

• Hyper Threading Technology. '.本項目は、ハイパースレッディング.テクノロジー機能に巧 

応した CPU の場合に表示されます。ハイパースレッディング•テクノロジー機能を有効に 
するか無効にするかを設をします。 

- 使用しないけ刀期値）： 無効にします。 

- 使用する： 有効にします。 

P POINT 

► 出荷時は、「使用しない J に設をされております。本設をは、「終了」一「標準誤を値を読 
み込む J を実行しても、本パソコンご購入時の状態には戻りません。必要に応じて変更し 
てください。 

■ XD ビット機能''' CPU の「エグゼキュート.ディスエーブル.ビット機能」を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

•使用する（初期値）： 有効にします。 

- 使用しない： 無効にします。 

• プライマリディスプレイ''. プライマリディスプレイになるビデオデバイスを選択します。 
を設定項目で選択されるビデオデバイスの優先順位は次のとおりです。 

- 内蔵ビデオけ刀期値）： 内蔵ビデオデバイスをプライマリディスプレイにします。 

• PCI : PCI あ張スロットのビデオカードをプライマリディスプレイにします。 

PCI あ張スロットにビデオカードを接続していない場合は、内蔵ビデオデバイスが選択さ 
れます。 

• ビデオメモリサイズ''' 内蔵ビデオデバイスのビデオメモリ容量を設をします。 

- 自動け刀期値）： 搭載しているメモリ容量に応じてビデオメモリ容量を設定します。 

- 64MB :ビデオメモリを量を 64 MB に設定します。 

• 起動時の NumLock 設定''' 起動時または再起動時に、キーボードのテンキーを NumLock 状態 
にするかどうかを設をします。 NumLock 状態にすると、テンキーから数字を入力できます。 
- オンけ刀期値）： キーボードを NumLock が態にします。 

- オフ： キーボードを NumLock 状態にしません。 

P POINT 

► Windows Vista または Windows XP をお使いの場合，電源オンすると前回電源オフしたとき 
に OS が記録した NumLock が態に戻ります。 

• キーボードエラー検出''' キーボードのエラーを表示するかどうかを設定します。 

. 巧用しない： キーボー ドが接続されていないときでも キーボー ドの エラーを 表示しませ 
ん。 

•巧用する（ネ刀期値）： キ'~ボ'ードが接続されていないときにキ'ーボ'ードのエラ ■ —を表示し 
ます。 

• USB コントローラ —— USB コントローラを有効にするかどうかを設をします。 

. 使用しない： すべての USB コントローラを無効にして、リソースを解放します。 

. 背面のみ： パソコン本体背面の USB コントローラのみを有効にします。 

- 使用する（ネ刀期値）： すべての USB コントローラを有効にします。 

• USB レガシーサポート ''' USB に巧応していない OS で USB 規格の周辺機器を使用可能にする 
かどうかを設定します （Windows Vis はおよび Windows XP は、 USB 対応です)。 

- 使用しない： USB にが応していない OS では、 USB 規格の周辺機器が使用できません。 

. キーボー ド / マウス： USB に対応していない OS でも 、 USB キーボードおよび USB マウ 
スが巧用できます。 
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- 使用する（初期値）： USB に対応していない OS でも、 USB 規格の周辺機器が使用できます。 

P POINT 

► 本パソコンは、すべての USB 規格に対応した周辺機器の動作をな証するものではありませ 
ん。 USB 規格に対応した周辺機器を接続して問題がみられる場合には、本設をを「使用し 
なし、」に設ミするか、 Windows が起動した後に USB 規格の周辺機器を接続して〈ださし、。 

• LAN コントローラ ——標準搭載の LAN を有効にするかどうかを設定します。 

- 使用しない： 標準搭載の LAN を無効にして、リソースを解放します。 

- 使用する（初期値）： 標準搭載の LAN を有効にします。 

□ネッ トワークサーパー から起動 

標準搭載の LAN を経由してネットワークナーバーからの起動を有効にするかどうかを設をし 
ます。 

- 使用しない： 標準搭載の LAN を経由したネットワークサーバーからの起動を無効にしま 
す。 

- PXE け刀期値）： 標準搭載の LAN を経由してネットワークナーバーから起動できるよう 
にします。 

P POINT 

► ネットワークサーパ'-から起動可能な LAN 力ードをお使いの場合、「起動デバイスリスト J 
に、お使いの LAN 力ードのデバイス名が追加されます。表示されるデバイス名は、 LAN 力一 
ドによ り異なります。 

► ネットワークサーバーから超動するためには ， 「Wired for Management Baseline Versions.Oj 
に準拠したインストレーシヨンサーパ'-システムが必要となります。 

□ シリアル/パラレルポート設定 

サブメニューを使って、シリアルポート、パラレルポートの I / O アドレスなどに関する設をを 
行います。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと、 サブメニュー 画面が表示されます。 

• シリアルポート '''シリアルポートの I / O ポートアドレス、割り込み番号を設をします。 

- 使用しない： シリアルポートを無効にして、リソースを解放します。 

- 使用するけ刀期値）： シリアルポートの I/O ポートアドレスと割り込み番号を設をします。 

P POINT 

► 「使巧しない」に設をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな< なります。 

► Windows Vista または Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージャで使用 
不可または無効にしてください。 

•I/O アドレス，割り込み番号： 「シリアルポート」を「使用する」に設をした場合に表示 
されます。シリアルポートの I / O アドレスと割り込み番号を設をします。 

- 3F8, IRQ 4 (巧期値）、 2F8, IRQ3、3E8, IRQ 4、 2E8, IRQ 3 

• パラレルポート '''パラレルポートの I / O ポートアドレス、割り込み番号を設定します。 

. 使用しない： パラレルポートを無効にして、リソースを解放します。 

- 使用するけ刀期値）： パラレルポートの I/O ポートアドレスと割り込み番号を設定します。 



S 品ガイド FMV - D 3240 


P POINT 

► 「巧巧しない」に設をすると、デバイスマネージャのデバイスから見えな< なります。 

► Windows XP でリソースを解放するには、デバイスマネージヤで巧用不可または無効にし 
てください。 

•モード''' 「パラレルポート」を「使用する」に設をしたときに表示されます。パラレル 
ポートの動作モードを設定します。 「 I / O アドレス，割り込み番号」で 「犯 C ， IRQ 7」 に設 
定した場合は、 「 EPP 」 を選択できません。 

- 双方向（初期値）： 双方向モードを使う周辺機器を接続するときに選択します。 

- EPP : EPP 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

- ECP : ECP 規格の周辺機器を接続するときに選択します。 

• I / O アドレス，割り込み香号： レくラレルポート」を「使用する」に設をしたときに表示 
されます。パラレルポートの I / O ポートアドレスを設をします。「モード」で 「邸 PJ に 
設をした場合は、 「3 BC ， IRQ 7」 を選択できません。 

- 378, IRQ 7 け刀期値）、278, IRQ 5、3 BC , IRQ 7 
- DMA チヤネル： 「モード」 を 「 ECPJ に設定したときに表示されます。 ECP 規格の周辺 
機器を接続する場合に巧う DMA チャネルを設をします。 

- DMA 1 (ネリ期値 ）、 DMA 3 

□イベントログ設定 

ナブメニューを使って、イベントログに関する設をを行います。 

カーソルを 合わせて [ Enter ] キーを 押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

■イベントログ領域の状態''' イベントログを保存可能かどうかが表示されます。 

- 保存可能： イベントログは保存可能です。 

- 保存不可能： イベントログは保存できません。領域が一杯になっています。 

• イベントログ内容の状態''' イベントログの内容が有効かどうかが表示されます。 

- ち効： イベントログの内容は有効です。 

- 無効： イベントログの内容は無効です。内容が壊れている可能性があります。 

■イベントログの表示''' 【 Enter 】 キーを押すと、イベントログの詳細が表示されます。 

• イベントログのミ肖去''' 再起動時にイベントログの内容を消ちするかどうかを設定します。 

- いいえけ刀期値）： イベントログを消ましません。 

•はい： イベントログを次回再起動時に消まします。再起動すると設を値は「いいえ」に 
なります。 

• イベントログへの記録''' イベント発生時にイベントログを記録するかどうかを設をします。 

- 使用しない： イベントログを記録しません。 

•使用する（初期値）： イベントログを記録します。 
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電源管埋メニュー 


電源管 a メニューでは 、 Wakeup on LAN 機能を利用して自動的に起動する場合や、 AC 電源の 
復電時における動作に関する設定を行います。 

■設定項目の詳細 


□ AC 通電再開時の動作 

停電などで電源が切断された場合に、通電再開時の動作を設定します。 

- 使巧しない： この機能を使いません。 

- 電源 OFF (初期値）： 電源が切れたままになります。 

- 電源 ON :電源が入ります。 

- 自動： 電源が切断されたときのが態に戻ります。 

P POINT 

► 「電源 OFF 」 に誤をした場合、または「自動」に設定し、 AC 電源が切れる前の状態がシャツ 
トダウンや休止状態の場合、復電の際に一瞬電源が入りますが、故障ではありません。こ 
の現象を回避する場合は「使用しない」に設定してください。 

► AC 電源切断後30砂 Ja 上待ってから電源を入れてください。30砂内に入れると正常に動 
作しない場合があります。 

► 「自動」に設定した場合、 AC 電源が切れる前の状態が起動中、またはスリープ状態 (Windows 
Vista ) やスタンバイが態 ( WindowsXP ) のときに、パソコン本体の電源が入ります。休止 
状態のときには、電源は入りません。 

► UPS などを使って復電時に電源を投入させたい場合は、「電源 ON 」 に設定してくださし、。 

► 本設定を変更した場合は、「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（再起動）」を選 

おし、本パソコンを再起動してください。「終了」メニューの「変更を保ちして終了する 
(電源 OFF )」 を選択した場合は、一度パソコンを起動しない限り、変更した誤をはち効に 
なりません。 

• LAN デバイスによる電源 ON …標準搭載の LAN および PME 対応の LAN カードが Magic Packet 

を受信したときに電源を入れるかどうかを設定します。 

•使巧しない（初期値）： 電源を入れません。 

- 使巧する： 電源を入れます。 

P POINT 

► Windows Vis ねでは、本項目を誤をしてスリープ状態や休止状態から復帰させることはでき 
ません。デバイスマネージャで詰をしてください。 

► WindowsXP では、本項目を設定してスタンバイ状態や休止状態から復帰させることはで 
きません。デバイスマネージャで設定してください。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は、 「 AC 通電再開時の動作」を「電源 OFF 」 または「自動」に設定している場合に 
は、停電などの AC 電源切断後も動作します。 

► 本設定を変更した場合は、「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（再起動）」を選 
おし、本パソコンを再起動してください。「終了」メニューの「変更を保ちして終了する 
(電源 OFF )」 を選択した場合は、一度パソコンを起動しない限り、変更した設をはち効に 
なりません。 

•時刻による電源 ON …「時刻」、「日付（日）」で指定した時刻に電源を入れるかどうかを設 

定します。 

.使巧しない（ネ刀期値）： 電源を入れません。 

- 使巧する： 電源を入れます。 
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. 時刻： 「時刻による電源 ON 」 が「使用する」に設定されている場合に設定できます。ウェ 
イクアップする時刻を設定します。 

- 00:00:00 (初期 fit ) 〜 23:59:59 

- 日付（日）： 「時刻による電源 ON 」 が「使用する」に設定されている場合に設定できます。 

ウェイクアップずる日付を設定します。 

•0 (初期値）： 毎日、指定した時刻に電源が入ります。 

• 1〜31:指定した日付に電源が入ります。日付は1〜31の間で指定します。 

P POINT 

► Windows Vista では、本項目を設定してスリープ状態や休止状態から復帰させることはでき 
ません。次の設定をしてください。 

「コント□—ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「管理ツール」一「タスクのスケ 
ジュール」一「タスクの作成」で起動時間を設定し、「条件」タブの「タスクの実行時にス 
リープを解除する」をチェックして〈ださい。 

► WindowsXP では、本項目を設定してスタンバイが態や休止状態から復帰させることはで 
きません。次の設定をしてください。 

「コント□—ルパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」一「タスク」一「スケジュー 
ルされたタスクの追加」 で起動時間を設をし、プロパティの「設定」一「タスクの実行時 
にスリープを解除する」をチェックしてください。 

► 電源オフからの動作は、 OS にかかわらず本設定がち効です。 

► 本設定は、 「AC 通電再開時の動作」を「電源 OFF」 または「自動」に設をしている場合に 
は、停電などの AC 電源切断後も動作します。 
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七キユリアイメニユー 

七キュリテイメニューでは、本パソコンを特定の人だけが使用できるように設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□管巧者パスワード 

[Enter] キーを押して、システム管理者用のパスワードを設定します（一 P.156)。 

P POINT 

► 「管理者パスワード」を設をすると、 BIOS セットアップの起動時にパスワード入力を要求 
されます。このときに、誤ったパスワードを 3 回入力すると、ビープ音が鳴り、「システ 
ムは使用できません。」と表示され、本パソコンはキーボードからの入力に反応しなくなり 
ます。この場合、本パソコンの電源ボタンを押して電源を切り、10砂が上待ってから電源 
を入れ、正しいパスワードを入力して〈ださい。 

が重要 

► 管理を用パスワードを忘れると、 BIOS セットアップを管理を権限で桓動することができな 
〈なります。「パスワードを忘れると」 （一 P.155) をご覧ください。 

□ユーザーパスワード 

「管理者パスワード」が設定されている場合に設をできます。 【Enter】 キーを押して、一般利 
用者用のパスワードを設定します卜 P.156)。 

P POINT 

► 「管理をパスワード」が設をされていないと、「ユーザーパスワード」は設をできません。 

► 「ユーザーパスワード」を設をすると、一般利用をが BIOS セットアップで変更できる項目 
を制限できます。 

□起動時のパスワード入力 

「管理をパスワード」が設定されている場合に設をできます。本パソコンの起動時にパスワー 
ドの入力を要求されるかどうかを設をします。 

. セットアップ(あ]期値）： BIOS 七ットアップの起動時にパスワードの入力を要求されます。 
. システム ： BIOS 七ットアップの起動時、および OS 起動時にパスワードの入力を要ホさ 
れます。 

- 自動： BIOS 七ットアップの起動時や OS の起動時、または休止が態からの復帰時にパス 
ワードの入力を要求されます。ただし、 BIOS セットアップの「電源管 a」 のを機能によ 
りパソコンを起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスによって休止状 
態から復帰した場合は、パスワードを要ホされません。この場合、 [F 2] キー （ BIOS 七ッ 
トアップを起動）や 【F12】 キー（起動メニューを起動）は{吏用できません。 
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-自動（スキップ）： BIOS 七ットアップの起動時や 0 S の起動時、または休止が態からの復 
帰時にパスワードの入力を要求されます。ただし、 BIOS セットアップの「電源管理」の 
名■機能によりパソコンを起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスに 
よって休止状態から復帰した場合は、パスワードを要求されません。また、再起動時に 
はパソコンの起動ち法にかかわらず、パスワードを要求されません。なお、「電源管 a 」 
の各機能によりパソコンを起動した場合、または Windows 上でタスクや LAN デバイスに 
よって休止が態から復帰した場合は、 [ F 2] キー （ BIOS 七ットアップを起動）や 【 F 12】 
キー（起動メニューを起動）は使用できません。 

□八ードディスクセキュリティ 

ハードディスクのセキュリティ機能を設定します。 

• SATA ポート ''.本パソコンに内蔵されているハードディスクのセキュリティ機能を有効、また 

は無効にするかどうかを設をします。 

なお、標準搭載のハードディスクは、ハードディスクセキュリティに巧応しています。 

•使用しないけ刀期値）： ハードディスクのセキュリティ機能を無効にします。 

-使用する： ハードディスクのセキュリティ機能を有効にして、特をの人だけがハードディ 
スクを使えるようにします。起動時に設をされているパスワードを、ハードディスクに 
書き込まれているパスワードと照合します。一致しない場合、ハードディスクは使えま 
せん。 


P POINT 

► 本項目は、管理を巧パスワードで BIOS を超動した場合のみ設をできます。 

► SCSI のハードディスクでは本機能はお使いになれません。 

► ハードディスクがセキュリティ機能に対応していない場合や、ハードディスクなかの装置 
が接続されている場合は、灰色の文字で表示され、本設をを変更することはできません。 

► 管理を巧パスワードのみ設をした場合、ハードディスクには管理を用パスワードが書き込 
まれます。 

管理を用パスワードとユーザー用パスワードを設をした場合、 / N - ドディスクにはユー 
ザー用パスワードが書き込まれます。 

► パスワードを変更または解除した場合、ハードディスクに書き込まれたパスワードも変更 
または解除されます。 

► パスワードが解除されたときは、本設をも同時に「使用しない」に設をされ、ハードディ 
スクのセキュリティ機能が解除されます。 

► なんらかの原因（化のハードディスクと交換している間にパスワードを変更した場合など） 
でパソコン本体のパスワードとハードディスクに書き込まれたパスワードが異なっている 
場合、そのハードディスクのパスワードを設をしたパソコンであっても、データは読み込 
めません。 

が重要 

► パスワードを忘れると、ハードディスクが使えなくなったり、ハードディスクセキュリティ 
機能を無効にすることができなくなります。「パスワードを忘れると」 （一 P .155) をご覧 
〈ださい。 

► ハードディスクセキュリティ機能の設定を変更する場合は、必ず電源をいったん切り、再 
度 パソコンの 電源を入れて、 BIOS セッ ト アップを起動してから設をを変更して〈ださい。 
また、ハードディスクセキュリティ機能の設定を変更した後は、 BIOS セットアップの「終 
了」 メニューの 「変更を保ちして終了する（電源 OFF )」 を実行して パソコンの 電源を切っ 
て〈ださい。 

これらの手順を守らないと、変更した内容が正し〈反映されなかったり、本項目や管理者 
パ スワー ドおよび ユーザー パ スワー ドが灰色の文字で表示され、設をや変更ができなくな 
る場合があります。 
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終了メニュー 

終了メニューでは、設を値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 


■設定項目の詳細 


□変更を保巧して終了する（巧起動） 

設をした内容を CMOS RAM に保存して BIOS 七ットアップを終了するときに選びます。 

この 項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「'変更した内容を保存して終了します 
か？（再起動）」というメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押して 
ください。 


□ をまを保をして終了する语源 OFF ) 


設定した内容を CMOS RAM に保存してパソコンの電源を切るときに選びます。 

この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「'変更した内容を保存して終了します 
か？（電源 OFF )」 というメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押し 
てください。 


□変更を保巧せずに終 T する（起動) 


設をした内容を CMOS RAM に保存しないで BIOS セットアップを終了するときに選びます。 
設定を'変更している場合、 この 項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「設をが'変 
更されています！'変更した内容を保存して終了しますか？」というメッセージが表示されます。 
「いいえ」を選択し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

「はい」を選択すると 、 CMOS RAM に保存されます。 

□標準設定値を読み込む 

すべての設定項目を標準設を値にするときに選びます。 

この 項目に カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、「標準設を値を読み込みます か？」 と 
いうメッセージが表示されます。「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

P POINT 

► お使いのモデルによっては、「標準設を値を読み込む」を実行しても、ご購入時の設をに戻 
らない項目があります『取极説明書 J 1)。 
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4 BK)S のパスワード機能を使う 


本パソコンのデータを守るためのパスワード機能を説明します。 

本パソコンは、他人による不正使用を防止するために、パスワードを設定できます。パスワー 
ドを設定すると、正しいパスワードを知っている人な外は本パソコンを使えなくなります。 

パスワードの種類 


本パソコンで設定できるパスワードは次の2つです。 

入力するパスワードにより、本パソコン操作の権限が区別されます。 

• 管理を用パスワード 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや 0 S を起動できるようにするためのパスワードです。 
パスワード機能を使う場合は、必ず設をしてください。 

• ユーザー用パスワード 

特定の人だけが BIOS 七ットアップや 0 S を起動できるようにするためのパスワードです。 
「管理をパスワード」が設定されている場合に設をできます。 

ユーザーパ スワ ードで起動した場合、設をできる項目が制限されます。 

パスワードを忘れると 


管理を用パスワードを忘れると、 BIOS 七ットアップを管理者権限で起動できなくなります。 
そのため、パソコンを起動できなくなったり、 BIOS セットアップのほとんどの項目で設を値 
をを更できなくなったりします。 

また、ハードディスクセキュリティ機能が有効の場合、ハードディスクが{ちえなくなったり、 
ハードディスクのセキュリティ機能を無効にできなくなります。 

これらの場合は、メインボードのみ、またはメインボードとハードディスク両方の修 a (有 
償）が必要となりますので、「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元にご連 
絡ください。無償修間中でも有償となります。 

が重要 

► ハードディスクの修理を巧うと、ハードディスク内のデータは初期化されるため復旧でき 
ません。データのバックアップができる場合は、必ず修理の前にバックアップしてくださ 
い。 

ただし、起動時のパスワードを誤をしている場合、管理者用とユーザー巧のパスワードを 
雨方とも忘れると、データのバックアップはできません。 

P POINT 

► ユーザー巧パスワードを忘れた場合 

ユーザー用パスワードを忘れた場合は、修理の必要はありません。パソコンの管理者に管 
理者巧パスワードをいったん削除してもらった後、管理者巧パスワード、ユーザー用パス 
ワードの順にパスワードを設をし直してください。 
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パスワードを設定する 


P POINT 

► ユーザーパスワードを設まする前に、管理をパスワードを設をしてください。 

ブ「セキュリティ」メニューで「管理をパスワード」、または「ユーザーパスワー 
ド」に力ーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押します。 

パスワード入力用のウインドウが表示されます。 

管理者■パスワード 

新しいパスワードを入力して下さい。 

新しいパスワードを確認して下さい。 [ ] 

NumLock ON 


ユーザー パスワード 

新しいパスワードを入力して下さい。 

新しいパスワードを確認して下さい。 [ ] 

NumLock ON 


P POINT 

► 「管理をパスワード」が設をされていないと、「ユーザーパスワード」は設をできません。 

ク8巧までのパスワードを入力します。 

入力できる文字種はアルファべットと数字です。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」が表示されます。 

P POINT ； 

► パスワードを再設をする場合は、現在のパスワードを入力する項目があります。 

3 パスワードを入力したら 【 Enter 】 キーを巧します。 

「新しいパスワードを確認して下さい。」にカーソルが移り、パスワードの再入力をホめ 
られます。 

4 手順2で入力したパスワードをち度入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「七ットアップ通知」と書かれたウィンドウが表示されます。 

5 【 Enter 】 キーを巧します。 

巧入力したパスワードが間違っていた場合は、「セットアップ警を」と書かれたウィン 
ドウが表示されます。 【 Enter 】 キーを押して、手順2からやり直してください。 
パスワードの設定を 中止 するときは、 【 Esc 】 キーを押してください。 

P POINT 

► 管理をパスワードと ユー ザーパスワードの両方が設をされている状態で、 ユー ザーパス 
ワードで BIOS セットアップをおめた場合，設を項目が制限されます。 
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6 BIOS セットアップを終了します。 

終了の手順については、 「 BIOS セットアップを終了する」（一 P .143) をご覧ください。 

P POINT 

► 設をしたパスワードは、忘れないようにしてください。巧かに書き留める際は、ま全な場 
巧にな管してお〈ことをお勧めします。 


パスワードを設定した後は _ 

「管理者パスワード」を設定すると、 BIOS セットアップを始めるときに、パスワード入力用 
ウィンドウが表示されます。また、 OS 起動時にも、 バスワ ードの入力用ウィンドウを表示す 
るように設定することができます。パスワードを入力し、 【 Enter 】 キーを押してください。 


パスワードを入力して下さい。 

NumLock ON 


P POINT 

► 誤ったパスワードを 3 回入力すると、ビープ音が鳴りシステムが停止します。この場合は、 
電源ボタンを巧して電源を切り、10砂が上待ってからもう一度電源を入れて、正しいパス 
ワードを入力してください。 

パスワードを変更/削除する 


■パスワードを変更する 

•パスワードをを更するには、「管 a 者パスワード」または「ューザーパスワード」の項目に 
カーソルを合わせ、新しいパスワードを入力します。 

■パスワードを削除する 

• パスワードを削除するには、「管 a 者パスワード」または「ューザーパスワード」の項目で、 
新しいパスワードを入力しないで 【 Enter 】 キーを押します。 

管理者パスワードを削除すると、ューザー用パスワードも削除されます。 

■管理をパスワードが削除されたときは、レ、ードディスクセキュリティ」（一 P .153) の設を 
も同時に「使用しない」に設をされ、ハードディスクのセキュリティ機能が解除されます。 

が重要 

► ハードディスクセキュリティ機能を有効に設定している場合 

ハードディスクパスワードを変更したり削除したりする場合には、 Windows で、「シャッ 
トダウン」 （Windows Vis ねの場合）または「電源を切る」 （Windows XP の場合）を実行 
していったんパソコンの電源を切り、電源ボタンを押してパソコンの電源を入れてから 
BIOS セットアップを起動してください。また、パスワードの設定を変更したり削除した 
りした後は、必ず「終了」メニューの「変更を保ちして終了する（電源 OFF )」 を実行し 
てパソコンの電源を切ってください。 

これらの手順を守らないと、変更した内容が正し〈反映されなかったり、「ハードディスク 
セキュリティ」や管理者パスワードおよびユーザーパスワードが灰色の文字で表示され、 
設定や変更ができなくなる場合があります。 
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5 BK ) S がま示するタツ七ージー覧 


本パソコンが表示するエラーメッセージの巧処方まを説明します。必要に応じてお 
読みください。 


メッ七ージが表示されたときは _ 

「メッセージー覧」 （^ P .158) に記載の処置や次の処置をしてください。 

• BIOS 七ットアップを実行する 

BIOS 七ットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は、 BIOS 七ットアップを 
再実行してください。 

• 周辺機器の取り付けを確認する 

あ張カードなどを取り付けているときは、それらが正しく取り付けられているか確認して 
ください。また、カードの割り込み要ホなど正しく設をされているかどうかも確認してく 
ださい。このとき、あ張カードのマニュアルや、ユーティリティソフトがある場合は、そ 
れらのマニュアルもあわせてご覧ください。 

処置を実施しても、まだエラーメッセージが発生する場合は、本パソコンが故障している可能 
性があります。「富±通ハードウェア修 a 申目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 


メッ七ージー覧 


本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

• BOOT: Couldn't find NTLDR 
Please insert another disk 

フロッピー ディスクドライブにシステムな外の フロッピー ディスクをセットした まま 電源 
を入れると、表示されます。 フロッピー ディスクを取り出して何 か キーを押してください。 

• Check date and time settinas 
システム時刻/曰付エラー 

「システム時刻」と「システム日付」の設をを確認してください。 

• CPU Fan Error 
CPU フアンエラー 

CPU フアンが壊れていないこと、フアンの電源ケーブルが正しく接続されていることを確 
認してください。確認後、 BIOS セットアップを起動し、「終了」 メニューの 「を更を保存 
して終 T する（再起動） J または「を更を保存せずに終了する（起動）」を実行してください。 

• Diskette drive A error 
Incorrect Drive A Type 

フロッピードライブ A エラー 

フロッピーディスク ドライブ テス トで エラーが 発生しました。 フロッピーディスク ドライ 
ブが正しく取り付けられているか、確認してください。 
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• Event Loa area is full. No more events will be logged. 

To clear event logs, please enter BIOS setup. 

ィベントログの記録領域が一杯になりました 

BIOS セットアップを起動して、ィベントログを削除してくだ'さい。 

BIOS ィベントログがいっぱいになった場合、次回起動時に本メッセージが表示されます。 
BIOS イベントログを確認して処置した後に、 BIOS イベントログをクリアしてください。 

• Expansion ROM not initialized - PCI Device Error at slot nnn 
Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 

拡張 ROM の初期化に失敗しました。 PCI デバィスが nnn 
Bus:nnn, Devic 色 : nnn, Function:nnn 

次のいずれかの ェラーが 発生しました。 

-増設した拡張カードで、拡張民 OM が辄期化されなかった 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

拡張カードの取り付けや設定が正しく行われているか確認してください。 

取り付けや設定が正しいが態で本メッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修 
理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Extended RAM Failed at address line:nnn 

拡張メモリエラーアドレス巧 : nnnn 
Extended RAM Failed at offset: 

拡張メモリエラーオフセットアドレス : nnnn 

メモリテスト中に、ェラーが発生しました。メモリが正しく取り付けられているか、確認 
してください。 

メモリが正しく取り付けられているが態で本メッセージが表示される場合は、「富±通ハー 
ドウ ェ ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Failure Fixed Disk n 
ハードディスクエラー 

電源を入れ直しても本メッセージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修理相談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• NVRAM Checksum Error 
NVRAM チェックサムエラー 

システム情報が壊れています。 「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元 
にご連絡ください。 

• Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクを七ットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Keyboard Controller Failed 

キーボードコントローラーエラー 

キーボー ド コントローラのテスト 中に ェラーが 発生しました。「富±通 ハー ドウ ェア 修理相 
談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Keyboard error 
キーボードエラー 

キーボードテストでェラーが発生しました。電源を切って、キーボードが正しく接続され 
ているか確認し、10砂上待ってから電源を入れ直してください。 

また、キーボードを接続せずにお使いになる攝合は、ェラーが表示されないように BIOS 
七ットアップの「詳細」一「キーボードェラー検出」を「使用しない」に設定してください。 
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• Non - System disk or disk error 
Replace and press any key to ready 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Operatina svstem not found 

OS が見つかりませんでした。 BIOS セットアップでドライブが正しく設定されているか、指 
定したドライブに OS が入っているかを確認してください。 

• Password locked: Fixed Disk n 
パスワードロック：ハードディスク n 

ハードディスクの七キュリティ機能が有劾のままになっているため、ハードディスクが使 
えません。 

• PCI Parity error Bus nn Dev nn Fun nn 
PCI パリティエラー Bus nn Dev nn Fun nn 

オンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました。拡張カードが正しく接続 
されているかご確認ください。それでも改善されない場合やこの化の攝合は、「富±通ハー 
ドウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• PCI System error Bus nn Dev nn Fun nn 
PCI システムエラー Bus nn Dev nn Fun nn 

オンボードデバイスまたは拡張カードでエラーが発生しました。拡張カードが正しく接続 
されているかご確認ください。それでも改善されない場合やこの化の場合は、「富±通ハー 
ドウ ェ ア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Press <F1> to resume, <F2> BIOS to Setup 

<F1> キーを押すと続行、 <F2> キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

POST 中にエラーが発生すると OS を起動する前に本メッセージが表示されます。 [ F 1] キー 
を押すと OS の起動を開始しまず。 [ F 2] キーを押すと BIOS 七ットアップを起動して設定 
を変更することができます。 

• Press <F2> to BIOS Setup 

<F2> キーを押すと BIOS セットアップを起動します。 

POST 中に CMOS チェックサムエラーが発生すると本メッセージが表示されます。 

【 F 2】 キーを押して、 BIOS 七ットアップを起動し、設定を確認してから保存し、再起動し 
てください。 

• PXE-E32:TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアップの「詳細」一「ネットワークサー 
バーから起動」を「使用しない」に設定してください。 

• PXE-E51: No DHCP or proxyDHCP offers were received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーがクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
七ットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 
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• PXE-E53:No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のェラーです。ブートサーノく一がクライアントから認 
識されていない場合に発生する ユラ ーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
七ットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 

• PXE-E61 : Media test failure, Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時のェラーです。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。 

• PXE-E78:Could not locate boot server 

Preboot Execution Environment 実行時のェラーです。ブートサーノく一がクライアントから認 
識されていない場合に発生するェラーです。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 
セットアップの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定し 
てください。 

• PXE-T01: File not found + PXE-E3B: TFTP Error - File Not found 

Preboot Execution Environment 実行時のェラーです。ブートサーノく一上のブートファイルイ 
メージが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS 七ットアップ 
の「詳細」一「ネットワークサーバーから起動」を「使用しない」に設定してください。 

• PXE-T01:File not found 
PXE-E89:Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時のェラーです。ブートサーノく一 上のブートイメージ 
ファイルが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアッ 
プの「詳細」一「ネットワークサーノく一から起動」を「使用しない」に設定してください。 

• Real time clock error 
リアルタイムクロック エラー 

「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Remove disks or other media 
Press any key to restart 

フロッピーディスクドライブにシステムが外のフロッピーディスクをセットしたまま電源 
を入れると、表示されます。フロッピーディスクを取り出して何かキーを押してください。 

• Resource Conflict - [Error message] in slot nnn Bus:nnn, Device:nnn, Function:nnn 
リソース競合 [ エラー内容 ] スロット #nnn バス : nnn デバイス : nnn 機能 : nnnn 

次のいずれかの ェラーが 発生しました。 

-増設した拡張カードが、本パソコンに対応していない 
•増設した拡張カードで、リソース競合が発生した 
•増設した拡張カードに、故障が発生した 

把:張力ードが本パソコンに対応しているか、また拡張カードの取り付けや設定が正しく行 
われているか確認してください。 

• System CMOS checksum bad - Default confiauration used 

システム CMOS のチェックサムが正し〈ありません。標準設定値が設定されました。 

CMOS チェックサムが間違っています。ずべての BIOS 設定項目が標準設定値に変更され 
ました。 

本パソコンを起動するたびにメッ七ージが表示される場合は、「富±通ハードウェア修理相 
談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• System timer error 
システムタイマーエラー 

「富±通ハードウェア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 
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P POINT 

► 本書に記載されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富±通ハードウ X ア修理 
相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 



第 8 章 

巧が情報 

本パソコンの仕様などを記載しています。 


1 仕様一費 ... 
2 コネクタ仕様 
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1仕様一覧 


本体化様 


製品名称 

FMV-D 3240 

CPU 注1 

Intel が Core , M2 Duo 

プロセッサー E 4300 

Intel ® Pentium ® 4 

プロセッサー 531 

Intel ® Cerelon 报 D 

プロセッサー 347 

1.80 GHz 

3 GHz 

3.06 GHz 

キヤッシュメモリ 

1 次： 32 KB X 2, 

2 次： 2 MB (CPU 内蔵） 

1次： 16 KB 、 2次： 1 MB 
( CPU 内蔵） 

1次： 16 KB 、 2次： 512 KB 
( CPU 内蔵） 

チップ七ット 

SiS 671 チップセット 

システム.バス 

800 MHz 

533 MHz 1 

メインメモリ 

標準 512 MB /1 GB (240 ピ 
ン PC 2-5300 DD 民 2 SDRAM 
DIMM ) ECC なし 
最大 2 GB 注 2 

標準 256 MB / 512 MB / 1 GB (240 ピン PC 2-5300 DDR 2 
SDRAM DIMM ) ECC なし最大 2 GB 注2 

メモリスロット 

X 2 (空きスロット X 1) 

表 

示 

機 

能 

グラフィックアク七ラレ—夕 

チップセットに内蔵 

ビデオメモリ 

最大 256 MB (メインメモリと共用）巧3 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB 、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1600 X 1200ドット/最大1677万色 

フロッピーディスクドライブ 

なし 

ハードディスクドライブ件-4 

40 GB / 80 GB (Serial ATA / 300 ホミ） 

CD ドライブ 

CD - ROM ドライブ/スーパーマルチドライブ巧-6 

ホ 

1 '. 

斗 

ホ 

機 

能 

才ーデイオコントローラ 

チップセット内蔵 High Definition Audio バスコントローラ 
+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

Windows 

Vista 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビット（再生時）な- 7 、 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 16ビット（録音時）注 7 、 

同時録音再生機能 

Windows 

XP 

サンプリング周波数最大192けゎ、24ビット（再生時}汗- 7 、 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、 16ビット（録音時）注 7 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

日 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 準拠 、 Wakeup on LAN 巧■応注8 

七 

キ 

ユ 

ソ 

テ 

イ 

機 

能 

盗難防止巧ロック取り付け穴 

叔り 

舊体施錠 

あり 
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製品名称 

FMV-D3240 


ディスプレイ 

アナログ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 


シリアル 

非同期 民 S -232 C 準拠 D - SUB 9 ピン X 1 ( IGSSOA 互換） 

斗 

パラレル 

セントロニクス準拠 ECP 対応 D - SUB 25 ピン X 1 

ン 

夕 

I 

み‘ —ボ'—ド/マウス 

PS /2 準拠 Mini-DIN 6ピン（キーボード用 X し マウス用 X 1) 

USB 洋 -9 

USB 2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、背面 X 4) 

フ 

LAN 

RJ -45 X 1 

エ 

I 

ス 

オーディホ 

マイク：ホ 3.5 mm ミニジャック 

(入力： lOOmV な下、入カインピーダンス （ AC ) 5 kQ な上 （ DC ) 2 k Q な上）、 
ヘッドホン： ホ 3.5 mm ステレオ.ミニジャック 
(出力： ImW な上、負荷インピーダンス32 [り、 

ラインイン：も 3.5 mm ステレオ-ミニジャック、 

ラインアウト：ホ 3.5 mm ステレオ*ミニジャック 

障害監視機能 （ POST 時} 

CPU ファン停止 

拡張スロット数 

X 2 

PCI (Rev 2.3 準拠} X 2 (ハー フ： 176 mm ) 

ストレージベイ數 

X 2 

前面： CD - ROM ドライブ搭載済み、 

内部： 3.5 インチハードディスクドライブ搭載済み 

電源/周波数 

AC 100 V ±10%、 50/60 HZ + 2% - 4% (入力波形は正弦波のみサポート） 

化'虽ホ + J 注10 


電源 OFF 
時を11 

約 2.8 W な下 




fJj 作時^ 

通常約 67 W 最大約 369 W を n ( 本体のみ 129 W ) スタンバイ時約 3.7 W 

定格電流 


動作時 

最大 6.6 A (ァウトレット最大 3 A を含む） 

外形寸法（突起部含まず） 

縦置きの場合 ： W 89 X D 338 X H 332 mm 

W 179 X D 338 X H 344 mm (フット装着時） 

横置きの場合 ： W 332 X D 338 X H 89 mm 

W 422 X D 338 X H 101 mm (フット装着時） 

質量 

約 7.6 kg 

温湿度条件 

温度10〜35で/湿度20〜80% RH (動作時）、 

温度-10〜60で/湿度20 〜 80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しなぃこと） 

プレインストール OS 注14 

Windows Vista Business 正規版 （DirectX 10対■応）、 

Windows Vista Home Basic 正規版 （DirectX 10対■応 ） 、 

Windows XP Professional 正規版をレ （DirectX 9.0 c 対応） 

サポ 

—卜 OS を16 


Windows Vista Business 正規版 、 Windows Vista Home Basic 正規版、 

Windows XP Professional 正規版注 


本 パソコンの 仕様は、改善のために予告な〈変更することがあります。あらかじめご了承〈ださし、。 


をについて 

ま1:ソフトウ Xアによっては、 CPU 名表記が異なる場合があります。 

ま2 :本パソコンには、メモリバス 667MHz のメモリを使巧していますが、動作周放数は 533MHz で動作します。 

ミ主3 :ご購入時のビデオメモリの容量は、メインメモリの容量に応じて自動的に設定されています。ご購入時のビデオメモリの 
容量は、次のとおりです。 

■メインメモリ 1GB ia 上搭載時： 256MB 
■メインメモリ 768MB 搭載時： 128MB 
■メインメモリ 512MBia 下搭載時： 64MB 

なお、ビデオメモリの容量を変更して、 64MB に固定することもできます。 

ミ主4 :本書に記載のディスク容量は、 1MB=10002byte、1GB=10003byte 換算によるものです。 1MB=10242byte、1GB=1 024^16 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなります。 

ミ主5 :最高 300 MB/S の転送が可能です。 

ま6 : ■スーパーマルチドライブをお使いの場合、メインメモリは 512MBia 上の搭載をお割めします。 

-ご購入時の選択によって、次のドライブが搭載されています。なお、各数値は仕様上の最大値であり、使巧メディアや 
動作環境によって異なる場合があります。 


CD-ROM ドライブ CD-ROM 読出：最大40倍速 
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CD-ROM 読出：最大40倍速、 CD-R 読出/書込：最大40倍速、 
CD-RW 読出：最大24倍速、 CD-RW 書込/書換：最大10倍速、 
DVD-RAM 読出/書込/書換：最大5倍速、 

DVD-RAM2 読出/書込/書換：最大12倍速、 

DVD-R 読出：最大10倍速、 DVD-R 書込：最大16倍速、 

DVD-RW 読出：最大8倍速、 DVD-RW 書込/書換：最大6倍速、 
DVD-ROM 読出：最大16倍速、 DVD-Video 読出：最大 4.8 倍速、 
DVD+R 読出：最大10倍速、 DVD+R 書込：最大16倍速、 

DVD+RDL 読出/書込：最大8倍速、 DVD-RDL 読出：最大8倍速、 
DVD-R DL 書込：最大4倍ま、 DVD+RW 読出/書込/書換：最大8倍ま 


:使巧できるサンブリングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

:本パソコンには1000 BASE-T の LAN 機能が搭載されています。 

-本 パソコンの LAN 機能は1000 BASE-T に対応し、 1Gbps (1000Mbps) の 高速なデータ通信をサポートします。 

また、従来の100 BASE-TX、10BASE-T もサポートしているため、通信速度の自動認識を巧い、既巧の口ーカル■エリ 
ア■ネットワーク （LAN) にそのまま f 妾続することができます。 

■本パソコンでは、 ACPI モード（ご購入時の設定）のときにスリーブ （Windows Vista) まらはスタンバイ (Windows 
XP) と休止状態からの Wakeup on LAN 機能がお使いになれます。 

:-すべての USB 対応周巧機器に ついて 動作保証するものではありません。 

- USB1.1 準拠の周辺機器を f 妾続している場合、 USB1.1 の仕様でお使いになれます。 

-外部から電源を取らない USB 機器を f 妾続するときの消費電流の最大容量は、1ポートにつき 500mA です。詳しくは、 
USB 機器のマニュアルをご覧〈ださい。 

:ディスプレイの電源をアウトレットからお給しない場合の電力値です。 

:電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、メインスイッチを 「Oj 側に切り替えるか、 AC ケーブルの電源プラグを 
コンセントから巧いて〈ださい。 

ご使巧になる機器構成により値は変動します。 

アウトレット： 3A/300VA を含んだ値です。 

- FMV バリューシリーズの選択によって、いずれかの OS がプレインストールされています。 

-日本語32ビット版。 

:出荷時に、 Microsoft®Windows®XPServicePack2 セキュリティ強化機能搭載が適巧されています。 

:-出荷時にプレインストールされている OS のみサポートします。 

-日本語32ビット版。 

: Microsoft® Windows® XP Service Pack 2セキュリティ強化機能搭載が適巧されている必要があります。 


スーパーマルチドライブ 
(バッファアンダーランエラー防止機 
能あり） 


省エネ法に基づくエネルギー消費効率 


CPU 

Intel® Core™2 Duo 
プロセッサ ーE 4300 

Intel® Pentium® 4 
プロセッサー 531 

lntel®Celeron® D 
プロセッサー 347 

省エネ法に基づく 
エネルギー 
消費効率 a I 
[単位: W/MTOPS] 

Windows Vista 

モデル 

j 区分:0.00090 (AAA) 注 2 

j 区分： 0.002 8 (A) 注 2 

j 区分： 0.003 1(A) 注 2 

Windows XP 

モデル 

— 

j 区分： 0.002 7 (A) 注 2 

j 区分： 0.003 0 (A) 注 2 


を1:エネルギー消費効率とはちエネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省'エネ法で定める複合理論性能 
で除したものです。 

ま2 : ■ 2007年度基準で表示しています。 

-カツコ内のアルファべツトは、「みは100〇/^1レ：1上200〇/^1未満、AAは200O/^lla上500<Ml未満、 AAA は5000/^lが上J 
の省'エネルギーを準達成率であることを示しています。 


をを 


を 


〇1 234 56 7 

-- _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ - - _ 
ささ さささ ささ 注 
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LAN 機能 


LAN コントローラ 

Broadcom BCM 5786 

送受信バッファ用 RAM 

送信 8 kbyte 、 受信 48 kbyte 

外部インターフェース 

ISO 8802-3 1000巨 ASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブル 汪 1 

(IGbps :カテゴリ沈な上、 100 Mbps :カテゴリ5、 10 Mbps :カテゴリ3〜 5) 

伝送方式 

ベースバンド 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ 転送速度 

IGbps 、 100 Mbps 、10 Mbps 

配線斤き態 

スター型 

セグメント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグメント 

ハブュニット注2による 


を1:ケーブルは、必ずお使いのネットワーク-スピードに対応したデータグレードのケーブルをお使い〈ださし、。 

データグレードのほいケーブルを使うと、データ紛失が発生します。 

ま2 :ハブユニットとは、1000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

► 本 パソコン 標準搭載の LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。 

ハブ ユニッ トの変更などでネットワークのスピードが変更される場合、スピードに対応し 
た適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 
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各コネクタのヒンの配列および信号名は、次のとおりです。 


ディスプレイコネクタ 


、術:.: •別© 


15-11 


ピン番号 


1 

RED 

出力 

ホ出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5 〜 8 

GND 

- 

グランド 

9 

十 5V 

- 

+5V 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

SDA 

入出力 

DDC データ 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

DDC クロック 
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■ LAN コネクタ （ 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T) 



□ 1000 BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TRD 0+ 

入出力 

送受信 データ 0 十 

2 

TRD 0- 

入出力 

送受信 データ 0- 

3 

TRD 1 + 

入出力 

送受信 データ 1 十 

4 

TRD 2 + 

入出力 

送受信 データ 2+ 

5 

TRD 2 - 

入出力 

送受信 データ 2- 

6 

TRD 1- 

入出力 

送受信 データ 1- 

7 

TRD 3 + 

入出力 

送受信 データ 3 十 

8 

TRD 3 - 

入出力 

送受信 データ 3- 


□ 1 00 BASE - TX /10 BASE-T 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TD 十 

出力 

送信データ+ 

2 

TD - 

出力 

送信データ- 

3 

RD + 

入力 

受信データ+ 

4 

NC 

- 

未接続 

5 

NC 

- 

未接続 

6 

RD - 

入力 

受信データ- 

7 

NC 

- 

未接続 

8 

NC 

- 

未接続 
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■パラレルコネクタ 

13-1 

喊: •••••••••••••••••••••働 

25-14 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

夺 STROBE 

入出力 

ストローブ 

2 

DATA 0 

入出力 

データ0 

3 

DATA 1 

入出力 

データ1 

4 

DATA 2 

入出力 

データ2 

5 

DATA 3 

入出力 

データ3 

6 

DATA 4 

入出力 

データ4 

7 

DATA 5 

入出力 

データ5 

8 

DATA 6 

入出力 

データ6 

9 

DATA 7 

入出力 

データ7 

10 

夺 ACK 

入力 

アクノ y ツジ 

11 

BUSY 

入力 

ビジー 

12 

PE 

入力 

用紙切れ 

13 

SELECT 

入力 

セレクト 

14 

夺 AUTOFD 

出力 

自動送り 

15 

夺 ERROR 

入力 

エラー 

16 

本 INIT 

出力 

初期化 

17 

SLCTIN 

出力 

セレクト 

18〜25 

GND 

- 

グランド 


■ シリアルコネクタ 


1-5 



6——9 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キャリア検出 

2 

民 D 

入力 

受信データ 

3 

TD 

出力 

送信データ 

4 

DTR 

出力 

データを品末レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 艮 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要求 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

RI 

入力 

y ングインジケート 
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■ マウスコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

ク P ソク 

6 

NC 

- 

未接続 


■ キーボードコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

夕 P ソタ 

6 

Reserved 

— 

本 パソコ ン固有の信号ボ割り付けられ 
ています 


■ USB コネクタ 



ピン蚕号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

-DATA 

入出力 

-データ信号 

3 

+DATA 

入出力 

+データ信号 

4 

GND 

- 

ケーブル.グランド 
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第 9 章 


トラブ J レシューテイング 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1 トラブルに備えて . 174 

2 トラブル発生時の基本操作 . 176 

3 起動■終了時のトラブル . 184 

4 Windows ■ソフトウェア関連のトラブル . 188 

5 ハードウェア関連のトラブル . 190 

6 それでも解決できないときは . 203 
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1トラブルに備えて 


テレビ/ラジオなどの受信障害防止について _ 

本パソコンは、テレビやラジオなどの受信障害を防止する VCCI の基準に適合しています。し 
かし、設置場所によっては、本パソコンの近くにあるラジオやテレビなどに受信障害を与える 
場合があります。このような現象が生じても、本パソコンの故障ではありません。 

テレビやラジオなどの受信障害を防止するために、次のようなおにご注意ください。 

■本 パソコン のま意事項 

• 本体カバーを外したが態でお使いにならないでください。 

•周辺機器と接続するケーブルは、指をのケーブルを巧い、それな外のケーブルは巧わない 
でください。 

• ケーブルを接続する場合は、コネクタが確実に固をされていることを確認してください。ま 
た、ネジなどはしっかり締めてください。 

• 本パソコンの電源プラグは、テレビやラジオなどを接続しているコンセントとは別のコン 
セントに接続してください。 

■ テレビやラジオなどの注意事項 

• テレビやラジオなどを、本パソコンから遠ざけて設置してください。 

• テレビやラジホなどのアンテナの方向や位置を変更して、受信障害を生じない方向と位置 
を探してください。 

• テレビやラジオなどのアンテナ線の配線ルートを本パソコンから遠ざけてください。 

•アンテナ線は同軸ケ ■ ーブルをお使いください。 

本 パソコン や周辺機器などが、 テレビ やラジオなどの受信に影響を与えているかどうかは、本 
パソコ ンや周辺機器など全体の電源を切ることで確認できます。 

テレビ やラジオなどに受信障害が生じている場合は、前述の項目を再点検してください。 
それでも改善されない攝合は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元にご 
連絡ください。 


Windows の七ットアップ後の操作 


Windows の七ットアップが終了したら、バックアップをしたり、七キュリティホール巧策のた 
めの修正プログラムを適用したりすることをお勧めします。 

詳しくは、「セキュリティ」一 「コンピュータ ウイルス巧 策」 P .105) 、または「セキュリ 
ティ」一 「 Windows やソフトウェアのアップデート」 （^ P .107) をご覧ください。また『取な 
説明書』もあわせてご覧ください。 
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修正プログラムの適用について 


七キュリティの強化、安定したシステム運用のため、本パソコンに最新のサービスパックや修 
正モジュ'—ルを適用することを基本的にお勧めします。ただし、お客様の環境によっては、 
サービスパックや修正モジュールの適用により、予期せぬ不具合が発生する場合もありますの 
で、ご利用前には「民 eadme . txt 」 などを必ずご'確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したときのことを考慮し、システムのバックアップをとるこ 
とをお勸めいたします。 

なお、弊社の富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) でも、 
本パソコンに関連したサポート情報やドライバを提供しておりますので、ご覧ください。ま 
た、 「 UpdateAdvisor 」 を利用すると、本パソコンに関連したソフトウエアを自動的にダウン 
ロードすることができます。 

Windows については 、 「Windows Update 」 で最新の修正プログラムを入手できます。 


データのバックアップ 


ハードディスクに障害が発生した場合などは、データが失われることがあります。必要なデー 
夕は フロ ッピーデイスクや CD などの別媒体や、バックアップ装置を備えた フ アイ ル サーバー 
などにち巧的にバックアップしてください。 


ドキュメントの確認 


周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールを行う前に、製品に添付されているドキュ 
メントを読み、次の点を確認してください。 

■ハ' —ドウェア/ソフトウェア要件 

{吏用したい周辺機器やソフトウェアが本パソコンのハードウェア構成や Windows で使用で 
きるか確認します。 

• 取り付け時やインストール時に注意すべき点 

特に 「 Readme . txt 」 や 「 Install . txt 」 などのテキスト ファイルが ある場合は、 マニュアルに 記 
述できなかった重要な情報が記載されている場合があります。忘れずに目を通してくださ 

い。 

また、製品添付のドキュメントだけではなく、 Web 上の情報もあわせて確認してください。ベ 
ンダーの Web サイトからは、次のような情報やプログラムを得ることができます。 

• 製品出荷後に判明した問題などの最新情報 
• 問題が解みされたドライバやソフトウェアの修正モジュール 

富±通製品情報ページ （ http :// www . fmworld . net / biz / fmv / index _ support . html ) でも、本 パソコンに 
関連したナポート情報やドライバを提供しておりますので、ご覧ください。 
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2トラブル発生時の基本操作 


本 パソコ ンや周巧機 器の電源 を 確認する _ 

電源が入らない、画面に何も表示されない、ネットワークに接続できない、などのトラブルが 
発生したら、まず本パソコンや周辺機器の電源が入っているか確認してください。 

• 電源ケーブルや周辺機器との接続ケーブルは正しいコネクタに接続されていまずか？また 
ゆるんだりしていませんか？ 

• 電源コンセント自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 0A タップを使用している攝合、 0A タップ自体に問題はありませんか？ 

他の電器製品を接続して動作するか確認してください。 

• 使用する装置の電源ボタンはすべて入っていますか？ 

ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成する機器（サーバー本体 
やハブなど）の接続や電源も確認してください。 

• キーボードの上に物を載せていませんか？ 

キーが押され、本パソコンが正常に動作しないことがありまず。 

この化、「起動•終了時のトラブル」（一 P.184) の「電源が入らない」、「画面に何も表示され 
ない」もご覧ください。 


な前の状 態に戻す _ 

周辺機器の取り付けやソフトウェアのインストールの直後にトラブルが発生した場合は、いっ 
たんな前のが態に戻してください。 

•周辺機器を取り付けた場合は、取り外します。 

• ソフトウェアをインストールした場合は、アンインストールします。 

その後、製品に添付されているマニュアル、 「Readme.txt」 などの補足説明書、 Web 上の情報 
を確認し、取り付けやインストールに関して何か問題がなかったか確認してください 
P'175)。 

発生したトラブルに該当する記述があれば、ドキュメントの指示に従ってください。 

■ 前回起動時の構成に戻す 

問題が発生した周辺機器を取り外したにもかかわらず Windows が起動しない場合は、前回起 
動時の構成に戻してみてください。 

f 本パソコンの電源を入れます。 

ク 「FUJITSU」 ロゴが消えたら、 [F8] キーを巧します。 

「詳細ブ'ートオプション」または r Windows 拡張オプションメニュ ■ 一」が表示されまず。 
【F8】 キーは輕く押しただけでは認識されない場合があります。數回押してください。 
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3 「前回正常起動時の構成（詳細）」または「前回正常起動時の構成（正しく動作 
した最新の設定）_!を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

画面の指示に従って操作します。 


七ーフモードで起動する 


Windows が起動しない場合、 セーフモー ドで起動できるか確認してください。 

起動ホをは、次のとおりです。 

y 本パソコンの電源を入れます。 

ク 「 FLUTSU 」 ロゴが消えたら、 [ F 8] キーを押します。 

「詳細ブ'—トオプション」または 「 Windows あ張オプションメニュ'— J が表示されます。 
[ F 8] キーは怪く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

3 次の操作を行います。 

参 Windows Vista の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

2. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力してログオンします。 
r Windows ヘルプとサポート」ウィンドウが表示されます。 

♦ Windows XP の場合 

1. 「セーフモード」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
「オペレーティングシステムの選択」が表示されます。 

2. お使いの Windows が選択されていることを確認し、 【 Enter 】 キーを押します。 

3. 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

「 Administrator パスワード」を設をしている場合は、パスワードを入力してログオ 
ンします。 

rWindows は セーフモー ドで実行されています。」と表示されます。 

4. 「はい」をクリックします。 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」（一 P .138) をご覧になり、問題がある 
ドライバを再インストールしてください。 


ハードウェアの競合を確認する 


周辺機器を正しく取り付けたにもかかわらず動作しない場合、ハードウェア （ IRQ ) の競合が 
起こっていないか確認してください。 

確認方法は次のとおりです。 

■ Windows Vista の 場合 

ブ管理者権限を t 寺ったユーザーとしてログオンします。 

ク「スタート」ボタン ー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロール パネル」ウインドウが表示されます 
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3 「ハードウエアとサウンド」一「デバイスマネージャ」の順にクリックします。 

「ユ ■ ー ザ' 一 了 カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

4 「続行」をクリックします。 

「続斤」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

5競合しているデバイスを確認します。 

競合しているデバイスぶにはエクスクラメーシヨンマーク （!） が表示されています。 
または、 X 巧が表示されている場合もあります。 

6 競合しているデバィスがある場合、 IRQ を変更します。 

変更方をについては、デバイスマネージャのヘルプで調べることができます。 

また、デバイスに添付されているマニュアルもあわせてご覧ください。 

■ Windows XP の場合 

1 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピユータ」を右クリックして「プ 
ロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

ク 「ハ ードウ エア」 タブをクリックし、「デバィスマネー ジャ」 をクリックします。 
3 競合しているデバィスを確認します。 

競合しているデバイス《にはエクスクラメーシヨンマーク （!） が表示されています。 
または、 X 巧が表示されている場合もあります。 

4 競合しているデバィスがある場合、 IRQ を変更します。 

変更ホをについては、「スタート」メニューに登録されているヘルプで調べることがで 
きます。 

また、デバイスに添付されているマニュアルもあわせてご覧ください。 


バックアップを行う 


ハードディスクの障害などで本パソコンの動作が不ををになった場合は、必要なデータをただ 
ちにバックアップしてください。 


メッ七ージなどが表示 されたらメモして皂_ 

画面上にメッセージなどが表示されたら、メモしておいてください。マニュアルで該当する障 
害を検索する際や、お問い合わせの際に役立ちます。 
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UpdateAdvisor (本体装置）を使用する 


適用すべき修正データをダウンロードして適用することができます。また、「师 date Advisor (本 
体装置）情報収集」を利用してお使いのコンピュータの動作環境情報を収集できます。 

■ UpdateAdvisor ( 本体装置） 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
rUpdateAdvisor (本体 装置）」 の順にクリックします。 

Windows Vis ねで、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 
rUpdateAdvisor (本体装置）」の画面が表示されます。 

P POINT 

► ミ主意事項が書かれた画面が表示された場合は、内容を確認して、 「OKJ をクリックして〈 
ださい。 

この後は、表示された画面に従って操作してください。 

■ UpdateAdvisor ( 本体装置）情報収集 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 UpdateAdvisor 」 一 
r UpdateAdvisor (本体装置）情報収集」 の 順に クリック します。 

Windows Vis ねで、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 
rUpdateAdvisor (本体装置）情報収集」の画面が表示されます。 

この後は、表示された画面に従って操作してください。 
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診断プログラムを使用する （ WindowsVista の場合) 


Windows Vista が起動しなくなったときは、 BIOS の起動メニューから起動できる診断プログラ 
ムを使用することで、パソコンの障害箇所を診断できます。 

診断後に ェラー コードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」にお問い合わせの際にお知らせください。 

診斬時間は通常5〜10分程度ですが、診断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

夕重要 

► BIOS の設定をご購入時の状態に戻してください。 

診断プログラムを使巧する前に、必ず、 BIOS をご購入時の状態に戻してください。詳し 
〈は『取扱説明書]]をご覧ください。 

► 診断プログラムを使巧する前に周辺機器を取り外してください。 

USB メモリや外付けハードディスクなど、ハードディスクやリムー/くブルディスクと認識 
される周辺機器は、診断を巧う前に外してください。 

1 本パソコンの電源を一度切り、再び電源を入れます。 

2 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されている間に 【 F 12】 キーを巧します。 

「 BootMenu 」 または「起動メニュー」メニューが表示されます。表示されない場合は、 
すぐに 【 Ctrl 】 + [ Alt ] + delete 】 キーを押して本パソコンを再起動してください。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してください。 

► 「 BootMenu 」 または「起動メニユ ー 」 が表示されない場合は、本パソコンを再起動しても 
う一度操作してください。 

3 【 i 】キーまたは 【 t 】 キーを巧し 、 「Diagnostic Program 」 または「診断ブロ 
グラム」を選択し、 【 Enter 】 を押しまず。 

「富±通 ハー ドウェア診断 ツール」 ウィンドウが表示されます。 

4 診断したいアイコンにチ L ックが入っていることを確認し、「実行」をクリッ 
クします。 

ハードウェア診断が始まります。 

P POINT 

► 。ハードウェア名]に[媒体]をセットしてください」などと表示された場合、表示され 
たハードウェアに媒体をセットしてから、「診断開始」をクリックしてくださし、。診断しな 
い場合は、「スキップ」をクリックしてください。 

夕「診断結果」ウィンドウに表示された内容を確認します。 

表示された内容に従って操作してください。ェラーコードが表示された攝合には、メモ 
などに控え、お問い合わせの際にお伝えください。 
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6 「診断結ま」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。 

「富±通ハードウェア診断ツール」ウィンドウに戻ります。 

7 「終了」をクリックします。 

「終了」ウィンドウが表示されます。 

夕「はい」をクリックします。 

「システム回復オプション」ウィンドウが表示されます。 

夕「システム回復オプション」ウィンドウで「キャンセル」をクリックします。 

パソコンを再起動するメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 
パソコンが再起動して、診断プログラムが終了します。 


診断/修正プログラムを使用する （ WindowsXP の場合） 

次のパソコン診断/修正プログラムを用意しています。 

- 「FMV 彰断」（一 P .181) 

.「 QT - PC / U 」 卜 P '181) 

■ FMV 診断 

「 FMV 診断」でハードウェアの障害箇所を診断できます。 

P POINT 

► 起動中のソフトウエアや常駐プログラムはすべて終了してください。 

► スクリーンセー/く一は「なし」に設をしてください。 

► フロッピーディスクドライブを該断する場合は、フホーマット巧みのフ□ッピーディスク 
をセットして〈ださい。 

► CD - ROM ドライブを該断する場合は，お手持ちの CD - ROM をセットしてください。 

► ネットワーク機能の該断を巧う場合は、あらかじめ固を IP を設をしておいてください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 FMV 診断」の順にクリック 
します。 

この後はメッセージに従って操作します。 

■ QT-PC/U 

Windows が起動しないために 「 FMV 彰断」が使用できない場合、「ドライバーズディスク」か 
ら起動できる 「 QT - PC / U 」 を使用することで、ハードウェアの障害箇所を診断できます。 

診断後にエラーコードが表示された場合は、メモしておき、「富±通ハードウェア修 a 申目談七 
ンター」にお問い合わせの隙におならせください。 

診断時間は通常5〜10分程度ですが、彰断するパソコンの環境によっては長時間かかる場合 
があります。 

ドライバーズディスクを用意してください。 
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ブ「ドライバーズディスク」をセットします。 

ク本パソコンの電源を一度切 y 、 再び電源を入れます。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に、 【 F 12】 キーを巧します。 

メニュ ' 一が表示されます。 

【 F 12】 キーは軽く押しただけでは認識されない場合があります。数回押してください。 

P POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が逼く、 「 FUJITSU ] ロゴや Windows の起動時 
のロゴの表示が確認できない場合があります。 

その場合は、本パソコンの再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧して〈ださい。 

► 「 Boot Men 山 が表示されない場合は、本パソコンを再起動してもう一度操作してくださし、。 

4 次の操作を行います。 

CD / DVD ドライブを選択して 【 Enter 】 キーを押します。 

自動的に診断が開始されます。診断は6項目にっいて行われ、各項目の診断結果が画面 
の 「 STATUS 」 の部分に表示されます。 

•診断でエラーが発生した場合は、 「 STATUS 」 部に 「 ERRORJ と表示され、画面の 
「Message Display 」 部に8析のエラーコードが表示されます。 

お問い合わせの際は、表示されたエラーコードをおからせください。 

-診断でエラーが発生しなかった場合は、 「 STATUS 」 部に FnO ERRORJ と表示されます。 

5 診断が終了し、画面の 「Message Display 」 部に次のように表示されたら、 CD - 
ROM を取り出します。 

Eject CD - ROM . 

Press Ctrl + ALT + DEL for power off 

6 【 Ctrl 】+ [ Alt ] + [ Delete ] キーを押しまず。 

7 次のように表示されたら、 【 Enter 】 キーを押しまず。 

[ Ctrl + ALT+DEL Push ] -> Power off execute ok ( ENTER )? 

約 5 秒後に電源が切れます。 

ただし、機種によっては次のように表示され、自動的に電源が切れない場合があります。 

Please power off manually 

この場合は、パソコン本体の電源を切ってください。 

な上で QT - PC / U での診断は終了です。 
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リカパリ 


トラブル発生時の基本操作をした後も回復しない場合には、リカバリを実行します。 

リカバリの方法については、『取极説明書』をご覧ください。 

■ リカバリ起動時に「起動エラ ー J が発生した場合 

• 周辺機器を取り外してください。 

• 媒体を柔らかい布でおいてください。 

■ リカバリ後も状態が改善されない場合 

リカバリ後も状態が改善されない場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご 
購入元に連絡してください。 
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3起動•終了時のトラブル 


□ ビープ音が鳴った 

電源を入れた後の自己診断 （ POST ) 時に、ビープ音が鳴る場合があります。ビープ音が鳴る 
原因と対処方法は、次のとおりです。 

P POINT 

► ビープ音によるエラー通知は、 「ピッ」「ピッピッ」「ピッピッ」「ピッピッピッ」 のように、 
1回または連続したビープ音の組み合わせにより巧われます。ここではビープ音の回数の 
組み合わせを、 「1-2-2-3」 のように表記しています。 

► 下表の組み合わせなかの鳴りちをした場合は、 「富 ±通ハードウ I ア修理相談センター J 、 
またはご購入元にご連絶〈ださい。 

► ディスプレイカー ド 上の ROM で エラーがを 生した場合や メモリテストエラーの 場合は、画 
面が表示されません。 



ビープ音の回数 

原因と巧処方ま 

K 5240、 K 3240 

1-2(1 回目のビー 
プ音は「ピーッ」 

と長めに鳴りま 
す） 

グラフイックスデバイスのエラーです。 

メインボードが故障している可能性があります。「富 
±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。 

1-1-1-.... 

(長めに鳴り続 
けます） 

メモリのテストエラーです。 

メモリが正しく取り付けられていないか、本 パソコン 
でサポートしていないメモリを取り付けている可能 
性があります。 

メモリが正しく取り付けられてあるか確認してくだ 
さい。正しく取り付けてもビープ音が鳴る場合は、「富 
±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。ホ版のメモリを増設している場 
合は、製造元-販売元にご確認ください。 
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ビープ音の回数 

原因と巧化モま 

D 3240 

1-2(1 回目のビー 

PCI デバイス上の ROM でエラーが発生しています。 


プ音は「ピーッ」 

. オプシヨンの PCI カードを取り付けている場合は、 


と長めに鳴りま 

正しく取り付けてあるか確認してください。正しく 


す） 

取り付けてもビープ音が鳴る場合は、「富±通ハード 
ウェア修 a 相談七ンター」、またはご購入元にご連絡 
ください。ホ版の PCI カードの場合は、製造元.版 
売元にご確認ください。 

- PCI カードを取り付けていないにもかかわらず、ビー 
プ音が鳴る場合は、「富±通ハードウェア修理相談七 
ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 



メモリのテストエラーです。 


1-3-3-1 

メモリが正しく取りかけられていないか、本パソコン 


1-3-3-2 

でサポートしていないメモリを取り付けている可能 


1-3-4-1 

性があります。 


1-3-4-3 

メモリが正しく取り付けてあるか確認してください。 


1-4-1-1 

正しく取り付けてもビープ音が鳴る場合は、「富±通 
ハードウェア修理相談センター」、またはご購入元に 
ご連絡ください。ホ版のメモリを増設している場合 
は、製造元•販売元にご確認ください。 


□メッ七ージが表示された 

電源を入れた後の自己診断 ( POST ) 時に、画面にメッセージが表示される場合があります。 
メッセージ内容と意ホについては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS が表示するメッセージー覧」 （^ P .158) 
をご覧ください。 

□電源が入らない 

• 電源ケーブルは接続されていますか？ 

接続を確詔:してください。 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになっていますか？ 

• 電源スイッチ付きの AC タップをお使いの場合、 AC タップの電源は入っていますか？ 

□ 画面に何も表示されない 

• パソコン本体の電源は入っていますか？ 

• パソコン本体背面、または左側面のメインスイッチはオンになっていますか？ 

• 外部ディスプレイに関して次の項目を確認してください。 

-電源スイッチは入っていますか？ 

. ディスプレイケーブルは、正しく接続されていますか？ 

. ディスプレイケーブルのコネクタのピンが破損していませんか？ 

. ディスプレイの電源ケーブルは、アウトレットもしくはコンセントに接続されています 
か？ 

-ディスプレイのブライト ネス/コン トラストボリュームは、正しく調節されていますか？ 
■デジタルディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れていますか？ 
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• 省電カモードが設定されていませんか？ 

マウスを動かすか、どれかキーを押してください。 

パソコン本体の電源ランプがオレンジ色になっている場合は、 ACPI モードの高ま (ACPI 
S 3) に移行している可能性があります。パソコン本体の電源ボタンを押してください。電 
源ボタンを押してから30秒な上たっても画面に何も表示されなレ、場合、電源ボタンを4秒 
な上押し続け、電源を 一 ま切ってください。 

• 電源ボタンを押すな外の方法で本パソコンをスタンバイからレジュームさせた場合、画面 
は表示されません。詳しくは、「機能」一「スタンバイまたは休止が態からのレジューム 
(Windows XP の場合)」（一 P .102) をご覧ください。 

マウスを動かすか、どれかキーを押してください。画面が表示されます。 

• 複数をのディスプレイを接続している場合(一 P .75 、 一 で' 11) 、次の項目を確認してください。 
-2台目のディスプレイを使用する場合、パソコン本体の電源を入れる前に、ディスプレイ 
の電源を入れていますか？ 

. 七ットアップ前に、2台目のディスプレイを接続していませんか？ 

必ず七ットアップ後に接続してください。 

• メモリなどの周辺機器は正しく取り付けられていますか？ 

□ マウスが使えないため、 Windows を終了できない 

•キ ■ —ボ'—ドを使って Windows を終了させることができます。 

• Windows Vista の場合 

1. 【 Windows 】 キーまたは 【 Ctrl 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ'—卜」メニュ ■ —が表示されます。 

2. 【 T 】【丄】【叫【一】キーで ■ saatail のを選択し、「シャットダウン」を選 
び 【 Enter 】 キーでみをを行うことで Windows の終 T 操作を行います。 

• Windows XP の場合 

1. 【 Windows 】 キーまたはにじ1】+ 【 Esc 】 キーを押します。 

「スタ ■ —卜」 メこュ I —が表示されます。 

2. 【 U 【丄】 キーで 終了 メニューの 選択、 【 Enter 】 キーでみを を行う ことで Windows 
の終了操作を行います。 

マウスが故障している場合は、「富±通ハードウェア修理申目談センター」、またはご購入元 
に連絡してください。 

□ Windows が動かなくなってしまい、電源が切れない 

• 次の手順で Windows を終 T させてください。 

1. 【 Ctrl 】 + [ Alt ] + delete 】 キーを押します。 

2. Windows を終了します。 

• Windows Vista の場合 

表示された画面の右下にある「シャットダウン」ボタンをクリックします。 

• Windows XP で 「Windows タスクマネージャ」ウィンドウが表示された場合 
「シャットダウン」メニューー>「コンピュータの電源を切る」の順にクリックします。 

. Windows XP で 「Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示された場合 

1. 「シャットダウン」をクリックします。 

r Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示されます。 

2. 「シャットダウン」を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 
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P POINT 

► 強制終了した場合には、プログラムでの作業内容を保存することはできません。 

► 強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお勧めします （一 P .195)。 

もしこの操作で強制終了できないときは、電源ボタンを4砂が上押して電源を切り、10砂 
上待ってから電源を入れてください。 
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4 Windows •ソフトウェア関連のトラブル 

ここでは、 Windows 、 ソフトウェアに関連するトラブルを説明します。トラブルに 
合わせてご覧ください。 


□ Windows が起動しなくなった 


• 周辺機器を取り付けませんでしたか？ 

いったん周辺機器を取り外し、 Windows が起動するか確認してください（一 P .176)。 

もし起動するようであれば、周辺機器の取り付け方法が正しいか、もう一度確認してくだ 
さい。 

• セーフモードで 起動できます か？ 

いったんセーフモードで起動し（一 P .177)、 問題を解み（ドライバの再インストールなど） 
してください。 

• Windows XP の場合、「ドライバーズディスク」に入っている 「 QT - PC / U 」 という診断プログ 
ラムで パソコンの 診断をしてください（一 P .181)。 

「 QT - PC / U 」 でエラーが発生しなかった場合は、リカバリを行い、本パソコンをご購入時の 
が態に戻してください『取な説明書』)。 

それでも解みしない場合は、「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入元に 
ご連絡ください。 

• Windows Vista を正常に終了できなかった場合、次回起動時に「スタートアップ修復」ウィ 
ンドウが表示され 、 Windows Vista の修復が行われることがあります。修復後は自動的に再 
起動されます。 

• Windows を正常に終了できなかった場合、次回起動時に自動的にセーフモードになり、「キー 
ボードの選択」画面が表示されることがあります。この場合、そのままセーフモードで起 
動し、起動が完了したら本パソコンを再起動してください。 


□ プログラムが動かなくなってしまった 

• 次の手順でプログラムを終了させてくださ L 、。 

1. 【 Ctrl 】 + 【 Shift 】 + 【 Esc 】 キーを押します。 

r Windows タスクマネ ■ —ジャ」ウインドウが表示されます。 

2. 「アプリケーション」タブをクリックします。 

3. 動かなくなったプログラムを選択し、「タスクの終了」をクリックします。 

プログラムが強制終了されます。 

Windows XP の場合、 「 Windows タスクマネージャ」ウインドウを閉じます。 

P POINT 

► プ□グラムを強制終了した場合、プ□グラムでの作業内容を保存することはできません。 

► プ□グラムを強制終了した場合は、ハードディスクのチェックをお割めします （一 P .195)。 

□ 省電力機能が実行されない 

• 電源オプションや BIOS の設定を確認してください。 

省電力機能の詳細にっいては、「省電力 （Windows Vista の場合 )」 H P .90) 、または「省電 
力 （Windows XP の場合)」 P .97) をご覧ください。 
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□ 周の機器の動作が不安定になった 

• なんらかの a 由でドライバが削除されているか破損している場合があります。 

「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .138) をご覧になり、ドライバを再インストールして 
ください。 

□「システムのプロパティ」ウィンドウの「ハードウエア」タブの「デバイスマネー 
ジャ」で、「不明なデバイス」がある 

• 「富±通あ張機能ユーティリティ」で使用される 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」がインストー 
ルされていない可能性があります。「デバイスマネージャ」の「システムデバイス」に 「Fujitsu 
FUJ 02 E 3 DeviceDriverJ が表示されているかどうかを確認してください。 

表示されていない場合は、「ドライバーズデイスク」内の 「¥ hardassis ぜ日 extuty ¥ vista ¥ flij 02 e 3. txt 」 
(Windows Vista の場合）、または 「¥ hardassist ¥ り extuty ¥ xp ¥ fLij 02 e 3. txt」（Windows XP の場合）を 
ご覧になり、 「 FUJ 02 E 3 デバイスドライバ」をインストールしてください。 

□ソフトウエアのインストールが正常に行われない 

• ウイルス検索ソフトを起動している場合、その影響が考えられます。 

ウイルス検索ソフトを終了させ、ソフトウェアのインストールができるか試してください。 
ウイルス検索ソフトを終了させてもインストールが正常に行われないときは、をソフト 
ウェアのサポート窓口にお問い合わせください。 

□ 画面右下のる知領域にソフトウ X アのアイコンが表示されない 

• Windows を起動したあと、通知領由でに表示されるはずのソフトウェアのアイコンが表示され 
ないことがあります。 

通知領域にアイコンが表示されなかったソフトウェアをお使いになる場合は、次のいずれ 
かの方法を実行してください。 

• 「スタ ■ —卜」ボタンー>「すべてのプログラム」の順にクリックし、表示されるメニュ ■ —か 
らソフトウェアを選択する 

.Windows Vis ねの場合、「スタート」ボタンー ISalBCaill の「再起動」の順にクリッ 
クし、 Windows を再起動する 

- Windows XP の場合は、「スタート」ボタン^「終了オプション」^「再起動」の順にク 
リックし、 Windows を再起動する 

P POINT 

► Windows を起動したあと、通知ち頁域にアイコンが表示されなかった場合、ソフトウェアに 
よっては桓動できなかったことをほ知するメッセージが表示されることがあります。 
この場合、メッセージに従って、 Windows を再起動して < ださい。 
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5八ードウエア関連のトラブル 


八ードウエア関連のトラブ ' J レー 覧_ 

• BIOS の「七ットアップパスワードまたは管 a 者用パスワードをちれてしまった」（一 P .191) 
• 「システムパスワードまたは ユーザー 用パスワードを忘れてしまった」 （^ P .191) 
•パソコン本体起動時に「エラーメッセージが表示された」（一 P .191) 

•「仮想、メモリが足りなぃ」い P .191) 

•「ネットワークに接続できなぃ」（一 P .193) 

• 「ネットワークリソースに接続できなぃ J (^ P .193) 

• 「ネットワークアダプタをが同じを前で表示される」 （^ P .194) 

• LAN の通信時に 「1000 BASE - T を{ま用してぃるが、速度が遅ぃ」い P .195) 

•レ、ードディスクが{まえなぃ」 （^ P .195) 

• レ、ードディスクからカリカリ音がする J (一 P .195) 

• 「頻繁にフリーズするなど動作が不をを」（一 P .195) 

•次の「機器が巧用できなぃ」 （^ P .196) 

- USB 
. CD/DVD 

. フロッピーディスク 
-シリアル 
• パラレル 

• ( CD / DVD ) 「ディスクからデータの読み出しができなぃ」 （^ P .196) 

• ( CD / DVD ) 「ディスクが取り出せなぃ」い P .196) 

•「 WinDVD が起動しなぃ」（一 P .197) 

•「 DVD の再生が円滑に行われなぃ」 （^ P .197) 

• 「外部ディスプレイに再生画面が表示されなぃ。」（一 P .197) 

•「 DVD の再生音が小さぃ。」 (^ P .197) 

•「 DVD - RAM ディスクにデータが書き込めなぃ （Windows XP の場合)」（一 P .197) 

• 「ディスクへの書き込み速度が遅ぃ」 （^ P .198) 

• 「フロッピーディスクが{まえなぃ」（一 P .198) 

•「 USB フロッピーディスクドライブから起動できなぃ」（一 P .198) 

• 「画面に何も表不されなぃ」（一> P .199) 

•「ディスプレイの表示が見にくぃ J (^ P .199) 

• 「表示が乱れる」い P .199) 

• 「画面の両サイドが欠ける」 （^ P .199) 

• 「スピーカーから音が出なぃ、音が小さぃ、または音が割れる」（一 P .200) 

•「キ I ~ボ'~ドから入力した文字が表示されなぃ」（一 P . 20 0) 

• 「押したキーと違う文字が入力される」 （^ P .200) 

• 「マウスカーソルが動かなぃ」 （^ P .201) 

• 「マウスカーソルが正しく動作しなぃ （ USB マウス（光学式）の場合）」（一 P .201) 

• 「マウスが{まえなぃため、 Windows を終 T できなぃ」卜 P .201) 

•「 USB デバイスが巧えなぃ」（一 P .201) 
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•「US 巨 デバイスが使えず、「デバイス マネージャ」で 確認するとエクスクラ メーシ ヨン マー 
ク （!） が表示される」（一 P .201) 

• 「プリンタを使用できない」 （^ P .202) 

• 「使用中の製品に関する最新情報を知りたい」 （^ P .202) 


BIOS 


□セットアップパスワードまたは管理者用パスワードをちれてしまった 

七ットアップパスワードまたは管 a 者用パスワードを忘れると、 BIOS 七ットアップを管 a を 
権限で起動することができなくなり、項目の'変更やパスワード解除ができなくなります。この 
場合は、修理が必要となりますので「富±通ハードウェア修 a 相談センター」、またはご購入 
元にご連絡ください。なお、保証期間にかかわらず修 a は有償となります。 

□ システムパスワードまたはユーザー用パスワードををれてしまった 

システムパスワードまたはユーザー用パスワードをちれた場合は、修 a の必要はありません。 
パソコンの管®者に管 a 者用パスワードをいったん削除してもらった後、管 a 者用パスワー 
ド、ユーザー用パスワードの順にパスワードを設定し直してください。パスワードの設をホを 
にっいては、 「 BIOS 」一「 BIOS のパスワード機能を使う」 （^ P .155) をご覧ください。 

□エラーメッ七ージが表示された 

パソコン 本体起動時に、画面に エラーメッセージが 表示される場合があります。 
エラーメッセージの 内容と意ホにっいては、 「 BIOS 」 _ 「 BIOS が表示する メッセージ ー覧」 
(一 P .158) をご覧ください。 


メモリ 


□仮想メモリが足りない 

仮想、メモリ（ページングファイル）の設をを行います。 

仮想、メモリの設定を行うには、仮想メモリの「最大サイズ」分の空きを量がハードディスクに 
必要です。本体搭載メモリ容量が大きい場合などに、選択したドライブにホ分な空き容量がな 
いときは、別のドライブに設をしてください。 

ただし、ブートパーティションな外に設をする場合、あるいはページングファイルサイズが小 
さい場合などは、メモリダンプをファイルに出力できなくなります。ダンプファイルを取得す 
る場合は、システムドライブに最低でも物 a メモリ+ 1 MB (仮想メモリの容量は含まず）の 
空き容量が必要です。 

P POINT' 

► 仮想メモリの巧奨値は、次のとおりです。 

ネ刀期サイズ：本体搭載メモリの1 .5 ち 
最大サイズ：巧期サイズの2ち 
• Windows Vista の場合 

し 管理を権限を持ったユーザーとしてログオンします。 





製品ガイド 


2. 「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロール パネル」ウィンドウが表示されます 

3. 「システムとメンテナンス」^「システム」の順にクリックします。 

「システム」ウィンドウが 表示されます。 

4. 「システム」ウィンドウの左画面の「システムの詳細設定」をクリック。 

「ユ'~ザ'~ マ カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

5. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「0 K 」 をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

6. 「詳細設定」タブをクリックし、レくフォーマンス」の「設を」をクリックします。 
「パフォーマンスオプション」ウィンドウが表示されます。 

7. 「詳細設を」タブをクリックし、「仮想、メモリ」の「変更」をクリックします。 

「仮想メモリ」ウィンドウが表示されます。 

8. 「すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する」のチェックを 
外します。 

9. ページングファイルが保存されているドライブを変更する場合は、「ドライブ」の一覧 
でを更するドライブをクリックします。 

システム ドライブに充みな空き容量がある場合は、ドライブの変更は必要ありません。 

10. 「カスタムサイズ」をクリックし、「初巧サイズ」または「最大サイズ」を適切な値に 
変更し、「設を」をクリックします。 

11. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

12. 本パソコンを再起動します。 

• Windows XP の場合 

し管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

2. 「スタート」ボタンを クリックし、 「マイコンピュータ」 を右クリックして 「プロパティ」 
をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

3. 「詳細設定」タブをクリックし、レくフォーマンス」の「設を」をクリックします。 
「パフォーマンスオプション」ウィンドウが表示されます。 

4. 「詳細設定」タブをクリックします。 

5. 「仮想、メモリ」の「を更」をクリックします。 

「仮想メモリ」ウィンドウが表示されます。 

6. ページングファイルが保存されているドライブをを更する場合は、「ドライブ」の一覧 
で変更するドライブをクリックします。 

システム ドライブに充分な空き容量がある場合は、ドライブのを更は必要ありません。 

7. 「選択したドライブのページングファイルサイズ」の「初巧サイズ」または「最大サイ 
ズ」を適切な値にを更し、「設を」をクリックします。 

8. 「 OK 」 をクリックし、すべてのウィンドウを閉じます。 

9. 本パソコンを再起動します。 
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内蔵 LAN 


□ネットワークに接続できない 

• ネットワ'— ゥな' —ブルは正しく接続されていますか？ 

パソコン 本体と の 接続、ハブと の 接続を確認してください。 

• ネットワークケーブルに関して次の項目を確認してください。 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. lOOOMbps の通信をしている場合は、エンハンスドカテゴリ5のケーブルを巧用してくだ 
さい。 

. 100 Mbps で通信している場合、カテゴリ5のケーブルを使用してください。 

• 内蔵 LAN に関して次の項目を確認してください。 

. ハードウェアの競合が起こっていませんか？ （一 P .177) 

. LAN ドライバは正しくインストールされていますか？ 

必要に応じて、「ソフトウェア」一「ドライバ」 （^ P .138) をご覧になり、再インストー 
ルしてください。 

• TCP / IP プロトコルをお使いの場合は、コマンドプロンプトで次のように入力し 、 「Reply from 
〜」という応答が表示されるか確認してください。 

ping nnn . nnn . nnn . nnn 

( nnn には通信巧手の IP アドレスを入力します） 

• ハブに関して次の項目を確認してください。 

-電源は入っていますか？ 

. ACT / LNK ランプは点げしていますか？ 

• Speed ( lOOOMbps / lOOMbps / lOMbps / Auto) 、 Duplex ( Full / Half / Auto ) の設定は、パソコン 
側の設定と合っていますか？ 

■スリープや休止状態 （Windows Vis はの場合）、またはスタンバイや休止が態 （Windows XP 
の場合）にしませんでしたか？ 

LAN 機能を使ってネットワークに接続中は、スリープや休止が態 （Windows Vista の場合）、 
またはスタンバイや休止が態 （Windows XP の場合）にしないことをお勧めします。お使い 
の環境によっては、ネットワークへの接続が正常に行われない場合があります。 

設定方■法については、「機能」一「省電力 （Windows Vis ねの場合)」 （^ P .90)、 または「機 
能」一唯電力 （Windows XP の場合) J 卜 P .97) をご覧ください。 

□ネットワークリソースに接続できない 

を種 サーバーに 接続できない場合は、ネットワーク管®をに原因を確認してください。一般的 
に、次の点を確認します。 

• お使いのネットワークに適したコンポーネント（クライアント/サービス/プロトコル）をイ 
ンストールしていますか？ 

■をコンポーネントの設定は、正しいですか？ 

• サーバーに アクセスするための ユーザーを やパスワ ー ドは正しいですか？ 

• サーバーにアクセスする権限を与えられていますか？ 

• サーバーがなんらかの a 由で停止していませんか？ 
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□ネットワークアダプタ名が同じ名前で表示される 

複数 LAN カードを使用している場合、デバイスマネージャで表示されるネットワークアダプ 
夕名が同じ名前で表示され、ネットワークアダプタの判別が困難なため、設定環境の構築がで 
きないことがありまず。 

この攝合、次の手順によりネットワークアダプタを判別し、設定を行います。なお、設定内容 
については、ドライノ<に添付されている 「 Readme . txt 」 および 「 Install . txt 」 を参照してください。 

• Windows Vista の場合 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「ネットワークとインターネット」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ネットワークと共有七ンター」をクリックします。 

「ネットワークと共有七ンター」ウィンドウが表示されます。 

4. ウィンドウ左の「ネットワーク接続の管理」をクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

5. 使用しているどちらか片方の LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」に赤い X が表示されます。 

6. 赤い X が 表示された 「ローカル エリア接続」を右クリックし 「プロパティ」 をクリッ 
クします。 

「ユ ■ ーザ'ーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 

1. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理をアカウント」が表示されている場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「ローカル エリ ア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

8. 「構成」をクリックします。 

「[お使いの LAN デバイス]の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コント ロール パネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「ネットワークとインターネット接続」をクリックします。 

「ネットワークとインターネット接続」ウィンドウが表示されます。 

3. 「ネットワーク接続」をクリックします。 

「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。 

4. 使用しているどちらか片方の LAN ケーブルを外します。 

LAN ケーブルを外すと、「ローカルエリア接続」に赤い X が表示されます。 

5. ホい X が 表示され た「ローカル エリア接続」を右クリックし 「プロパティ」 をクリッ 
クします。 

「ローカル エリ ア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

6. 「構成」をクリックします。 

「[お使いの LAN デバイス]の プロパティ」 ウィンドウが表示されます。 


P POINT 

► LAN デバイスの設をは，「詳細設を」タブで巧います。 
► ドライバの更新は、「ドライバ」タブで巧います。 
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□ 1000 BASE - T を使用しているが、速度が逼い 

• LAN デバイスで速まは正しく設をされていますか？ 

• お使いのネットワークケーブルやハブは1000 BASE - T に巧応していますか？ 
• 通信巧手の機器は1000 BASE - T に対応にしていますか？ 

ハードディスク 


□ハードディスクが使えない 


• エラー メッ セージは 出てぃませんか？ 

「 BIOS 」一「 BIOS が表示するメッセージー覧 J い P .158) をご覧くださぃ。 

□ハードディスクからカリカリ音がする 

• 次のような場合に、ハードディスクからカリカリとぃうをがすることがあります。 

• Windows を終了した直後 
-スタンバイや休止が態にした直後 

. パソコンの操作を一時中断した場合レ、ードディスクアクセスが数秒間なかった場合） 

-中断した状態から再度パソコンを操作させた場合 

.パソコンを 操作しなぃ場合で も、 常駐してぃるソフトウェアなどが動作した場合レ、 一 
ドディスクアクセスされた場合） 

これらはハードディスクの特性です。故障ではありませんので、そのままお使ぃくださぃ。 

□ 頻繁にフリーズするなど動作が不安定 

• 次の手順でハードディスクをチェックしてくださぃ。 

し実行中のプログラムをすべて終了します。 

2. 「スタート」ボタンー「コンピュータ」 または 「マイコンピュータ」の 順に クリックし 
ます。 

3. プログラムをインストールしてあるディスクを右クリックし、「プロパティ」をクリッ 
クします。 

4. 「ツール」タブをクリックし、「エラーチェック」の「チェックする」をクリックします。 
Windows Vis はで、「ューザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をクリックします。 

「続行」が表示されず「管 a 者アカウント」が表示されてぃる場合は、そのアカウント 
のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

5. 「チェックディスクのオプション」内の項目をチェックし、「開始」をクリックします。 

-「ファイルシステムエラーを自動的に修復する」をチェックして C ドライブを検査す 
る場合 

「次回 コンピュータ 起動時に ハードディスクのエラーを 検査します か？」 または「次 
回の コンピュータの 再起動後に、 このディスクの 検査を実行します か？」 と表示され 
ます。 

「ディスク検査のスケジュール」または「はぃ」をクリックすると、次回 Windows 起 
動時に エラーの チェックが行われます。 

-上記な外の項目ををチェックした場合 
ディスクのチェックが開始されます。 

終了すると、検査結果のメッセージが表示されます。 
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6. 内容を確認して、「閉じる」または 「0 K 」 をクリックし、すべてのウインドウを閉じます。 
修復してもトラブルが頻繁に発生する場合は、リカバリを実行してください『取极説 
巧書』)。 


デバイス 


□機器が使用できない 

• Portsh 山 ter のポート設定は、有効になっていますか？ 

次の機器が使用できない場合は、 システム 管理をに Portsh 出 ter のポート設をが有効になっ 
ているか確認してください。 

情報漏洩や不正プログラムの導入を防ぐために、 Portsh 山 ter を使用して接続ポートを無効に 
設をしている場合があります。 

- USB 
- CD/DVD 

.フロ ッ ピーディスク 
-シリアル 
• ノ 《ラレル 


CD / DVD 


□ディスクからデータの読み出しができない 

•ディスクが正しくセットされていますか？ 

ディスクの表裏を間違えないよう、正しくセットしてください。 

• ディスクが巧れていたり、水滴がついたりしていませんか？ 

巧れたり水滴がついたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かっておいた後、 
乾いたホでおき取ってください。 

• ディスクが傷ついていたり、極端に反っていたりしませんか？ 

ディスクを交換してください。 

• 規格外のディスクを{ま用していませんか？ 

規格に合ったディスクをお{吏いください。 

• ドライブはパソコン本体にしっかり装着されていますか？ 

もう一度しっかり装着し直してください。 


□ディスクが取り出せない 

• パソコン本体は動作が態になっていますか？ 

本パソコンの内蔵ドライブは電子ロックのため、パソコン本体が動作状態の場合のみディ 
スクの七ット/取り出しが可能です。 

なお、なんらかの原因でトレーが出ない場合は、「マイコンピュータ」ウィンドウのディス 
クアイコンを右クリックし、「取り出し」をクリックしてください。それでも出ない場合は、 
内蔵ドライブユニット前面のディスク取り出しボタン横にある穴を、曲がりにくレ、針金（大 
きなクリップをのばしたものなど）でつついてください。 
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□ WinDVD が起動しない 


• ホ版されているアンチウイルスソフトを起動していませんか？ 

ボ販されているアンチウイルスソフトと 「 WinDVDJ を同時に起動することはできません。 
アンチウイルスソフトを終了してから、 「 WinDVDJ を起動してください。なお、本パソコ 
ンに添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 

• 自動検索機能付きのアンチウイルスソフト（ホ販）をインストールしていませんか？ 

自動検索機能付きのアンチウイルスソフトをインストールしていると、 「 WinDVD 」 を起動 
することはできません。 

アンチウイルスソフトをアンインストールしてから 「 WinDVDJ を起動してください。な 
お、本パソコンに添付の 「 NortonAntivirus 」 は問題ありません。 

□ DVD の再生が円滑に巧われない 

• r WinDVD J を正しくインストールしましたか？ 
rWinDVDJ を再インストールしてください。 

• DMA 転送はアクティブですか？ 

Windows Vis はの場合、ご購入時は有効に設定されています。設をの'変更方法にっいてはデ 
バイスマネージャのヘルプをご覧ください。 

Windows XP の場合、 「 DMA の設を （Windows XP の場合）」（一 P .88) の操作をご覧になり、 
DMA 転送を有効にしてください。その後、すべてのソフトウェアを閉じ、パソコン本体を 
再起動してください。 

• 管理者権限を持ったユーザーとしてログオンしてからインストールしましたか？ 

いったんアンインストールしてから管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンし直し、 
WinDVD H P .134) のインストールの手順に従って再インストールしてください。 

• Wave 音源の再生または AVI ファイルなどの映像再生をしていませんか？ 

Wave 音源ま 干こは AVI ファイルなどの映像と同時再生はできません。 


□ 外部ディスプレイにち生画面が表示されない。 

• パソコン本体がマルチモニタ機能を使用していませんか？ 

マルチモニタ機能に設定している場合、再生映像は「プライマリディスプレイ」側にしか 
表示できません。 

□ DVD の再生音が小さい。 

• パソコン本体のボリュームの設定は正しいですか？ 

DVD ディスクによっては音のレベルが小さく録音されているものがあります。「を量の設 
定 （Windows Vis はの場合）」（一 P .79) 、または「音量の設を （Windows XP の場合）」 

P .82) をご覧になり、音量を調節してください。 

□ DVD - RAM ディスクにデータが書き込めない （Windows XP の場合） 

• DVD - RAM ディスクに書き込む場合は、次の手順で設定してください。 

し「スタート」ボタン^「マイコンピュータ」の順にクリックします。 

2. 「 DVD - RAM ドライブ」を右クリックし、 「プロパティ」 をクリックします。 

3. 「書き込み」タブで「このドライブで CD 書き込みを有効にする」のチェックを外します。 

4. 「 OK 」 をクリックします。 
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□ディスクへの書き込み速度が遅い 

• ウイルス巧策ソフトなどを常, I 主させていませんか？ 

ウイルス巧策ソフトなどを常, I 主し、ファイルアクセスの監視を行ったが態でディスクに書 
き込むと、書き込み速度が低下する場合があります。 


フロッピーディスク 


□ フロッピーディスクが使えない 

• ディスクは正しくセットされていますか？ 

ディスクのシャッタのある側から、カシャッと音がするまでしっかりと差し込みます。 

• ディスクは フォーマット してありますか？ 

ディスクを フォーマッ トしてください。 

• BIOS 七ットアップの項目を正しく設をしていますか？ 

BIOS 七ットアップの設をについては、 「 BIOS 」一 「メニュー詳細」（一 P .144) をご覧ください。 
• ディスクが書き込み禁止になっていませんか？ 

ディスクの書き込み禁止タブを書き込み可能な位置にしてください。 

• 別のディスクは巧用できますか？ 

別のディスクが使用できる場合、使用できないディスクは壊れている可能性があります。 

• フロッピーディスクドライブのへッドが巧れていませんか？ 

クリーニング フロ ッピーディスク でへ ッドの巧れを落としてください。 

詳しくは、レ、ードウ エア」ー レ、ードウ エアの お手入れ」 （^ P .46) をご覧ください。 

□ USB フロッピーディスクドライブから起動できない 

• BIOS 七ットアップの設をは正しいですか？ 

外付けの USB フロッピーディスク ドライブから起動させる場合、次の手順に従って BIOS 
セットアップの設をを確認してください。 

外付けの USB フロッピーディスクをパソコン本体に接続した上で確認してください。 

. K 5240、 K 3240 の場合 

1. 起動ディスクを USB フロッピーディスクドライブに挿入します。 

2. 本パソコンの電源を入れます。 

3. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 

4. BIOS 七ットアップで、次の設をを確認します。 

BIOS 七ットアップの設をについては 、 「BlOSj _ 「 BIOS 七ットアップの操作のし 
かた」 （^ P .141) をご覧ください。 

「 Advanced 」 一 「USB Legacy SupportJ : rEnabledJ 

5. 「 Advanced 」一 「Boot Device Priority 」 を選択して、 「 USB - FDD 」、 または 「FloppyJ の 
優先順位が最上位であることを確認します。 

6. 【 Esc 】 キーを2回押し、 「 Exit 」一 r Exit Saving Changes ] を実行します。 

USB フロッピーディスクドライブから起動します。 

. D 3240 の場合 

1. 起動ディスクを USB フロッピーディスクドライブに挿入します。 

2. 本パソコンの電源を入れます。 

3. 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを押します。 
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4. BIOS セットアップで、次の設をを確認します。 

BIOS セットアップの設定については、 「 BIOS 」一「 BIOS セットアップの操作のし 
かた」 （^ P .141) をご覧ください。 

「詳細」一 「 USB レガシーサポート」：「使用する」 

5. 「詳細」一「起動デバイスの優先順位」を選択して 、 「USB FDDJ ,または 「Floppy 
Disk Drive J の優先順位が最上位であることを確認します。 

6. 【 Esc 】 キーを2回押し、「終了」メニューの「を更を保存して終了する（再起動）」を 
実行します。 

USB フロッピーディスクドライブから起動します。 


ディスプレイ 


□ 画面に何も表示されない 

•「起動•終了時のトラブル」（一 P .184) の「電源が入らない」、「画面に何も表示されない」 
をご覧ください。 

□ディスプレイの表示が見にくい 

• ディスプレイは見やすいちをになっていますか？ 

ディスプレイの角度を調節してください。 

• 巧るさなどを調節しましたか？ 

巧るさをブライトネスボリュームで調節してください。 

□ 表示が乱れる 

• Windows の画面が正常に表示されない場合は、次のように操作してください。 

「ソフトウェア」一「ドライバ J (一 P .138) をご覧になり、ディスプレイドライバを再イン 
ストールしてください。 

Windows が起動しないときは、セーフモードで起動してからインストールしてく ださいい 
P '177)。 

■ソフトウェアを使用中に、アイコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合は、次 
の手順でウィンドウを再表示してください。 

1. ウィンドウの右上にある最小化ボタンをクリックし、ソフトウェアを最小化します。 

2. タスクバーに最小化されたソフトウェアのボタンをクリックします。 

P POINT' 

► ホのような場合に表示が乱れることがありますが、動作上は問題ありません。 

- Windows 起動時および画面の切り替え時 
- DirectX を巧用した一部のソフトウェア使用時 

■近くにテレビなどの強い磁界が発生するものがありませんか？ 

強い磁界が発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いてください 
P '174)。 


□画面の両サイドが欠ける 

• 使用しているディスプレイの調整ボタンで、水平画面サイズを調整してください。 




□スピーカーから音が出なぃ、音が小さぃ、または音が割れる 

• 外付けスピーカーに関して次の項目を確認してくださぃ。 

. パソコン本体と正しく接続されてぃますか？ 

.スピーカーの電源ケーブルは接続されてぃますか？ 

. スピーカーの 電源ボタンは入ってぃますか？ 

-音量ボリュームは正しく調節されてぃますか？ 

.ヘッドホン端子にヘッドホン（または化のデバイス）が接続されてぃませんか？ 
•音量を設をするウィンドウで、ミュートや音量などを確認してくださぃ。詳細につぃては、 
「音量の設定 （Windows Vis はの場合： U い P .79) 、または「音量の設を （Windows XP の場 
合)」 P .82) をご覧くださぃ。 

• 音が割れる場合は音量を小さくしてくださぃ。 

• ハードウエアの競合が起こってぃませんか？ （^ P .177) 

• サウンドドライバが正しくインストールされてぃますか？必要に応じて、「ソフトウエア」一 
「ドライバ」（一 P .138) をご覧になり、再インストールしてください。 


^ —づ、一 r _ 

□ キーボードから入力した文字が表示されない 

• キ' —ボ'—ドは正しく接続されていますか？ 

□押したキーと違う 文字が入力 される 

•【 NumLock 】 キーや [ CapsLock ] キーが有効になっていませんか？ 

キーボード上のインジケータで、 【 NumLock 】 キーや 【 CapsLock 】 キーが有効になっていな 
いか確認してください。 

• 「コントロ ■ —ルパネル」の「キ ■ —ボ'—ド」の設定は正しいですか？ 

次の手順で確認してください。 

1. 「スタート」ボタン^「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエアとサウンド」または「プリンタとその化のハードウエア」をクリックし 
ます。 

3. 「キーボード」アイコンをクリックします。 

「キ' —ボ'—ドのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

4. レ、ードウエア」タブの「デバイス」で、正しい日本語キーボードが設定されているか 
確認します。 
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マウス 


□マウスカーソルが動かない 

• マウスは正しく接続されていますか？ 

• ボールやローラーなどにゴミが付いていませんか？（光学式マウスが外の場合） 
マウス内部をクリーニングしてください。 

•ホプティカルセンサー部分が汚れていませんか？ （USB マウス（光学式）の場合) 
ホプティカルセンサー部分をクリーニンダしてください。 

□マウスカーソルが正しく動作しない （USB マウス（光学式）の場合） 


• 次のようなものの上で操作していませんか？ 

-鏡やガラスなど反射しやすいもの 
• 光沢のあるもの 

•濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連続しているもの 

マウス パッドをお使いになる場合は、明るい色の無地の マウス パッドをお使いになること 
をお勧めします。 

□マウスが使えないため、 Windows を終了できない 

• キーボードを使用して Windows を終了してください（一 P.186)。 


USB 


□ USB デバイスが使えない 

• ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• USB デバイスがルートハブな外に接続されていませんか？ 

USB デバイスはルートハブに直接接続してください。 

• USB デバイスに不具合はありませんか？ 

USB デバイスに不具合がある場合、 Windows が正常に動作しなくなることがあります。 
パソコンを再起動して、 USB デバイスを接続し直してみてください。それでも正常に動作 
しなレ、場合は、 USB デバイスのご購入元にご連絡ください。 

□ USB デバイスが使えず、「デバイスマネージャ」で確認するとエクスクラメー 
シヨンマークのが表示される 


• デバイスドライバに問題はありませんか？インストールされていますか？ 

必要なドライバをインストールしてください。 

• 外部から電源を取らない USB デバイスの場合、消費電力に問題はありませんか？ 
次の手順で USB コネクタの電力使用状況を確認してください。 

• Windows Vista の場合 

し 管 a 者権限を持ったユーザーとしてログオンします。 

2. 「スタート」ボタンー「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウインドウが表示されます 
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3. レ、ードウエアとサウンド」一「デバイスマネージャ」の順にクリックします。 

「ュ ■ ー ザ' 一 了 カウント制御」ウィンドウが表示されます。 

4. 「続行」をクリックします。 

「続行」が表示されず「管理者アカウント」が表示されている場合は、そのアカウン 
卜のパスワードを入力してから 「 OK 」 をクリックします。 

「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

5. 「ユニバーサル シリ アルバスコントローラ」 をダブルクリックし、 「 USB ルートハブ」 
をダブルクリックします。 

「USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

6. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用状況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

7. 「0 K 」 をクリックして、すべてのウィンドウを閉じます。 

• Windows XP の場合 

1. 「スタート」ボタンをクリックし、「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパ 
ティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2. レ、ードウエア」タブをクリックし、「デバイスマネージャ」をクリックします。 
「デバイスマネージャ」ウィンドウが表示されます。 

3. 「USB (Universal Serial Bus) コントローラ」 をダブルクリックし、 「USB ルートハ 
ブ」をダブルクリックしまず。 

「USB ルートハブのプロパティ」ウィンドウが表示されまず。 

4. 「電力」タブをクリックし、 USB バスの電力使用状況がデバイスマネージャで使用可 
能な電力の合計を超えていないか確認します。 

5. 「 OK 」 をクリックして、ずべてのウインドウを閉じます。 

プリンタ 


□プリンタを使用できない 

• 次の点を確認してください。 

.プリンタケーブルは正しく接続されていますか？ 

. ケーブルのコネクタやケーブルは損傷していませんか？ 

. プリンタの電源は入っていますか？ 

. プリンタドライバは正しくインストールされていますか？ 

プリンタのマニュアルをご覧になり、再インストールしてください。 

. ネットワークプリンタの場合、ネットワーク管 a 者の指示に従って設をを行いましたか？ 
.ネットワークプリンタの場合、ネットワーク自体へのアクセスはできていますか ？（^ 

P.193) 


その他 


□使用中の製品に関する最新情報をなりたい 

♦製品出荷後に判明した問題などの最新情報は、弊社の富±通製品情報ページ （ hup :// 
www . fmworld . net / biz / fmv/index support . html ) で公開しています。必要に応じてご覧ください。 
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6それでも解みできないときは 


お問い合わせ先 


■ 鲜社へのお問い合わせ 

故障かなと思われたときや、技術的なご質問-ご相談などについては、『取极説明書』をご覧 
になり、弊社までお問い合わせください。 

■ソフトウエアに関するお問い合わせ 

本 パソコンに 添付され ている、 次の ソフトウェアの 内容に ついては、 各連絡先にお問い合わせ 
ください。 

なお、記載の情報は、2007年4月現在のものです。電話番号などが'変更されている場合は、『取 
极説明書』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを口」へお問合せください。 

• Norton AntiVirus 2007 

• 株式会社 シマンテック 
シマンテックテクニカルサポートセンター 

本センターをご利用いただくためには、ューザー登録が必要です。また、ご利用期間は 
登録日から90日間となります。期間経過後のご利用は、有償サポートをご購入いただく 
か、またはパッケージ製品へのアップグレードをご検討ください。 

URL : http :// www . symantecstore . ip / oem/fujitsu (ユー サー登録ホームページ） 

電話 -FAX :テクニカルサポートセンターの連絡先は、ご登録された電子メールアドレ 
ス宛に通知いたします。 

電話受付時間：10:00〜18:00 (±曜-日曜•祝日-年末年始を除く） 

• Adobe Reader 8.0 

ソフトウェア提供会社より無償で提供されている製品のため、ューザーサポートはござい 
ません。ご了承ください。 

• StandbyDisk Solo 、 スタンノくイレスキュー Lite 
• 株式会社 ネッ ト ジャパン 

営業本部 サポート & サービスグループ 
URL : http :// www . netjapan . cojp / e / 

じ メ ー/レ： sbd-support@netjapan.co.Jp 
電話： 03-5256-0860 
FAX : 03-5256-0867 

電話受付時間：10:00〜12:00、13:00〜17:00 (休日•祝日を除く月曜日から金曜日まで） 
• ソフトウェア (カスタムメイド、 または FMV バリューシリーズ） 

各ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 
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P 


PC 乗換ガイド .120,127 

Portshutter.114, 120,124 

Q 

QT-PC/U.181 

s 

SMARTACCESS/Basic.120,124 

StandbyDisk Solo.120,128 

u 

UpdateAdvisor (本体装置） ..120, 128,179 

USB コネクタ .15,18,171 

W 

Windows Update. 107 

Windows Vista Business.120,122 

Windows Vista Home Basic.120,122 

Windows XP Professional.120,123 

WinDVD.120,134 


IDE コネクタ （ IDE1) 
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アウトレット . 17 

アッパーカバー . 60 

色数 . 72 

インレット . 17 

エグゼ キュー ト■ディ スエー ブル ■ ビッ 

卜機能 . 44,114 

音量設定 (Windows Vista の場合） .... 79 

音量設定 (Windows XP の場合） . 82 

音量つまみ （ WindowsVis ねの場合）..79 
音量つまみ （Windows XP の場合） .... 82 

か行 

解像度 . 72 

拡張力ード . 66 

-スロット . 18, 20 

拡張版 Intel ⑥ SpeedStep ® テクノロジー機 

能旧 ST ). 45 

拡張版 Intel ⑥ SpeedStep ® テクノロジー機 
能 （E に T ) (Windows Vis ねの場合）.. .94 
拡張版 Intel ⑥ SpeedStep ® テクノロジー機 


能 （ EIST ) (Windows XP の場合）....101 

仮想メモリ . 191 

管理者パスワード . 155 

^—も一 r . 28 

-コネクタ . 18,171 

—のお手入れ . 55 

休止状態 (Windows Vista の場合） .... 90 

休止状態 （Windows XP の場合） . 97 

コネクタ仕様 . 168 

さ行 

システムメニユー . 145 

周辺機器 . 58 

終了メニュー . 154 

仕様 . 164 

省エネ法に基づくエネルギー消費効率166 

詳細メニユー . 146 

省電力 （Windows Vista の場合） . 90 

省電力 （Windows XP の場合） . 97 

情報メニユー . 144 

シリアル ATA コネクタ . 21 

シリアルコネクタ . 18,170 

スタンバイ . 97 

スタンバイレスキユー Lite . 120,129 

スマートカードリーダ/ライタ . 114 

スリープ . 90 

セーフモード . 177 


セキュリティ . 104 

セキュリティ施錠金具 . 17 

セキュリティセンター . 109 

セキュリティメニュー . 152 

全画面表示と通常表示の切り替え . 74 

た行 

通風孔 . 15 

ディスクアクセスランプ . 15 

ディスプレイコネクタ . 18,168 

デュアルコア-テクノロジー機能 . 45 

電源 

-ボタン . 15 

-ュニット . 20 

—ランプ . 15 

電源管理メニュー . 150 

を難防止用ロック取り付け穴 . 18 

ドライバーズディスク . 138 

「ドライバーズディスク検索」ッール.138 
ドライブ構成 . 88 

な行 

内蔵 

—ハードディスク . 20 

—バッテリ . 21 

なるほどパソコン入門 . 1201132 

は行 

ハードウエアの競合 . 177 

ハードディスク . 43 

ハードディスクデータ消去 . 120,125 

ハイパースレッディング ■ テクノロジー 

機能 . 45 

パスワード （ BIOS ) 

-削除する . 157 

—設定する . 156 

-変更する . 157 

-忘れると . 155 

パソコン入門 . 120,132 

パソコン本体のお手入れ . 46 

パラレルコネクタ . 18,170 

ヒートシンク . 21 

—のお手入れ . 48 

フアイアウオール . 111 

富±通拡張機能ューティリティ..120,130 

フット . 16 

ぺージングファイル . 191 

へ、ソ ドホン端子 . 15 
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本体カバー . 60 

本体仕様 . 164 

ま行 

マイク端子 . 15 

マウス . ％ 

-コネクタ . 18,171 

—のお手入れ . 54 

マルチモニタ 機能 . 77 

メインスイツチ . 18 

メインボード . 21 

メ ツセージ （ BIOS ). 158 

メモリ . 61 

や行 

ユーザー パ スワー ド . 155 

ゆったり設定2 . 120,131 

ら行 

ラインアウト端モ . 19 

ラインイン端子 . 18 

レジューム （Windows Vista の場合）. . 96 
レジューム （Windows XP の場合）..102 
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